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註1山中一郎（1978）「長原遺跡出土の石器について」長原遺跡調査全編
『大阪市平野区長原遺跡発掘調査報告書』大阪

註2　註1に同じ。P164

註3　山中氏らは、提示したノートをもとに一度以上の分析を行ない、その結果によりノートの修正を行なって
いる。研究法の固定化をさけるためである。

註4　山中氏の用語では、石鉄とは、両線が完全に整形されている剥片石器で、最大長が3cm以下のものを示す。
本遺跡において、最大長が3cm以上のものが2点あるが、便宜的に石鉄の範噂に入れて述べる。
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挿図155　石器実測図4
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0　　1　S＝1：1　　　　4cm

挿因柑　石傲実測図5
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3　石皿◎磨石⑳敲石◎砥石◎石斧◎石錘◎特殊石器◎ペンダント他石製晶について

石皿・磨石e敲石は上福万遺跡A区の南側約％を除いた、ほぼ全域から出土しているが、梓に

集中すると見られる部分は、10G・10E e5Fグリッド付近である。これは土器の多く出土して

いる部分と重なっている。石鉄の出土状況もほぼ同じである。

磨石e敲石は、使用痕によって細かく分類したが、分類毎に集中するような傾向は見られなか

った。

石斧・石錘は、調査地区の北側で多く、環状石斧は10H・11Hグリッドで出土している。

石皿　（挿図柑　◎相、挿表別、図版鯛◎馴）

65点出土した。

ほとんどが、扁平な石を使用しており、両面または片面に若干の磨耗痕を持つ凹みを有

I l

S5

ト一一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一一一」

：‾

挿図162　石皿実測図‖
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挿図163　石皿実測図2

するが、明確な縁を持たず、また磨面から石皿縁辺までの変化は乏しい○

石材は、角閃石安山岩をはじめとして、輝石安山岩、無斑晶安山岩等が使用されている。

店石　（挿図柑　0柑5、挿表2障22、図版62）

礫表面に凹みがなく、磨耗痕と周縁部の敲打痕が組み合わされたものを磨石とした。挿表

31に示すとおり、総点数359個を出土し、平均重量は7469を測る。

その使用痕の組み合わせから、磨石は二類に分類した。

I類　礫表面に磨耗痕（片面。両面を問わず）の認められるもの（挿図164－S9－13、

挿表21）

162点出土した。両面に磨耗痕が認められるものがほとんどであるが、過度の使用

により、面の一部が平坦になっているもの（S9弓3他8点）がある。

Ⅱ類　磨耗痕の他に、周縁部に敲打痕が認められるもの（挿図1640165－S14－23、

挿表22）

197点出土した。多くは両面に磨耗痕を有し、周縁部をほぼ全周する敲打痕を持つ。

過度の磨耗により、表面の一部が平坦になったもの（S16・17弓8e20e23他36点），

過度の敲打により、円礫の側面が平坦になったもの（S22他18点）が認められる。

使用されている石材は、大山火山岩類の角閃石安山岩、角閃石石英安山岩、石英安山岩質

凝灰岩が多い。、他に花崗岩。粉岩e砂岩。閃緑岩等もみられる。
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挿図165　磨石実測図2
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敲石　（挿図瑠66◎瑠6訝、挿衷23軸26、図版62）

礫表面に敲打痕による凹みを有するものを敲石として分類した。挿表31に示すとおり、総

点数266個を出土し、その平均重量は8969を測る。片手で持って作業するには手頃な大きさの

ものが多い。

敲石の使用痕の組み合わせにより、敲石は五類に分類した。（凹み、磨耗痕を持たない

が、周縁部に敲打痕の認められるものがあり、一応敲石の中で分類した。）

I類　表面に敲打痕のある凹み（上e下、両面、凹みの個数を問わず）を有するもの。

（挿図166－S24、挿表23）11点出土している。

ト＼、＿一
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掃図166　敲石実測図1
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I類　凹みを持ち、表面に磨耗痕の認められるもの（挿図166－S25－27、挿表24）

51点出土。S27他1点は過度の磨耗により、表面の一部が平坦になっている。

Ⅲ類　凹みを持ち、周縁部に敲打痕の認められるもの（挿図極1－S15）

集石25で1個出土している。

Ⅳ類　凹みを持ち、表面に磨耗痕、周縁部に敲打痕の認められるもの

（挿図167－S28－34、挿表25）

196点出土しているが、表面の一部が過度の磨耗により平坦になっているもの（S

29。？Oe32他37点）。側面部が、過度の敲打により平坦になったもの（S30032他33

点）も認められる。

Ⅴ類　凹みは持たないが、周縁部に敲打痕の認められるもの（挿図166－S35、挿表26）

7点出土している。扁平な棒状の石が多く使用されている。

使用されている石材は、磨石と同じで、主に大山火山岩類の角閃石安山岩、角閃石石英安山

岩、石英安山岩質凝灰岩である。

砥石　（挿図168、挿表27、図版63）

22点出土している。

比較的小型の扁平な角磯の表面に、幅広く、浅い砥面をもつものを砥石とした。石材は、

角閃石安山岩、安山岩質凝灰岩、輝石安山岩、黒雲母花崗岩が使用されている。

I悶

』豊曇⊇Ocm

ト　■　一一一一十一十一」

‥「き

1『

S37

挿図168　砥石実測図

石斧　（挿図帽　◎膵、挿衷調、図版鵬）

打製石斧1点、磨製石斧3点、環状石斧2点が出土している。

打製石斧は、短冊形のもの（S38）で、粘板岩である。刃部は石の片方の端の両面を剥離

して製作している。

磨製石斧3点（S39e40e41）は、いずれも砂岩である。S39は打撃により全体の形を整
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えた後、刃部を磨いて整形している。S40041は敲打により全体の形を整えた後、やはり刃部

を磨いて整形している。

環状石斧S42は扮岩製である。約％が欠損しているが、直径は約15cm程度であろう。中央

の穿孔部には、敲打によって付いたと思われる痘痕状の凹みが多数認められ、これが刃部に

も若干認められることから、敲打による大まかな整形の後、磨って形を整えていったものと

考える。S43は無斑晶安山岩であるが、破損が著しく、直径等は不明である。穿孔部に磨耗

痕は認められたが、S42に見られるような敲打痕は認められなかった。

匠≡；∋　S38　　馬≡∋　S39

2　S＝1：4

挿図169　石斧実測図1

（⊃　S41

挿図170　石斧実測図2（環状石斧）

石錘　（挿図膵、挿喪調、図版約）

13点出土している。

本遺跡で出土した石錘は、すべて礫石錘である。（古墳時代等の遺構出土のものを除き、赤軋

文早期と考えられるもの）

石材は、凝灰岩質砂岩のものが最も多く、他に角閃石安山岩、安山岩質凝灰岩、閃緑岩が

使用されている。

糸掛けは、長軸両端部に両面から、数回の打撃を加えて作り出したものが主体を占める。

大きさについては、棒に大きなJSK－58出土のものを除いて、長さは6．3cm、幅4・3cm、

重さ83。59をその平均値とする。
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0　2　S＝1：4 10cm

挿図171石錘実測図

特殊石器　（挿図調◎馴－52⑳◎5⑳－S航図版32）

集石25・30より、円礫の一方を敲打して細くし、その先端を平らに加工した石器2点（集

石25－S21、集石30－S4）が出土しているが、用途は不明である。石材は、2点とも安山

岩質凝灰岩である。また集石25では、粘板岩製の石器が出土しているが、棒状の石の片方に

打撃による破損が認められる他、表面が磨いてある。この石器も用途は不明である。（集石

25－S20）

ペンダント飽石製晶　（挿図膵　◎膵、挿褒詞、図版馴）

ペンダントは2点出土している。

S52は、6Eグリッドで出土した。硬玉製で、約％を欠損しているが、蝶が羽を広げた形
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挿図173　石製晶実測図2
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をしていたものと思われ、残存部では7個の穿孔が認められた。

S53は、10Gグリッドで出土した。結晶片岩製で、長径3．6cm、短径1．8cmの楕円形を呈し

中央部付近が穿孔されている。

その他の石製品は4点出土している。

S54は、復元径8cmの円盤状を呈していたと考えられるが、中央部付近の上・下面に溝が

認められる。表面、溝とも磨いて整形されている。

S53・S54ともその用途は不明であるが、ペンダントのような、装飾品に使用していたと

考えたい。

S55は、9Eグリッドで出土した。将棋の駒形（2．9cmX2．5cm－0．9cm）を呈し、全面を磨

いて整形している。

S56は、4Aグリッドで出土した。六角形（径5cm－1。8cm）を呈し、上e下面、周辺部と

も磨いて整形している。

S57は、4Fグリッドで出土した。ほぼ球径（径3．5cm）を呈する。一部欠損しているが、

上部に2個の穿孔が認められる。
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挿喪2⑳　石国一覧表　　　　　　　　　　　　　　〔単位。m及び。（）を付したものは現存値を示す〕

挿 図 番 号
函 版

番 号

出　　 土

グ リ ッ ド
個 体 番 号 1

出　　 土

年 月　 日
材　　　　　 質 遮 存

，状 態

長 さ 巾 厚 さ 重 さ 備　 考

6 C 1 0 1 8 4 ．1 0 ．2 7 角 閃 石 安 山 岩 ％ 欠 3 5 ．0 （2 9 ．2） 1 0 ．4 （1 4 ，6 0 3）

7 C 4 4 0 8 7 ．2 6 ク 完 2 3 ．4 2 0 ．3 5 ．2 4 ，3 1 8

8 C 1 0 3 1 0 ．2 7 〃 ー彪 欠 （2 8 ．7） 2 4 ．5 1 2 ．5 （8 ，5 0 5）

9 D 1 6 9 9 ．2 4 無 斑 晶 安 山 岩 完 3 8 ．5 2 2 ．4 1 3 ．1 1 3 ，9 5 0

〃 1 9 7 8 ．2 4 角 閃 石 安 山 岩 ク 2 7 ．7 2 2 ．9 1 5 ．7 1 3 ，6 7 9

〃 2 0 4 〃 〃 ％ 欠 （3 0 ．0） 2 1 ．8 1 3 ．2 （1 1 ，9 0 8）

ク 2 0 6 ク ．ケ 完 2 4 ．5 1 9 ．1 9 ．2 5 ，2 3 5

〃 2 3 4 〃 ク ク 2 7 ．0 1 7 ．0 1 0 ．4 5 ，8 2 9

ケ ．3 0 2 ク 〃 ％ 欠 （1 1 ．0 ） （1 1 ．7） 4 ．0 （7 4 4）

ク 3 0 7 8 ．2 8 ク 完 1 3 ．0 8 ．8 8 ．2 1 ，2 5 7

ケ 3 2 3 ク ク 〃 2 7 ．8 2 5 ．3 1 2 ．7 1 0 ，7 1 4

〃 3 2 与 ケ 〃 ク 2 6 ．4 ’2 0 ．8 1 1 ．4 5 ，9 3 4

3 E 1 2 6 9 ．0 1 無 斑 晶 安 山 岩
ケ 1 9 ．5 1 7 ．1 6 ．0 3 ，0 6 3

〃 2 2 0 9 ．1 2 角 閃 石 安 山 岩 ク 2 8 ．8 2 2 ．3 1 2 ．4 8 ，6 5 6

1 6 2－ S l 6 0 3 E 2 2 1 8 4 ． 9 ．1 2 1 角 閃 石 安 山 岩 完 3 6 ．6 2 6 ．2 1 5 ．5 1 8 ，8 0 0

8 E 1 6 9 ．・3 0 ク ク 2 9 ．8 2 3 ．7 7 ．3 7 ，6 0 8

1 62－ S 2 6 0 8 E 5038 － 角閃石 安 山岩 ％ 欠 （13 ．8） （3 1 ．5） （10 ．6 ） （4 ，739）

9 1E 103 84 ．8 ．2 5 ノケ ％ 欠 （18 ．6） （16 ．0） （8 ．8 ） （3 ，349）

1 6 2－ S 3 6 0 1 0 E 1 5 5 8 4 ． 9 ．2 0 黒 雲 母 花 崗 岩 彪 欠 （2 3 ．0） （3 5 ．6） （6 ．3 ） （7 ，5 3 2） 1 0F N o 12 2と接合

ケ 1 5 6 一ケ 角 閃 石 安 山 岩 完 3 5 ．7 2 7 ．3 8 ．8 1 0 ，5 6 3

〃 2 1 0 1 0 ．1 2 ク ・ケ 2 7 ．5 2 4 ．9 1 2 ．2 9 ，8 8 9

3 F 1 0 5 9 ．0 1 無 斑 晶 安 山 岩 カム欠 2 9 ．6 （2 7 ．8 ） 8 ．1 （9 ，8 4 8 ）

1 6 2－ S 4 6 0 4 F 1 9 8 8 4 ．1 0 ．1 3 角 閃 石 安 山 岩 ′与　 ‘
フ‾G 2 2 ．4 2 4 ．0 9 ．7 8 1 2

6 F 1 8 5 1 0 ．2 2 ケ ％ 欠 （1 2 ．1） （1 7 ．2） （7 ．2） （1 ，3 8 2 ）

84．10．04－ 角閃石安山岩

1 6 3 － S 6 6 1 7 F 7 4 8 4 ．1 0 ．2 6 角 閃 石 安 山 岩 完 4 4 ．2 3 4 ．8 2 6 ．8 3 3 ，6 0 0

8 F 9 2 1 0 ．2 2 無 斑 晶 安 山 岩
〃 2 4 ．5 2 4 ．4 9 ．7 7 ，4 0 0

1 0 F 1 9 1 1 0 ．0 5 角 閃 石 安 山 岩 〃 2 3 ．7 2 0 ．5 8 ．6 5 ，8 3 8

〃 2 0 2 5 ① 6 ．0 5 無 斑 晶 角 閃 石 安 山 岩 ク 2 0 ．1 1 4 ．0 9 ．1 3 ，4 2 2

9 G 3 0 2 1 0 ．2 7 無 斑 晶 安 山 岩
ケ 2 6 ．7 2 5 ．1 ‾　9 ．6 8 ，9 3 9

〃 3 0 3 ク ケ ク． 4 0 ．0 3 4 ．9 9 ．8 2 2 ，8 1 0

1 0 G 3 1 8 9 ．2 0 ク ク 3 1 ．6 2 5 ．2 1 2 ．0 1 2 ，6 2 9

石垣出土分 角閃石安山岩

集石出土石皿　25点　JSK出土石皿　7点

挿表別　麿萄　頬一覧表　　　　　　　　　　　　　〔単位。m及びg（）を付したものは現存値を示す〕

挿 図番 号
図版
番号

出　　 土
グ リッ ド

個 体番 号
出　　 土

年 月　 日
材　　　　　 質 適存

状態 長 さ 巾 厚 さ 重 さ 備　 考

7 B 56 84 ．8．21 角閃石 石英 安山岩 完 10．6 1．0・2 6 ．5 783

8 B 2 一ケ 〃 ケ 9．8 9 ．1 5 ．6 597

ケ 18 ケ 細 粒石英 安 山岩質凝 灰岩 一ケ 7 ．4 4 ．9 1 ．7 73
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挿図番号 図版
番号

出　　 土
グリッ ド 個体番号 出　　 土

年 月　日
材　　　　　 質 遼存

状態 長さ 巾 厚さ 重 さ 備　 考

8 B 9 0 84．8 ．21 角閃石安山岩 完 11．7 8．8 5．0 625

1 6 4 － S 9 6 2 8 B 1 7 4 8 4 ． 8 ．2 4 角 閃 石 安 山 岩 完 8 ．5 8 ．3 4 ．2 3 7 5

6 C 5 6 1 0 ．1 8 閃 緑 岩 ％ 欠 （1 1 ．0 ） （7 ．6） （4 ．6） （5 4 0 ）

7 C 4 3 2 1 7 ．2 3 角 閃 石 安 山 岩 完 1 5 ．0 8 ．4 5 ．1 8 6 7

8 C 9 5 1 0 ．2 7 角 閃 石 石 英 安 山 岩 ケ 1 3 ．2 8 ．0 5 ．9 8 4 3

ク 1 0 2 ．ケ 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ク 1 2 ．7 6 ．4 4 ．0 3 8 7

〃 4 2 6 6 7 ．2 1 角 閃 石 石 英 安 山 岩 〃 1 2 ．9 7 ．3 5 ．3 4 9 8

9 C 4 3 2 1 7 ．2 4 無斑 晶 安 山 岩 と し て お く？ 品 欠 （3 ．5） （4 ．9） （2 ．5 ） （2 8 ）

2 D 4 0 4 6 ① 7 ．2 1 角 閃 石 安 山 岩 ほ」ぎ
完 形 7 ．2 6 ．9 3 ．8 （2 3 0 ）

・ケ 4 0 4 6 ② ク 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 完 8 ．4 4 ．8 1 ．9 7 3

〃 4 0 4 6 ③ 〃 花 崗 岩 ケ 6 ．4 5 ．0 4 ．1 1 8 8

3 D 6 9 ．1 3 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ケ 1 0 ．5 5 ．8 3 ．4 2 5 2

1 6 4 －S l O 6 2 3 D 2 2 8 4 ． 9 ．1 3 1角 閃 石 安 山岩 （大 山 火 山岩 頬外 ） 完 1 0 ．9 9 ．8 3 ．9 6 1 0

・ケ 4 0 ク 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 〃 7 ．2 6 ．4 3 ．4 1 7 1

ク 4 0 6 3 7 ．1 4 ク ク 1 1 ．6 8 ．4 4 ．1 4 5 3

4 D 1 3 8 ．0 4 角 閃 石 安 山 岩 ノケ 8 ．8 7 ．0 ・5 ．1 3 9 2

ク 6 8 8 ．1 0 角 閃 石 石 英 安 山 岩
〃 1 1 ．9 9 ．6 7 ．6 9 8 4

ケ 3 9 9 0 ① 7 ．1 1 角 閃 石 安 山 岩 〃 6 ．6 6 ．4 4 ．0 1 9 9

ク 3 9 9 0（彰 ク ク 〃 9 ．2 8 ．3 4 ．6 4 2 3

6 D 3 3 3 5 6 ．2 3 石 英 安 山 岩 ％ 欠 （7 ．7 ） （2 ．1） （3 ．5） （7 8 ）

7 D 3 6 8 ．0 7 安 山岩 質 凝 灰 岩 ＿ 完 1 4 ．9 9 ．5 5 °．9 9 5 5

ケ 4 0 ク 無 斑 晶 安 山 岩 ％ 欠 （6 ．2） （4 ．1） （3 ．7 ） （8 4 ）

ク 1 4 3 8 ．0 9 角 閃 石 安 山 岩 完 1 0 ．5 7 ．8 2 ．7 2 7 1

8 D 4 3 0 6 ① 7 ．2 3 角 閃 石 安 山 岩 質 火 砕 岩 ク 9 ．0 7 ．2 3 ．8 2 9 7

一ケ 4 3 0 6 ③ 〃 ア プ ラ イ ト（半 花 崗 岩 ） 〃 1 1 ．8 5 ．6 3 ．4 3 0 0

9 D 1 8 3 8 ．2 4 ひ ん 岩 ク 9 ．8 5 ．5 2 ．4 2 0 9

〃 2 1 2 ク 角 閃 石 安 山岩 ％ 欠 9 ．5 6 ．5 2 ．0 1 7 5

ノシ 2 1 9 ク
中 重 代 火 山 岩 頬 完 1 0 ．8 9 ．7 4 ．0 5 6 0

〃 2 3 7 〃 角 閃 石 安 山岩 ケ 7 ．6 7 ．2 3 ．0 2 1 9

〃 3 0 5 9 ．1 4 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ク 8 ．9 4 ．7 5 ．8 2 1 9

′′ 4 6 5 7 の 1 7 ．3 1 角 閃 石 石 英 安 山 岩 カ昌欠 7 ．0 （4 ．9） 4 ．5 ．（1 6 8 ）

1 0 D 3 9 ．1 4 〃 完 1 1 ．1 1 0 ．6 4 ．3 5 8 3

〃 5 〃 角 閃 石 安 山 岩 ケ 1 0 ．6 7 ．0 4 ．5 4 3 0

ク 7 〃 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 〃 1 2 ．2 1 0 ．1 5 ．3 7 2 7

2 E 不 明 不 明 無 斑 晶 安 山 岩 ％ 欠 （1 3 ．4 ） （5 ．4 ） （3．・8） （4 2 7 ）

3 E 1 4 0 9 ．1 1 角 閃 石 安 山 岩 完 1 1 ．8 9 ．7 4 ．3 4 9 9

ノシ 1 9 8 9 ．1 2 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ％ 欠 （7 ．0） （7 ．6） （3 ．0） （1 8 5 ）

ケ 4 5 5 6 7 ．3 0 石 英 安 山 岩 ％ 欠 （8 ．9） （7 ．2） （3 ．3） （2 5 0 ）

4 E 2 1 9 ．1 1 角 閃 石 石 英 安 山 岩 完 9 ．1 7 ．9 4 ．5 3 4 3

ク 3 1 〃 角 閃 石 安 山 岩 質 凝 灰 岩 〃 1 3 ．3 8 ．2 5 ．0 5 8 5

1 6 4 －S l l 6 2 4 E 1 4 0 ① 8 4 ． 9 ．1 1 中 生 代 火 山 岩 類 完 9 ．1 8 ．3 4 ．7 4 9 0

ク 1 4 4 9 ．1 3 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 0 ．5 9 ．1 4 ．3 4 5 9

〃 1 5 7 1 0 ．1 3 花 崗 岩 ク 1 1 ．8 9 ．2 4 ．0 6 4 5

6 E 9 1 1 0 ．0 4 角 閃 石 石 英 安 山 岩
〃 1 1 ．4 1 1 ．0 4 ．2 6 2 6

ク 3 3 4 1 6 ．2 3 角 閃 石 安 山 岩 〃 9 ．5 8 ．1 4 ．5 4 3 8

8 E 6 8 ．2 9 石 英 安 山岩 質 凝 灰 岩 〃 8 ．1 7 ．6 3 ．7 2 5 5

ク 3 8 4 6 7 ．1 0 ク ％ 欠 （6 ．1） （5 ．8） （2 ．4 ） （6 5 ）

9 E 7 8 8 ．2 5 石 英 安 山岩 ％ 欠 （6 ．1） （3 ．9） （2 ．8 ） （6 0 ）
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挿 図番号
図版
番 号

出　　 土
グ リッ ド

個 体番 号
出　　 土
年 月　 日 材　　　　　 質

遺存
状 攣 長 さ 巾 厚 さ 重 さ 備　 考

9 E 89 84 ． 8 ．25 石英 安 山岩質凝 灰岩 完 7 ．9 4 ．6 2 ．9 103

〃 1 02 ケ 砂岩 届 欠 （6 ．8） （9 ・1 ） （1．・9） （13 6）

ク 14 3 10 ．16 斑 晶の小 さい角閃石 安 山岩 完 7 ．1 6 ．7 4 ．7 2 63

ケ 38 70 8 ．02 石英 安 山岩 質凝 灰岩 易 欠 （2 ．6） （5 ．7） （3 ．1） （31・）

ク 487 2 8 ．02 角閃石安山岩 （大山火山岩類外） ガ 欠 （8 ．2） 5 ．3 3 ．、8 （265）

ク 487 8 ク 角閃 石石英 安 山岩 完 10 ．1 8 ．3 5 ．3 52 0

ク 488 0 〃 ク ％ 欠 （6 ．4 ） （5 ．7） 4 ．5 （142 ）

ク 488 7 〃 ク 〃 6 ．9 6 ．4 4 ．1 20 2

ク 490 8 ケ 石英 安山岩 質凝 灰岩 ％ 欠 （15 ．2） （6 ．0） （6 ．6） （590 ）

ク 4914 〃 角閃石 石英 安 山岩 易 欠 （11 ．7） 1 0 ．0 5 ．3 （8 90）

ク 4917 ク 角閃石 安 山岩 完 11 ．8 9 ．0 5 ．2 652

ケ 4 923 ク 石英安 山岩 質凝灰 岩 ％ 欠 （10 ．9） 7 ．1 3 ．3 （294 ）

〃 4 923 ク 角 閃石 石英 安 山岩 完 10 ．0 8 ．5 5 ．6 511

ク 4 938 ク 角 閃石 安 山岩 〃 9 ．4 8 ．3 5 ．6 425

1 6 4 －S 1 2 6 2 1 0 E 9 8 4 ． 9 ．1 2 角 閃 石 安 山 岩 完 9 ．0 9 ．5 4 ．9 3 0 0

ク 9 5 9 ．1 3 角 閃 石 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ク 1 0 ．8 8 ．6 ・ 5 ．8 6 1 5

〃 1 0 1 9 ．2 0 角 閃 石 安 山 岩 ク 9 ．5 7 ．1 3 ．2 3 1 0

1 0 E 2 1 2 1 0 ．2 2 ク ク 9 ．2 6 ．6 3 ．2 2 0 4

4 F 4 7 8 ．0 3 ク 〃 7 ．7 7 ．5 2 ．7 2 4 3

ク 9 9 ク ノシ ク． ‘ 1 0 ．8 6 ．8 4 ．5 3 6 6

5 F 1 ク ク 彪 欠 （9 ．5） 7 ．6 5 ．0 （3 8 7 ）

〃 2 2 ② 〃 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ％ 欠 （8 ．3） （6 ．0 ） （1 ．3） ・（9 0 ）

ク 1 1 7 9 ．0 5 角 閃 石 安 山 岩 完 5．7 4 ．9 3 ．7 1 3 8

ク 1 3 3 ク 無 斑 晶 板 状 安 山 岩 ％ 欠 （1 1 ．9 ） （1 0 ．2 ） （2 ．1） （3 7 6 ）

ク 1 4 7 9 ．0 7 閃 緑 岩 ％ 欠 （1 1 ．1 ） 9 ．1 3 ．4 （5 7 9 ）

ク 1 8 7 1 0 ．2 7 角 閃 石 石 英 安 山 岩 彪 欠 （2 3 ．3 ） （2 2 ．0 ） （1 1 ．0 ） 5 ，5 3 8

ク 3 0 1 7 6 ．1 5 玄 武 岩 質 （塩 基 性 ）安 山 岩 ％ 欠 （6 ．7） 4 ．4 3 ．2 （1 3 4 ）

6 F 4 5 ② 8 ．2 9 石 英 安 山岩 届 欠 （7 ．2 ） （5 ．9） （1 ．6） （93 ）

ク 1 2 3 9 ．0 3 角 閃 石 安 山 岩 完 1 1 ．5 7 ．1 4 ．3 5 4 4

ノケ 1 6 4 9 ．0 5 ケ 〃 1 3 ．6 1 0 ．4 5 ．0 8 7 0

ク 3 4 2 4 （D 6 ．2 8 玄 武 岩 質 （塩 基 性 ）安 山 岩 ％ 欠 （5 ．8） （3 ．9） （4 ．6） （1 5 2 ）

ク 3 4 2 4 ② ク 角 閃 石 石 英 安 山岩 ％ 欠 （5 ．6） （8 ．2） （4 ．1） （2 1 4 ）

7 °F 4 1 8 ．2 9 角 閃 石 安 山 岩 ％ 欠 （5 ．1） （8 ．5） （4 ．8 ） （2 2 5 ）

ク 4 8 ク 角 閃 石 石 英 安 山 岩 完 1 2 ．1 1 2 ．0 5 ．7 1 ，1 1 6

ク 7 2 1 0 ．2 2 角 閃 石 安 山 岩
〃 9 ．9 1 0 ．4 3 ．3 4 4 2

ケ 1 1 9 3 5 ．0 9 石 英 粗 面 岩 ％ 欠 （7 ．7） （5 ．4 ） 1 ．8 （9 6 ）

8 F 5 9 （D 8 ．2 9 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ％ 欠 （1 3 ．2 ） （5 ．5） （3 ．3 ） （3 0 6 ）

ク 5 9 ② ク ク ％ 欠 （8 ．8） （6 ．3） （2 ．8 ） （2 1 4 ）

′ケ 4 8 3 9 8 ．0 1 片 麻 状 花 崗 岩 完 1 7 ．8 6 ．4 4 ．3 9 2 6

，ケ 4 8 4 2 ク 結 晶 片 岩 ク 1 7 ．4 4 ．5 3 ．8 4 2 8

ク 4 8 4 5 ク 角 閃 石 安 山 岩 ク 2 0 ．7 9 ．7 ． 6 ．4 1 ，4 6 0

ケ 4 8 5 2 ク ノシ ク 8 ．8 5 ．2 3 ．8 1 4 3

1 6 4 －S 1 3 6 2 8 F 4 8 5 1 8 4 ． 8 ．0 1 流 紋 岩 質 凝 灰 岩 完 5 ．8 5 ．3 4 ．7 1 6 5

ク 4 8 5 3 ク 角 閃 石 安 山岩 ％ 欠 （9 ．3） （8 ．3 ） （3 ．4 ） （3 2 7 ）

ク 4 8 4 0 ク ケ 完 14 ．1 6 ．3 3 ．8 4 8 6

9 F 1 3 3 8 ．3 0 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩
′ケ 1 0 ．8 5 ．7 4 ．1 2 9 5

ク 2 7 1 1 0 ．2 1 角 閃 石 安 山 岩 ク 9 ．4 7 ．4 2 ．7 2 9 3

ク 9 7 6 5 ．0 8 玄 武 岩 易 欠 （4 ．6） （1 ．9 ） （4 ．8） （4 7 ）

1 0 F 7 6 9 ．2 0 角 閃 石 石 英 安 山 岩 完 9 ．7 8 ．8 4 ．5 3 7 8
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挿 図 番 可 欝 琴 リ ッ刊 個 体 番 号 翌 月 吉　 材　 質
遣 存

一　状 態

長 さ 巾 厚 さ 重 さ 備　 考

l
1 0 F 1 9 5 6 8 4 ． 9 ．1 3 石 英 安 山岩 質 凝 灰 岩 ％ 欠 （8 ．6 ） （7 ．4） （5 ．0） （1 8 7 ）

ク 2 0 0 9① 6 ．0 5 角 閃 石 石 英 安 山 岩 完 7 ．5 7 ．3 4 ．0 2 4 3

ノケ 2 2 2 2 ① ク ク ％ 欠 （7 ．9 ） （4 ・ノ3） （1 ．7） （7 0 ）

ク 2 2 2 2 ② ク ク ガ 欠 （7 ．2 ） （5 ．5） （2 ．9） （1 4 7 ）

1 1 F 4 8 3 5 8 ．0 1 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 完 1 1 ．5 1 0 ．3 6 ．5 9 9 0

4 G 4 2 9 ．1 0 角 閃 石 安 山岩
ノシ 1 5 ．7 1 1 ．3 5 ．0 1 ，0 4 6

5 G 1 2 9 ．0 3 角 閃 石 石 英 安 山 岩 ケ 9 ．3 ‾ 8 ．9 4 ．5 4 5 7

〃 5 2 9 ．0 5 角 閃 石 安 山 岩
ク 9 ．0 6 ．9 3 ．8 2 7 8

一ケ 6 6 ク 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ノケ 5 ．3 5 ．2 1 ．6 6 5

〃 4 7 6 9 8 ．0 1 一ケ ％ 欠 （7 ．9） 6 ．4 2 ．3 （1 3 0 ）

5 G ～ 6 G 9 8 1 0 ．1 7 角 閃 石 石 英 安 山 岩 完 1 0 ．9 1 0 ．7 4 ．6 6 3 6

6 G 1 1 8 ．3 0 角 閃 石 安 山 岩
ク 9 ．3 7 ．5 4 ．9 3 3 0 ＿

〃 1 6 9 9 ．0 3 角 閃 石 石 英 安 山 岩 ク 9 ．5 6 ．0 4 ．8 3 9 7

ク 1 2 7 0 5 ．0 9 角 閃 石 安 山 岩 ．名 欠 （7 ．2） 5 ．2 3 ．2 （1 甲 ）

7 G 1 2 6 5 ク 角 閃 石 石 英 安 山 岩 完 6 ．6 6 ．0 5 ．1 2 4 0

8 G 3 8 5 5（D 7 ．1 0 花 崗 岩 ク 1 0 ．5 7 ．3 3 ．6 3 8 6

ケ 3 8 5 5 （9 ノク 角 閃 石 安 山 岩 ・ケ 8 ．3 5 ．0 3 ．2 2 8 6

9 G 1 2 9 ．1 8 角 閃 石 安 山 岩 質 火 砕 岩
ク 9 ．3 8 ．0 4 ．2 3 7 3

ケ 2 1 ノシ 角 閃 石 安 山岩 ク 1 0 ．3 8 ．3 3 ．0 2 8 8

ク 4 5 イ′ ク ％ 欠 （1 0 ．9 ） （5 ．3）： （2 ．3 ） （1 3 1 ）

′ケ 3 0 1 1 0 ．2 5 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 完 1 2 ．3 6 ．6 3 ．6 3 7 2

1 0 G 8 9 ．1 9 角 閃 石 石 英 安 山 岩 ク 1 0 ．3 9 ．5 6 ．1 7 7 6

ク 1 0 〃 角 閃 石 安 山 岩
ク 1 0 ．6 8 ．1 4 ．4 5 0 5

〃 1 3 ク 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ク 1 1 ．2 1 0 ．1 4 ．5 5 3 8

〃 1 8 ク 角 閃 石 安 山 岩 彪 欠 1 0 ．9 （8 ．8 ） （3 ．6） （4 9 6 ）

ク 3 1 9 9 ．2 0 〃 完 1 3 ．4 6 ．1 5 ．0 4 8 3

′ケ 5 6 6 1 0 ．0 5 角 閃 石 石 英 安 山岩 ク 1 1 ．4 8 ．3 4 ．9 5 3 8

ク 1 9 1 9 6 ．0 4 角 閃 石 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ％ 欠 （7 ．4） 9 ．1 3 ．2 （2 2 1 ）

1 8 G 9 2 6 5 ．0 8 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ％ 欠 （9 ．9） （2 ．8） （5 ．2 ） （1 4 1 ）

9 H 2 4 3 2 6 ．0 7 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 完 1 0 ．1 9 ．0 4 ．1 4 7 3

1 1 H 3 8 9 7 7 ．1 0 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ク 9 ．3 8 ．4 3 ．1 2 9 0

〃 3 8 9 1 9 ．1 0 角 閃 石 安 山岩
・ク 1 0 ．7 4 ．7 3 ．9 3 3 7

1 2 H 1 4 1 1 0 ．1 7 角 閃 石 石 英 安 山 岩 ク 1 0 ．7 7 ．5 6 ．0 6 1 8

1 1 I 3 5 9 1 7 ．0 3 ク ％ 欠 （1 0 ．6 ） 1 3 ．2 7 ．8 （1 ，4 1 占）

1 2 I 1 9 5 1 0 ．2 2 ク 完 7 ．6 8 ．8 5 ．2 4 1 9

排 土 中 4 9 8 6 9 ．0 5 〃 ／‰欠 （4 ．3） （4 ．2） （1 ．7） （2 6 ）

不 明 不 明 不 明 安 山 岩 質 凝 灰 岩 完 1 2 ．4 1 0 ．4 3 ．4 6 0 0

ク 3 8 5 6 8 4 ． 7 花 崗 岩
〃 7 ．0 6 ．2 4 ．1 3 7 5

集 石 出 土 磨 石 I 類　 2 1 点　 J S K 出 土 磨 石 I 類　 3 点

挿衷22　磨石Ⅱ類一覧表　　　　　　　　　　　　〔単位。m及び。（）を付したものは現存値を示す1

挿 図 番 号
図 版

番 号

出　　 土

グ リ ッ ド
個 体 番 号 出　　 土

年 月　 日
材　　　　　 質

適 存

状 態
長 さ 巾 厚 さ 重 さ 備　 考

6 B 4 1 4 2 8 4 ． 7 ．1 7 角 閃 石 安 山 岩 完 1 1 ．8 9 ．8 4 ．7 6 4 7

7 B 1 0 9 8 ．2 3 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩
ケ 9 ．2 8 ．6 5 ．0 5 1 9

一ケ 1 3 8 ．ケ 花 崗 岩 イ′ 1 1 ．0 8 ．8 4 ．9 7 2 8

8 B 3 6 8 ．2 1 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ％ 欠 （5 ．2） （9 ．9 ） （5 ．1） （2 6 3）

ク 1 9 0 1 0 ．2 2 角 閃 石 安 山 岩 完 9 ．9 9 ．8 4 ．3 5 6 5

一ケ 4 2 9 6 7 ．2 3 ク 〃 1 1 ．4 9 ．1 5 ．5 6 7 0

ク 4 3 1 8 ′ケ ク ク 1 0 ．2 1 0 ．0 5 ．0 6 5 2

9 B 4 3 7 8 7 ．2 5 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ケ 1 0 ．1 9 ．3 4 ．9 5 9 1
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6 C 4 157 84 ． 7 ．18 花 崗岩 完 1 1 ．4 8 ．6 6 ．2 865

8 C 4 230① 7 ．2 1 石英 安 山岩 質凝灰 岩 ％ 欠 （5 ．1） （4 ．4 ） （3 ．6） （83）

ク 4 230② 〃 結 晶片岩 完 9 ．9 4 ．3 3 ．0 197

イ′ 4 230③ ケ 花 崗岩
〃 1 1 ．2 7 ．9 4 ．1 556

〃 48 33① 8 ．0 7 黒雲 母 角閃石 安 山岩 ケ 1 0 ．8 10 ．2 6 ．5 825

1 6 4 －S 1 4 6 2 2 D 3 6 7 1 8 4 ． 7 ．0 9 安 山 岩 質 凝 灰 岩 彪 欠 （1 1 ．0 ） 4 ．0 2 ．8 （1 6 0 ）

3 D 8 8 9 ．1 4 角 閃 石 安 山 岩 完 8 ．4 8 ．1 3 ．9 3 1 5

4 D 1 1 0 7 ．1 1 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩
ク 1 0 ．1 7 ．8 5 ．5 5 3 4

ケ 3 9 9 0 ケ ク ク 1 0 ．7 8 ．3 5 ．6 5 6 0

6 D 4 1 2 8 〃 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 0 ．5 8 ．7 5 ．1 5 0 1

〃 4 1 7 0 ① 7 ．1 8 ク 〃 9．0 6 ．6 3 ．7 2 8 8

〃 4 1 7 0 ② ノシ ケ 〃 1 0 ．3 8 ．6 4 ．2 4 3 3

7 D 4 1① 8 ．0 7 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ガ 欠 （7 ．2） （3 ．ケ） （2 ．8） （1 1 ］，）

〃 4 1② ケ 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ⑬ 完 1 0 ．5 8 ．7 5 ．2 5 3 1

ケ 2 5 1 ① 7 ．1 8 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ％ 欠 （1 5 ．0 ） （9 ．6 ） （4 ．3） （7 2 1 ）

〃 2 5 1 ② ケ 角 閃 石 安 山 岩 奉 9 ．7 7 ．6 5 ．8 4 9 6

9 D 1 7 6 8 ．2 4 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ケ 1 0 ．9 1 1 ．2 5 ．2 8 8 3

〃 1 7 7 ケ ク ク 1 0 ．9 8 ．8 5 ．6 6 2 8

ケ 1 7 9 ク ′ケ ノン 1 0 ．9 6 ．8 5 ．1 4 2 4

ク 1 8 2 ノク ク ケ 9 ．2 7 ．6 4 ．4 3 6 5

1 6 4 － S 1 5 6 2 9 D 1 9 1 8 4 ． 8 ．2 4 ア プ ラ イ ト（半 花 崗 岩 ） 完 1 0 ．2 7 ．5 3 ．5 4 1 8

ク 1 9 6 一ケ 角 閃 石 安 山 岩 〃 1 0 ．3 8 ．1 4 ．5 4 8 5

ク 2 0 7 ク ー黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ク 8 ．9 8 ．1 5 ．6 4 1 7

〃 2 1 5 ク 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ノシ 1 1 ．4 1 1 ．7 6 ．2 1 ，．0 8 2

1 6 4 － S 1 6 6 2 9 D 2 2 3 8 4 ． 8 ．2 4 安 山 岩 質 凝 灰 岩 完 1 0 ．2 8 ．9 3 ．4 3 0 3

ク 2 2 4 ケ 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ％ 欠 （9 ．4 ） （7 ．6） 4 ．3 l （4 5 2 ）

ク 2 3 0 ケ 〃 完 9 ．7 8 ．4 7 ．4 5 8 6

ク 2 3 6 一ケ ケ ％ 欠 （1 0 ．1 ） （8 ．8） （5 ．8） （3 8 4 ）

ク 2 9 6 8 ．2 8 ケ ％ 欠 1 0 ．3 （8 ．7 ） （5 ．6） （3 8 5 ）

〃 2 9 7 イ′ イ′ 完 1 0 ：1 8 ．1 5 ．8 6 3 3

ク 4 1 4 1 0 ．1 7 花 崗岩 ノシ 1 1 ．0 9 ．4 4 ．9 8 1 0

ク 4 6 6 6 7 ．3 1 角 閃 石 安 山 岩 ケ 7 ．3 5 ．2 4 ．3 1 8 7

1 0 D 4 9 ．1 4 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 〃 1 1 ．1 8 ．4 4 ．5 4 9 2

ケ 8 ク 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 0 ．7 9 ．0 6 ．1 5 1 2

ク 4 9 9 6 （9 9 ．0 6 閃 緑 扮 岩 ク 1 1 ．9 9 ．2 4 ．6 7 0 9

3 E 1 2 9 9 ．0 1 粗 粒 花 崗 岩 ケ 9 ．7 8 ．7 4 ．9 5 6 9

ケ 2 1 9 9 ．1 2 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 〃 9 ．7 9 ．2 5 ．4 4 8 3

4 E 1 4 0② 9 ．1 1 ケ ク 1 2 ．5 1 1 ．7 5 ．3 1 ，0 6 2

〃 1 4 0③ ク 角 閃 石 石 英 安 山 岩 ク 1 2 ．8 9 ．6 7 ．1 5 7 0

ケ 1 4 1 9 ．1 3 中 生 代 火 山 類 流 紋 岩 質 凝 灰 岩 ％ 欠 （1 2 ．7 ） 6 ．0 5 ．1 （7 4 2 ）

6 E 9 1 ① 1 0 ．0 4 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 完 1 0 ．0 9 ．8 6 ．3 7 2 6

ケ 9 1② ク 花 崗 岩 ク 1 1 ．7 1 0 ．9 5 ．9 1 ，1 7 8

7 E 1 9 1 0 ．1 6 ク 彪 欠 （1 1 ．1 ） （5 ．4） （4 ．3） （2 7 8 ）

〃 3 3 2 1 6 ．2 3 角 閃 石 安 山 岩 完 1 1 ．9 9 ．0 5 ．4 6 8 1

8 E 1 6 8 ．3 0 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ケ 9 ．6 8 ．1 5 ．1 5 2 9

ク 2 4 9 5 6 ．0 7 花 崗 岩 ％ 欠 （7 ．9） （7 ．3） （5 ．2） （3 7 7 ）

9 E 4 6 8 ．2 4 角 閃 石 安 山 岩 ク 9 ．1 7 ．0 5 ．8 4 9 5

ノケ 8 5 8 ．2 5 石 英 安 山岩 質 凝 灰 岩 ク 1 1 ．9 9 ．5 3 ．8 5 1 5

－190－



挿 図番 号
図版

番号
出　　 土
グ リッ ド

個 体番 号 出　　 土
年 月　 日

材　　　　　 質
適 存
状 態 長 さ 巾 厚 さ 重 さ 備　 考

9 E 86 84 ． 8 ．2 5 角閃 石安 山岩 ％欠 （1 1 ．7） 8 ．6 4 ．2 （51 0）

〃 101 ク 石英 安 山岩質凝 灰岩 ク 11 ．5 9 ．6 4 ．4 520

ノシ 38 07 7 ．10 黒雲 母角閃 石 安山岩 〃 9 ．4 6 ．3 5 ．7 390

1 6 5 －S 1 7 6 2 9 E 4 8 1 9 8 4 ． 8 ．0 2 閃 緑 岩 ％ 欠 （6 ．4 ） （7 ．9 ） （6 ．0） （6 1 1 ）

ケ 4 8 7 9 9 ．1 8 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 彪 欠 （9 ・声） （5 ．4） （3 ．4） （2 1 2 ）

ノシ 4 8 8 6 8 ．0 2 角 閃 石 安 山 岩 完 1 0 ．7 8 ．8 5 ．0 6 1 0

〃 4 8 8 9 〃 角 閃 石 石 英 安 山 岩 ク 1 5 ．2 6 ．4 6 ．0 8 5 2

ク 4 8 9 0 ク 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ケ 8 ．0 6 ．4 5 ．0 2 6 0

〃 4 8 9 8 一ケ 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ク ユ0 ．7 9 ．0 4 ．0 5 4 1

1 6 5 －S 1 8 6 2 1 0 tE 1 0 8 4 ． 9 ．2 0 安 山 岩 質 凝 灰 岩 完 1 0 ．9 9 ．4 4 ．4 5 1 0

ケ 1 9 9 ．1 2 角 閃 石 安 山 岩 ケ 1 0 ．9 8 ．7 5 ．2 些 3

ケ 6 9 9 ．1 3 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ク 1 0 ．7 7 ．1 －2 ．6 1 9 0

一ケ 7 1 〃 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ノシ 1 1 ．8 9 ．2 7 ．0 1 ，0 4 6

ケ 1 2 9 9 ．2 0 角 閃 石 安 山 岩 〃 1 0 ．5 7 ．6 4 ．1 3 7 3

ク 1 3 5 ク ク 〃 1 4 ．7 ・． 9 ・7 5 ．1 8 2 5

ケ 1 6 2 1 0 ．0 8 〃 ・ケ 1 0 ．8 9 ．6 4 ．0 5 0 6

ク 2 1 1 1 0 ．2 2 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 〃 1 0 ．5 9 ．5 6 ．8 7 4 5

．ケ 4 9 9 8 9 ．0 6 角 閃 石 安 山 岩 彪 欠 1 0 ．テ 7 ．6 （4 ．2） （4 3 8 ）

1 2 E 2 2 9 ．2 1 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 完 1 2 ．9 7 ．4 4 ．4 5 3 7

1 6 5 － S 1 9 6 2 4 F 1 6 8 ① 8 4 ． 9 ．1 0 輝 石 安 山 岩 完 7 ．5　 － 5 ．0 3 ．3 1 9 5

ク 1 6 8 ② ケ 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 1 ．0 1 0 ．1 5 ．3 6 9 4

ク
1 6 由③

ク 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ％ 欠 （7 ．6） （5 ．4 ） （4 ．4） （2 6 9 ）

．ケ 4 7 7 8 8 ．0 1 細 粒 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ′＝ら・．
フG

1 0 ．8 7 ．6 2 ．5 2 1 4

5 F 2 2 （9 8 ．0 3 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ％ 欠 （8 ．4） （7 ．7） （5 ．0） （3 0 5 ）

．ケ 3 1 ク 黒 雲 母 （含 有 ）角 閃 石 安 山 岩 完 1 0 ．8 7 ．6 4 ．8 4 9 2

ク 4 6 8 ．3 0 ク ク 8 ．8 8 ．4 3 ．6 3 0 8

ケ 5 0 ケ 黒 雲 母 角 閃 石 石 英 安 山 岩
〃 1 1 ．5 1 0 ．0 4 ．5 5 2 0 ．2

1 6 5 －S 2 0 6 2 5 F 1 3 9 8 4 ． 9 ．0 6 角 閃 石 安 山 岩 完 1 1 ．5 1 0 ．1 4 ．4 5 2 3

ケ 1 8 5 1 0 ．2 7 花 崗 岩 ケ 9 ．6 9 ．4 5 ．4 7 2 4

6 F 4 5① 8 ．2 9 黒 雲 母 角 閃 石 安 山岩 ク 8 ．1 5 ．4 6 ．3 3 4 8

ケ 4 5（彰 ケ ク ケ 1 4 ．0 9 ．6 4 ．7 7 5 7

〃 1 6 2 9 ．0 3 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ク 1 1 ．7 9 ．0 5 ．1 6 4 9

7 F 6 6 1 0 ．2 2 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 〃 1 4 ．2 f 1 ．0 5 ．2 1 ，0 6 5

8 F 9 3 ク
角 内 石 安 山 岩

〃 1 1 ．9 8 ．6 5 ．7 6 6 6

ク 4 8 4 6 8 ．0 1 ク ケ 1 1 ．3 6 ．3 4 ．9 4 4 4

〃 4 8 5 0 ク 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 彪 欠 9 ．9 9 ．1 （3 ．3 ） （3 8 2 ）

1 6 5 －S 2 1 6 2 8 F 4 8 4 1 8 4 ． 8 ．0 1 中 生 代 火 山 岩 完 1 8 ．1 8 ．5 4 ．3 7 9 1

9 F 8 0 8 ．2 4 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ク 7 ．5 5 ．8 3 ．2 1 7 4

ノシ 8 2 ノシ 角 閃 石 安 山 岩 〃 1 1 ．4 9 ．5 6 ．5 7 2 8

ク 8 5 ① ク 一ケ ク 8 ．2 7 ．5 4 ．3 2 8 1

ク 8 5 ② ク 黒 雲 母 角 閃 石 石 英 安 山 岩 ケ 1 0 ．0 8 ．6 5 ．6 4 6 9

一ケ 9 1 ② 8 ．2 5 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 彪 欠 （1 1 ．1 ） 5 ．4 4 ．2 （2 7 4 ）

ケ 2 3 2 1 0 ．1 1 角 閃 石 安 山 岩 完 1 1 ．1 8 ．8 5 ．4 6 3 9

〃 2 7 0 1 0 ．1 2 石 英 安 山岩 質 凝 灰 岩 ケ 1 3 ．3 8 ．3 5 ．1 7 2 6

ケ 2 9 2 1 0 ．1 8 角 閃 石 安 山 岩 ク 8 ．7 8 ．7 ・4 ．7 4 7 2

ケ 1 0 0 2 5 ．0 8 ケ ノン 9 ．1 8 ．4 4 ．6 4 5 7
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1 0 F 4 2 8 4 ． 9 ．2 0 角 閃 石 安 山 岩 完 1 2 ．3 9 ．5 5 ．2 7 2 8

〃 8 2 ケ ク ク 1 1 ．6 1 0 ．0 5 ．0 7 5 6

〃 8 9 ノシ 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ク 9 ．3 8 ．9 4 ．2 4 3 3

ク 1 9 7 4 6 ．0 5 角 閃 石 安 山 岩 ケ 1 0 ．6 1 0 ．3 6 ．3 7 4 1

ク 2 2 2 3 ク 黒 雲 母 角 閃 石 安 山岩 ％ 欠 （ぎ．2） （7 ．9） （5 ．2） （1 6 2 ）

ク 5 0 0 8 9 ．0 7 ク 彪 欠 1 0 ．5 （8 ．9 ） （4 ．0） （4 8 6 ）

1 1 F 4 8 3 6 8 ．0 1 〃 完 1 1 ．8 9 ．0 5 ．9 8 6 0

4 G 1 6 0 0 5 ．1 0 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ク 6 ．5 7 ．8 4 ．1 2 3 8

5 G 5 3 9 ．0 5 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 喧 歪 ）
〃 7 ．9 7 ．3 4 ．4 2 5 2

ク 5 5 ノシ 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩
ク 1 1 ．7 9 ．2 5 ．0 6 2 0

ノシ 6 6 ク ケ ク 1 0 ．0 8 ．1 6 ．9 6 4 5

・ケ 1 5 7 0 5 ．1 0 細 粒 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ク 1 3 ．8 1 1 ．9 5 ．1 1 ，0 1 4

6 G 2 4 5 4 6 ．0 7 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ノシ 9 ．1 9 ．0 3 ．7 3 4 2

ク 2 4 6 6 ク 石 英 斑 岩 ク 1 2 ．9 9 ．2 5 ．6 1 ，0 6 5

ク 4 6 0 5 7 ．3 1 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 〃 1 1 ．1 1 0 ．1 4 ．8 7 7 4

9 G 8 9 ．1 8 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 0 ．0 8 ．7 4 ．7 5 1 4

〃 9 ケ 角 閃 石 安 山 岩 質 火 砕 岩 〃 1 2 ．2 6 ．4 2 ．9 3 0 2

〃 1 3 ノシ 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 0 ．1 1 0 ．0 4 ．0 3 6 3

ノシ 1 6 〃 ク 〃 1 0 ．4 9 ．1 3 ．4 3 6 9

ク 1 8 ケ 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ク 1 0 ．1 8 ．8 4 ．9 ‘ 5 6 8

ク 1 9 ク 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩
ク 1 2 ．5 1 0 ．3 6 ．6 1 ，0 8 8

ク 2 0 ケ 花 崗岩 〃 1 1 ．5 9 ．0 5 ．1 8 0 2

ク 4 1 ク 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 0 ．6 8 ．0 5 ．6 5 8 9

ク 4 2 ク ケ ク 9 ．1 7 ．0 3 ．6 3 9 8

ク 2 6 8 1 0 ．0 5 ク ク 1 1 ．0 8 ．5 4 ．6 5 2 8

イ′ 2 7 9 1 0 ．1 6 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 0 ．3 9 ．0 4 ．1 4 8 4

ク 2 9 8 1 0 ．1 7 ク ク 1 0 ．5 8 ．9 4 ．8 5 3 0

〃 2 0 8 8 6 ．0 5 角 閃 石 安 山岩 ク 1 1 ．1 9 ．4 4 ．3 5 4 7

1 0 G 5 9 ．1 9 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 0 ．8 1 0 ．4 4 ．2 5 8 1

ク 6 ク 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 1 ．2 8 ．8 6 ．3 7 4 9

〃 7 〃 黒 雲 母 （含 有 ）角 閃 石 安 山 岩 ′ケ 1 4 ．2 9 ．0 6 ．0 1 ，0 0 0

ク 9 ク 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 0 ．4 8 ．6 5 ．6 5 2 4

1 6 5 －S 2 2 6 2 ：1 0 G 1 1 8 4 ． 9 ．1 9 角 閃 石 安 山 岩 完 1 3 ．2 9 ．6 6 ．3 9 8 0

′ケ 1 2 ク 黒 雲 母 角 閃 石 安 山岩 ク 1 0 ．0 8 ．7 5 ．2 4 8 5

〃 1 4 ′ケ 角 閃 石 安 山 岩 ケ 1 1 ．7 1 0 ．0 5 ．7 8 7 3

ケ 1 5 ク ク ク 1 1 ．9 1 0 ．0 4 ．3 5 2 9

ケ 1 7 ク ク ク 1 0 ．5 9 ．4 5 ．2 6 1 2

1 6 5 －S 2 3 6 2 1 0 G 6 7 8 4 ． 9 ．1 9 角 閃 石 安 山 岩 完 1 1 ．0 9 ．3 ． 4 ．9 4 8 6

ク 2 4 6 ノシ 粗 粒 花 崗 岩 ク 1 0 ．0 8 、1 5 ．6 5 7 2

ク 2 4 7 ク 角 閃 石 安 山 岩 ク 7 ．7 7 ．1 4 ．5 2 4 8

〃 2 8 0 ケ 黒 雲 母 角 閃 石 安 山岩 ク 1 3 ．5 1 2 ．3 7 ．2 1 ，3 2 5

ケ 3 2 1 9 ．2 0 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 1 ．8 8 ．8 4 ．8 5 6 8

ク 4 3 2 9 ．2 7
黒 雲 母 角 閃 石 安 山岩 （亘 妙

ク 1 1 ．9 8 ．8 4 ．8 6 1 6

ク 4 3 9 ク 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 0 ．4 8 ．6 4 ．3 4 2 7

ク 4 4 0 ク 黒 雲 母 角 閃 石 石 英 安 山 岩 〃 9 ．8 8 ．0 4 ．7 4 0 2

ク 4 6 7 〃 〃 ク 1 1 ．7 8 ．9 5 ．2 6 8 0

ク 5 4 8 1 0 ．0 1 角 閃 石 安 山 岩 ％ 欠 （8 ．9） （9 ．8 ） （5 ．8） （5 8 7 ）

〃 2 2 2 1 6 ．1 5 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ％ 欠 （5 ．3） （4 ．5 ） （3 ．8） （1 0 7 ）

1 1 G 3 8 7 2 7 ．1 0 角 閃 石 安 山 岩 完 9 ．2 8 ．6 6 ．0 6 0 0
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挿 図 番 号
図 版

番 号

出　　 土

グ リ ッ ド 個 体 番 号
出　　 土

年 月　 日
材　　　　　 質 遮 存

状 態
長 さ 巾 厚 さ 重 さ 備　 考

9 H 2 3 8 4 ． 9 ．2 0 角 閃 石 安 山岩 完 1 0 ．0 8 ．7 4 ．9 4 7 2

ク 2 4 〃 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩
ク 1 1 ．5 1 0 ．4 5 ．7 8 7 0

1 0 H 2 1 8 1 6 ．0 5 〃 ケ 8 ．5 6 ．6 4 ．9 3 1 2

1 1 H 9 9 ．1 9 ク 〃 1 0 ．8 9 ．4 4 ．3 4 3 5

〃 1 0 ク 一ケ ク 9 ．8 8 ．7 4 ．8 5 1 4

ク 2 2 2 0 6 ．0 6 角 閃 石 安 山 岩 ％ 欠 （9 ．5） （9 ．2 ） （5 ．5） （4 6 8 ）

1 2 H 2 9 ．1 9 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 完 1 0 ．6 6 ．6 4 ．5 4 2 5

〃 1 4 1 1 0 ．1 7 角 閃 石 安 山 岩 ％ 欠 （1 3 ．1 ） （1 0 ．7 ） （6 ．7） （1 ，0 2 5 ）

1 0 I 1 0 9 ．2 0 〃 完 1 1 ．9 7 ．1 4 ．7 4 7 7

排 土 中 5 0 3 2 ① 1 0 ．2 1 ケ ク 1 0 ．4 8 ．8 5 ．9 7 2 8

ク 5 0 3 2（む 〃 花 崗 岩 〃 1 0 ．0 8 ．2 4 ．5 5 2 9

表採 苧9 3 4 ．2 8 ク ・ケ 7 ．8 6 ．4 芋・8 2 5 4

〃 5 9 4 〃 安 山 岩 質 凝 灰 岩
ノシ 1 0 ．7 8 ．6 5 ．0 6 7 0

〃 5 9 5 ク 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ％ 欠 （7 ．1） （8 ．3） （3 ．1） （1 3 8 ）

不 明 3 8 3 8 7 輝 石 安 山 岩 完 1 0 ．6 8 ．5 I5 ・4 7 0 9

〃 不 明 不 明 角 閃 石 石 英 安 山岩
〃 1 2 ．3 7 ．8 3 ．8 4 9 0

集 石 出 土 磨 石 Ⅱ 類　 2 2 点　 J S K 出 土 磨 石 I 類　 4 点

挿衷23　敲石亘頬一覧表　　　　　　　　　　　　〔単位。m生び。（）を付したものは現存値を示す〕

挿 図番 号
図版

番 号
出　　 土

グリ ッ ド
個体 番号

出　　 土

年 月　 日
材　　　　　 質

適存

状 態
長 さ 巾 厚 さ 重 さ 備　 考

8 B 37 84 ．8 ．21 軽石 質黒雲 母 角閃石 安山岩 彪欠 12 ．9 8 ．6 6 ．4 5 91

9 D 3 04 8 ．28 ケ 完 16 ．6 1 1 ．0 10 ．6 1 ，23 2

ク 3 69 8 ．30 角閃 石安 山岩 Y　ク 11 ．3 9 ．3 6 ．0 63 9

8 E 16 ク 石英 安山岩 質凝灰 岩 ク 15 ．8 6 ．3 5 ．1 55 0

9 E 49 13 8 ．02 角閃 石石英 安 山岩
〃 14 ．7 12 ．2 7 ．4 1 ，394

9 F 2 8 ．24 石英 安山岩 質凝 灰岩 ％欠 （11 ．6） （4 ．0） （2 ．3 ） （176）

安山岩質凝灰岩

集石出土敲石工類　2点　JSK出土敲石I類　2点

輝表別　敲石亙頬一覧表　　　　　　　　　　　　〔単位。m及び9（）を付したものは現存値を示す〕

挿図番号 図版
番号

出　　 土
グリッド 個体番号 出　　 土

年 月　日 材　　　　　 質 造存
状態 長さ 巾 厚さ 重さ 償．考

2 D 4046① 84．7．12 角閃石安山岩 完 13．8 8．5 5．4 707

1 6 6－S 2 5 6 2 2 D 4 0 4 6② 8 4 ． 7 ．1 2 角 閃 石 安 山 岩 完 11 ．2 1 0 ．1 4 ．7 6 8 8

3 D 4 3 9 ．0 3 ク 〃 2 0 ．0 1 5 ．2 9 ．2 3 ，1 0 0

4 D 1 1 6 1 0 ．2 5 〃 ク 1 2 ．9 1 0 ．3 7 ．2 1 ，0 5 0

9 D 1 7 0 8 ．2 4 石 英 安 山岩 質 凝 灰 岩 ク 13 ．0 1 1 ．6 6 ．7 1 ，0 9 7

一ケ 2 1 3 〃 紫 蘇 輝 石 角 閃 石 安 山 岩
ク 8 ．9 6 ．5 5 ．5 3 4 7

1 0 D 4 9 9 6① 9 ．0 6 角 閃 石 石 英 安 山岩 ク 10 ．1 9 ．2 4 ．9 5 5 2

3 E 1 8 4 9 ．1 2 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ％ 欠 （9 ．3） 7 ．0 3 ．7 （2 2 5 ）

‘4 E 1 4 6 1 0 ．1 3 〃 完 9 ．0 7 ．1 2 ．8 1 5 5

5 E 1 3 0 9 ．0 6 紫 蘇 輝 石 角 閃 石 安 山 岩 ％ 欠 （7 ．8） （1 0 ．3） （6 ．3 ） （5 4 5）

8 E 8 8 ．2 9 角 閃 石 安 山岩 ％ 欠 （16 ．6） 1 1 ．5 7 ．6 （4 3 4）

〃 1 6 8 ．3 0 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 完 9 ．0 5 ．1 4 ．6 2 5 0

ク 3 8 5 4 7 ．1 0 紫 蘇 輝 石 角 閃 石 安 山 者 ケ 9 ．3 8 ．0 6 ．7 5 4 2

9 E 1 0 1 8 ．2 5 〃 ％ 欠 （9 ．3） 7 ．7 （4 ．4 ） （3 2 6）

ク 4 9 0 3 8 ．2 3 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 完 1 2 ．1 1 0 ．2 7 ．0 1・2 6
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挿 図 番 号
図 版

番 号

出　　 土

グ リ ッ ド
個 体 番 号 出　　 土

年 月　 日
材　　　　　 質

過 存

準 攣
長 さ 巾 厚 さ 重 さ 備　 考

1 0 E 6 7 8 4 ． 9 ．1 3 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 完 1 2 ．5 7 ．3 5 ．2 4 9 0

一ケ 6 8 〃 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 1 ．2 8 ．6 5 ．8 5 8 3

〃 9 1 8 ．2 5 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ケ 1 1 ．5 6 ．6 4 ．2 4 0 0

〃 1 2 0 9 ．2 0 〃 ケ 9 ．6 7 ．1 4 ．5 3 3 0

ケ 1 2 6 ク 角 閃 石 安 山岩 〃 1 0 ．3 9 ．0 6 ．1 6 7 2

5 F 1 2 7 ① 9 ．0 5 中 生 代 火 山 岩 類 ク 7 ．8 7 ．6 3 ．9 4 3 1

ク 1 2 7 ② 〃 石 英 安 山岩 質 凝 灰 岩 〃 1 0 ．4 6 ．6 5 ．2 3 8 5

6 F 1 7 4 9 ．0 3 ク ク 9 ．1 8 ．6 2 ．5 2 0 6

7 F 4 4 8 ．2 9 紫 蘇 輝 石 角 閃 石 安 山岩 ％ 欠 （1 0 ．6 ） （1 0 ．1 ） （5 ．3） （6 8 2 ）

〃 4 5 一ケ 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 完 1 0 ．0 8 ．1 3 ．8 3 2 6

9 F 9 8 ．2 4 角 閃 石 安 山 岩 ％ 欠 （9 ．6） （7 ．0） （5 ．6） （3 8 6 ）

ケ 3 0 ′ケ ク ％ 欠 （1 1 ．5 ） （8 ．3） （5 ．0） （4 3 5 ）

〃 8 0 ① 〃 石 英 安 山岩 質 凝 灰 岩 完 1 6 ．7 1 0 ．2 9 ．2 1 ，7 6 2

〃 8 0 ② 〃 黒 雲 母 角 閃 石 石 英 安 山 岩 〃 9 ．7 6 ．0 4 ．2 2 8 2

1 0 F 1② 9 ．0 7 石 英 安 山岩 質 凝 灰 岩 彪 欠 （9 ．0） （6 ．4） （3 ．9） （2 1 7 ）

ク 1 9 6 3 6 ．0 4 ク 完 6 ．3 4 ．9 1 ．8 7 4

1 6 6 －S 2 6 6 2 1 0 F 5 0 0 8 8 4 ． 9 ．0 7 黒 雲 母 角 閃 石 安 山岩 完 7 ．3 6 ．1 2 ．7 1 4 0

4 G 1 ① ク 角 閃 石 安 山 岩 ク
1 1 ．7 1 1 ．1 7 ．2 9 6 6

4′ 1② ケ 〃 ケ 9 ．2 6 ．5 3 ．9 2 1 7

5 G 8 2 ケ 紫 蘇 輝 石 角 閃 石 安 山 岩 ．ケ 7 ．8 7 ．3 4 ．4 2 5 9

8 G 1 ① 1 0 ．1 8 黒 雲 母 角 閃 石 石 英 安 山岩 彪 欠 （7 ．0） （5 ．1） （4 ．8） （2 0 9 ）

〃 1② ク ク 完 7 ．4 ． 5 ．0 3 ．6 1 3 7

9 G 4 4 9 ．1 8 角 閃 石 安 山岩 カ昌欠 （9 ．8） 4 ．9 3 ．1 （1 7 年

1 0 G 4 3 4 9 ．2 7 石 英 安 山岩 質 凝 灰 岩 完 1 0 ．6 9 ．4 5 ．7 6 3 7

1 1 G 1 7 4 1 5 ．2 5 ク ノケ 6 ．2 5 ．9 2 ．2 ’8 0

16 6－S 27 6 2 12 I 130 84 ．9 ．26 黒雲母 角閃 石安 山岩 完 9 ．8 10 ．0 4 ．9 541

奉採 320 1 5 石英安 山岩 質凝灰 岩 ％ 欠 （5 ．8） （7 ．8） （2 ．8 ） （146）

集石出土敲石Ⅱ類　8点　J SK出土敲石Ⅱ類　1点

挿衷25　敲石Ⅳ窺一覧表　　　　　　　　　　　　　　〔単位cm及びg（）を付したものは現存値を示す〕

挿 図 番 号
図 版

番 号

出　　 土

グ リ ッ ド
個 体 番 号

出　　 土

年 月　 日
材　　　　　 質

遊 存

状 態
長 さ 巾 厚 さ 重 さ 備　 考

5 B 4 1 0 1 8 4 ．7 ．1 7 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ⑪ 完 9 ．8 6 ．9 4 ．9 4 4 4

7 B 1 2 8 ．2 1 石 英 安 山岩 質 凝 灰 岩 （鮮 新 世 ） ％ 欠 （3 ．3 ） （6 ．1） （4㌧9） （1 5 6）

ノシ 1 8 ク 中世 代火 山岩類流 紋岩 質凝灰岩 完 1 0 ．4 7 ．3’ 5 ．9 6 1 3

〃 1 6 7 1 0 ．2 2 角 閃 石 石 英 安 山 岩 彪 欠 （1 3 ．0）
1 1 ．1 6 ．2 （1 ，1 3 2 ）

8 B 1 7 3 8 ．2 4 角 閃 石 安 山 岩 完 9 ．9 7 ．0 4 ．2 3 6 9

ケ 4 3 1 8 8 ．2 3 石 英 安 山岩 質凝 灰 岩 ク 9 ．9 7 ．8 2 ．8 2 3 0

1 0 B 4 5 0 7 ． 7 ．2 8 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 （重 重 ）
〃 9 ．8 7 ．9 5 ．2 4 7 2

5 C 4 1 1 5 7 ．1 7 ケ 彪 欠 （9 ．9） （7 ．2） （4 ．5） （3 6 2）

6 C 6 2 1 0 ．2 2 角 閃 石 安 山 岩 完 1 1 ．2 ） 4 ．9 4 ．8 3 2 5

7 C 4 3 2 1① 7 ・2芋 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ノン 1 1 ．4 8 ．2 5 ．6 6 9 6

ケ 4 3 2 1② ク 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 （鮮 新 世 ） ク 1 2 ．1 6 ．5 3 ．4 2 6 2

8 C 9 4 1 0 ．2 6 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 2 ．2 7 ．8 4 ．4 4 9 6

ク 1 0 0 1 0 ．1 8 ク 〃 1 0 ．4 9 ．3 5 ．0 5 7 7

ク 4 8 3 3 8 ．0 1 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 0 ．4 9 ．5 5 ．0 5 2 0

ケ 4 9 9 5 9 ．0 6 石 英 安 山岩 質 凝 灰 岩 〃 1 0 ．1 8 ．2 4 ．6 4 9 7

9 C 6 1 0 ．1 5 角 閃 石 安 山 岩 彪 欠 （1 2 ．5） 7 ．9 5 ．5 （7 3 5）

ク 4 3 4 1① 7 ．2 4 ク 完 7 ．0 6 ．3 2 ．6 1 2 4
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挿 図 番 号
図 版 ’

番 号

出　　 土

グ リ ッ．ド
個 体 番 号 出　　 土

年 月　 日
材　　　　　 質

造 存

状 態 長 さ 巾 厚 さ 重 さ 備　 考

9 C 4 3 4 1 ② 8 4 ． 7 ．2 4 角 閃 石 安 山 岩 ％ 欠 （4 ．6） （5 ．8） （2 ．7） （8 9 ）

4 D 1 1 0 ① 1 0 ．2 5 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 完 1 1 ．2 7 ．4 3 ．5 5 0 8

ク 1 1 0 ② ク 角 閃 石 安 山 岩 ％ 欠 （1 0 ．2 ） 8 ．7 5 ．3 （5 3 2 ）

7 D 9 7 7 ・q 8 黒 雲 母 角 閃 石 安 山岩 完 1 1 ．7 9 ．5 6 ．3 8 1 0

〃 2 4 7 1 0 ．2 5 角 閃 石 安 山 岩
一ケ 1 0 ．6 8 ．3 5 ．0 5 4 6

8 D 4 3 0 6 7 ．2 3 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ケ 1 0 ．2 8 ．8 4 ．4 3 5 0

9 D 1 6 7 8 ．2 0 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩
ケ 1 2 ．2 8 ．1 4 ．5 6 1 5

ク 2 1 6 8 ．2 4 角 閃 石 安 山 岩 〃 1 1 ．8 9 ．7 5 ．7 6 9 6

〃 2 6 2 8 ．2 7 ク 〃 2 1 ．1 1 0 ‾．6 4 ．8 7 9 2

一ケ 2 9 5 8 ．2 8 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 3 ．2 9 ．6 7 ．4 1 ，1 3 0

ク 3 1 9 〃 角 閃 石 石 英 安 山 岩 〃 1 9 ．4 1 0 ．9 8 ．3 1 ，7 2 1

〃 3 6 8 8 ．3 0 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 中 粒 〃 1 1 ．7 9 ．2 6 ．0 7 8 2

ク 4 6 2 8 7 ．3 1 角 閃 石 石 英 安 山 岩
〃 1 4 ．0 9 ．6 5 ．9 9 6 2

・ケ 4 6 6 8 ク 角 閃 石 安 山 岩 ク 9 ．2 8 ．6 4 ．6 3 7 8

ケ 4 7 2 7 8 ．0 1 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 （鮮 新 世 ） ク 1 2 ．4 4 ．9 3 ．4 2 5 3

1 6 7 － S 2 8 6 2 9 D 4 7 8 7 8 4 ． 8 ．0 1 安 山 岩 質 凝 灰 岩 完 9 ．1 7 ．1 4 ．3 3 3 3

1 0 D 6 9 ．1 4 角 閃 石 安 山 岩 〃 8 ．6 6 ．7 4 ．8 3 1 4

1 E 3 9 9 9 ② 7 ．1 1 黒 雲 母 角 閃 石 安 山岩
イ′ 1 1 ．1 9 ．7 4 ．2 6 8 1

3 E 1 2 9 9 ．0 1 ・ケ 〃 1 1 ．8 6 ．6 5 ．0 5 1 4

4 E 9 7 7 ．3 1 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ㊥ ガ 欠 （8 ．6） （9 ．7） （6 ．4） （5 9 5 ）

ク 4 6 2 4 〃 細 粒 花 崗岩 完 1 0 ．2 7 ・．8 5 ．2 5 9 2

5 E 7 2 8 ．2 8 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 1 ．1 9 ．6 4 ．8 6 6 3

1 6 7 － S 2 9 6 2 5 E 1 5 2 8 4 ．1 0 ．1 9 角 閃 石 安 山岩 完 1 0 ．7 8 ．8 3 ．8 4 8 9

ケ 1 5 3 ① 1 0 ．2 5 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 2 ．2 7 ．1 6 ．1 6 8 9

ク 1 5 3 ② ケ 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ′ケ 1 0 ．7 8 ．9 4 ．0 4 9 0

ク 3 3 4 2 6 ．2 3 黒 要 母 角 閃 石 安 山 岩
一ケ 9 ．5 7 ．7 4 ．5 3 3 6

ク 1 4 9 1 0 ．1 7 角 閃 石 安 山 岩 ．ク 1 3 ．5 1 0 ．7 5 ．5 9 4 3

7 E 3 3 2 1 （D 6 ．2 3 角 閃 石 石 英 安 山 岩
ノシ 8 ．6 8 ．5 4 ．7 4 3 2

ケ 3 3 2 1 ② ケ 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ケ 8 ．7 7 ．8 4 ．0 3 2 1

8 E 3 8 ．2 9 〃 イ′ 1 1 ．6 1 0 ．3 4 ．7 6 4 9

9 E 1 4 2 1 0 ．1 6 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ．ケ 1 2 ．2 8 ．4 4 ．7 5 6 2

ケ 4 8 7 7 8 ．0 2 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩
ケ 9 ．8 8 ．4 4 ．9 5 5 8

一ケ 4 9 0 5 ケ 石 英 安 山岩 質 凝 灰 岩 ケ 1 5 ．3 8 ．9 5 ．7 1 ，0 4 1

ケ 4 9 1 0 ノン ケ ％ 欠 （9 ．1） （6 ．3） （4 ．6）
（3 4 6 ）

イ′ 4 9 2 7 ケ 角 閃 石 安 山 岩 完 1 0 ．9 9 ．1 5 ．0 6 1 1

ク 4 9 2 8 ク 粗 粒 花 崗 岩 ク 1 1 ．0 1 0 ．1 6 ．4 9 7 4

〃 4 9 3 7 〃 角 閃 石 安 山 岩 ケ 1 2 ．4 7 ．4 6 ．2 　 7 0 0

ク 4 9 4 3 〃 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ク 1 0 ．9 9 ．5 4 ．1 5 0 3

1 6 7 － S 3 0 6 2 9 E 4 9 4 7 8 4 ． 8 ．0 2 角 閃 石 安 山岩 完 1 1 ．1 7 ．4 6 ．1 7 0 5

1 0 E 1 7 9 ．1 1 ク ク 1 0 ．5 8 ．7 5 ．6 6 6 0

ケ 1 8 ク 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 〃 1 0 ．1 1 0 ．5 5 ．5 6 1 9

ノケ 8 0 9 ．1 3 角 閃 石 安 山 岩
ク 1 0 ．5 7 ．4 5 ．2 5 6 2

ク 1 0 8 9 ．2 0 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ク 1 0 ．6 8 ．8 4 ．2 3 9 4

ケ 1 3 4 ク 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 〃 1 1 ．8 8 ．1 5 ．3 6 5 3

〃 1 7 0 1 0 ．0 8 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ⑬
ケ 2 1 ．8 1 9 ．0 7 ．5 3 ，1 1 1

ク 2 0 9 1 0 ．2 2 ケ ケ 1 3 ．0 1 1 ．1 6 ．8 1 ，1 6 0

ク 4 8 2 7 8 ．0 1 ク ク 1 4 ．2 1 0 ．6 7 ．0 1 ，3 0 8

1 1 E 2 1 0 ．2 7 閃 緑 岩 ク 1 1 ．4 7 ．9 4 ．1 5 4 2
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挿 図 番 号
図 版

番 号

出　　 土

グ リ ッ ド
個 体 番 号

出　　 土

年 月　 日
材　　　　　 質

過 存

状 態
長 さ 巾 厚 さ 重 さ 備　 考

4 F 1 0 0 8 4 ． 8 ．0 3 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ％ 欠 （8 ．4） 7 ．3 3 ．2 （2 9 7 ）

ク 1 0 1 ク 角 閃 石 石 英 安 山 岩 完 1 1 ．5 1 2 ．2 6 ．7 1 ，1 2 4

ク 1 9 7 1 0 ．1 3 角 閃 石 安 山 岩 ク 9 ．6 6 ．8 4 ．7 3 8 0

5 F 7 5 8 ．3 0 ク ク 1 0 ．0 7 ．3 4 ．9 4 5 2

ク 1 1 6 9 ．0 5 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 1 ．4 8 ．2 6 ．0 6 5 7

ク 1 8 3 1 0 ．2 6 角 閃 石 安 山 岩 彪 欠 1 2 ．8 7 ．0 （5 ．4 ） 堕＿0 4 ）

6 F 1 6 3 9 ．0 5 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 完 1 2 ．2 1 1 ．1 6 ．2 8 8 4

ケ 1 9 9 1 0 ．0 4 ク ケ 1 2 ．6 9 ．0 6 ．5 8 8 7

ク 2 0 7 〃 角 閃 石 安 山 岩 〃 1 3 ．0 1 0 ．6 6 ．0 9 1 8

ク 2 0 2 〃 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 2 ．7 7 ．9 5 ．4 6 4 0

〃 3 0 2 5 6 ．1 5 角 閃 石 石 英 安 山 岩 ク 8 ．・7 5 ．5 3 ．4 1 8 9

7 F 4 2 8 ．2 9 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 〃 1 0 ．0 8 ．8 ’4 ．6 5 8 4

〃 2 7 2 8 6 ．1 3 角 閃 石 安 山岩 ％ 欠 （1 0 ．1 ） 7 ．0 3 ．3 （3 4 3 ）

8 F 4 5 ③ 8 ．2 9 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ・完 1 3 ．0 1 1 ．0 5 ．5 ・ ・8 2 4

ク 1 1 3 5 5 ．0 8 鮮 新 世 火 山 岩 類
細 粒 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩

％ 欠 ．（7 ．9） （8 ．1） （3 ．6） （2 9 1 ）

ク 4 8 4 9 8 ．0 1 細 粒 花 崗 岩 完 1 1 ．5 7 ．8 4 ．0 5 4 6

1 6 7 － S 3 1 6 2 9 F 4 3 8 4 ． 8 ．2 4 角閃 石 安 山岩 （大 山火 山 岩類 外 ） 完 9 ．6 8 ．3 3 ．6 4 5 0

〃 7 9 ク 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 1 ．5 7 ．9 6 ．0 6 6 1

ク 8 0 ① ク 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ケ 1 1 ．2 8 ．3 5 ．0 5 7 7

ク 1 7 6 8 ．3 0 花 崗 岩 〃 1 1 ．9 1 0 ．7 5 ．2 8 9 9

〃 2 3 7 1 0 ．1 1 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 1 ．5 9 ．2 4 ・苧 5 2 2

1 0 F 1 ① 9 ．0 7 〃 ク 1 0 ．7 7 ．6 3 ．7 4 3 2

〃 2 3 9 ．2 0 花 崗 岩 ク 1 3 ．5 9 ．3 6 ．0 1 ，1 6 8

ク 3 1 ク 角 閃 石 安 山 岩 ク 9 ．8 9 ．0 4 ．3 4 3 1

1 6 7 － S 3 2 6 2 1 0 F 4 4 8 4 ． 9 ．2 0 角 閃 石 石 英 安 山 岩 完 1 1 ．5 9 ．2 5 ．3 6 1 7

ケ 1 3 5 ク 安 山岩 質 凝 灰 岩 ’ク 1 2 ．0 9 ．6 3 ．9 5 9 8

4 G 1 ③ 9 ．0 7 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 4 ．4 1 0 ．6 4 ．5 9 1 2

ク 1 7 1 0 ① 4 ．2 5 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ％ 欠 1 0 ．7 1 0 ．1 （6 ．0 ） （6 6 2 ）．

ク 3 1 甲 ① 6 ．1 8 ク ％ 欠 （1 0 ．1 ） （8 ．5） （4 ．4） （3 5 7 ）

ク 3 1 8 5 （9 ク ク 完 9 ．5 7 ．6 5 ．1 5 4 0

ク 3 1 8 5 （9 ク 角 閃 石 石 英 安 山 岩 ク 8 ．8 8 ．0 2 ．8 2 6 5

ク 3 1 8 5 ④ 4 ．2 5 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ク 8 ．9 6 ．8 4 ．2 2 8 9

5 ．G 4 5 9 ．0 3 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 1 ．1 8 ．6 5 ．2 5 9 4

ク 8 1 9 ．0 5 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ケ 1 3 ．6 1 0 ．7 5 ．5 1 ，0 1 0

ケ 2 8 7 8 6 ．1 4 角 閃 石 安 山 岩 〃 7 ．1 5 ．2 3 ．4 1 1 6

ケ 7 7 1 0 ．1 7 石 英 安 山岩 質 凝 灰 岩 ク 1 1 ．5 1 0 ．5 4 ．5 7 1 0

6 G 1 6 9 9 ．0 3 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ク 9 ．8 7 ．4 4 ．5 3 8 2

〃 1 7 6 ク 〃 ク 1 0 ．3 1 0 ．3 5 ．4 7 0 1

ケ 1 8 4 ク 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 0 ．2 9 ．7 6 ．3 6 7 6

7 G ‾3 3 9 ．1 0 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 イ′ 1 0 ．7 9 ．3 6 ．7 9 4 3

ク 1 2 6 5 ① 5 ．0 9 角 閃 石 石 英 安 山 岩 ケ 1 1 ．8 8 ．8 5 ．0 5 3 0

ク 1 2 6 5② ケ 角 閃 石 安 山 岩 彪 欠 （1 1 ．5 ） （9 ．5） （3 ．8） （4 2 6 ）

ク 3 8 5 2 7 ．1 0 〃 完 1 1 ．1 1 0 ．8 5 ．1 7 1 1

ク 3 8 5 3 ク 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ク 9 ．7 7 ．6 5 ．2 5 0 0

8 G 1 1 0 ．1 8 黒 雲 母 角 閃 石 安 山岩 ク 1 0 ．9 9 ．4 4 ．3 4 6 2

ク 2 1 0 ．2 7 角 閃 石 安 山 岩 〃 1 7 ．9 9 ．3 7 ．3 1 ，4 7 2

ク 3 8 5 8 7 ．1 0 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ク 8 ．9 7 ．9 3 ．9 2 7 4
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挿 図 番 号
図 版

番 号

出　　 土

グ リ ッ ド
個 体 番 号

出　　 土

年 月　 日
材　　　　　 質

造 存

状 態
長 さ 巾 厚 さ 重 さ 備　 考

9 G 1 0 8 4 ． 9 ．1 8 角 閃 石 安 山 岩 完 8 ．4 6 ．6 3 ．4 2 3 5

ク 1 1 〃 〃 ％ 欠 （7 ．7 ） （8：1） （3 ．1） （2 4 7 ）

ク 1 4 〃 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 完 9 ．2 6 ．7 5 ．1 3 3 7

ク． 1 5 ク 角 閃 石 安 山岩 ク 9 ．1 8 ．2 5 ．3 5 6 8

〃 1 7 ケ ケ ノシ 1 1 ．2 9 ．3 5 ．6 6 3 8

・ケ 4 3 〃 花 崗 岩 ク 9 ．4 8 ．7 4 ．3 5 7 2

ケ 2 7 8 1 0 ．1 6 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 〃 1 1 ．7 9 ．5 4 ．6 6 0 4

′ケ 3 0 1 1 0 ．2 5 角 閃 石 安 山岩 ク 1 2 ．8 8 ．8 6 ．2 8 8 8

ク 2 0 2 7 6 ．0 5 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ケ 8 ．6 7 ．7 3 ．6 2 9 5

1 0 G 3 1 6 9 ．2 0 角 閃 石 安 山岩 〃 9 ．6 8 ．0 5 ．0 4 3 5

．ケ 3 2 2 〃 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 1 ．8 8 ．8 5 ．8 6 8 9

ケ 4 3 3 ク ク 〃 1 1 ．6 9 ．9 5 ．1 8 4 0

〃 4 3 5 ク ク イ′ 9 ．9 8 ．0 4 ．9 4 0 0

〃 4 3 6 〃 角 閃 石 安 山岩 ク 1 1 ．5 1 0 ．2 5 ．2 9 2 3

〃 4 3 8 ク 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ％ 欠 （1 1 ．3 ） （8 ．9） （6 ．1） （5 7 0 ）

ク 4 4 1 ク 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 完 1 3 ．2 9 ．4 5 ．9 8 9 8

ク 5 0 5 ケ ク ク 9 ．0 6 ．6 3 ．8 2 5 4

ク 5 5 9 ・ 1 0 ．1 5 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 0 ．0 8 ．9 4 ．0 3 9 7

ケ 5 8 2 ケ ク 〃 9 ．8 8 ．0 3 ．7 3 1 1

′ケ 1 9 2 5 9 ．2 0 角 閃 石 石 英 安 山 岩 ケ 1 0 ．7 8 ．1 5 ．4 6 3 1

ケ 1 9 3 6 〃 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ％ 欠 （1 0 ．2 ） （6 ．8 ） （4 ．2） （2 5 8 ）

ク 3 9 6 5 7 ．1 1 石 英 安 山岩 質 凝 灰 岩 完 1 2 ．0 9 ．3 ： 4 ．3 5 8 1

ク
5 0 1 6 1 0 ．0 5 角 閃 石 安 山 岩 ′ケ 1 0 ．6 8 ．4 3 ．6 3 0 1

1 1 G 1 2 9 9 ．2 7 角 閃 石 石 英 安 山 岩 ′ケ 1 3 ．8 9 ．3 5 ．8 8 6 8

ク 3 3 7 8 9 ．1 0 角 閃 石 安 山 岩 ％ 欠 （1 1 ．4 ） （9 ．1） （4 ．3） （5 4 4 ）

6 H 8 9 ．0 5 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 完 9 ．6 9 ．4 4 ．9 5 8 9

9 H 9 0 5 5 ．0 8 石 英 安 山 岩 質 凝 灰 岩 ク 1 3 ．5 5 ．7 3 ．7 3 4 5

1 6 7 － S 3 4 6 2 9 H 2 4 4 3 8 4 ． 6 ．0 7 角閃 石 安 山岩 （大 山火 山 岩類 外） 完 1 0 ．4 1 0 ．9 4 ．7 8 1 9

1 0 H 8 6 9 ．2 0 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 ク 9 ．4 6 ．6 4 ．3 2 7 2

1 1 H 3 9 ．1 9 角 町 石 安 山 岩 ク 1 2 ．6 1 0 ．0 3 ．9 6 3 2

ケ 4 ク ク ケ 1 1 ．7 9 ．7 4 ．7 6 0 6

ケ 5 〃 花 崗 岩 彪 欠 （1 1 ．1 ）
（誼 ）

（5 ．2） （6 8 9 ）

〃 6 ク 角 閃 石 安 山岩 完 1 1 ．8 1 0 ．4 5 ．0 6 6 9

ク 7 ケ 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩 彪 欠 1 1 ．0 （9 ．1 ） 5 ．6 （6 8 5 ）

ケ 8 〃 ケ 完 1 1 ．6 9 ．3 4 ．4 6 4 4

ク 3 8 9 8 7 ．1 0 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 1 ．7 9 ．1 4 ．3 5 7 2

排 土 中 5 0 2 7 9 ．1 0 黒 雲 母 角 閃 石 安 山 岩
ク 9 ．8 8 ．8 4 ．5 3 5 4

集石出土敲石Ⅳ類　43点　　JSK出土敲石Ⅳ類　2点

挿衷26　敲石Ⅴ欝匠肇翫喪　　　　　　　　　　　　　〔単位。m及びg（）を付したものは現存値を示す〕

挿 図番 号
図版
番号

出　　 土
グ リッ ド

個体番 号
出　　 土

年 月　 日
材　　　　　 質 遼存

状 態
長 さ 巾 厚 さ 重 さ 備　 考

6 C 42 92 84 ．7 ．23 安 山岩 質凝灰岩 ぷ欠 （6 ．8） （2 ．3 ） （2 ．6） （29手

4 D 50 8 ．08 ク 完 11 ．3 4 ．8 3 ．4 294

8 D 430 6② 7 ．23 閃緑 岩 ケ 6 ．0 4 ．6 1 ．2 51

3 E 45 51 7 ．30 ひ ん岩 ケ 14 ．6 5 ．0 3 ．7 443

8 F 48 52 8 ．01 角閃 石安 山岩 ク 8 ．8 5 ．2 3 ．8 143

集石出土敲石Ⅴ類1点
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挿衷那　砥石一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　〔単位。m及び9（）を付したものは現存値を示す〕

挿 図番号
図版
番 号

出　　 土
グリ ッ ド

個体 番号
出　　 土
年 月　 日

材　　　　　 質
漂憲 ・

長 さ 巾 厚 さ 重 さ 備　 考

6 B 15 84 ．10 ．18 安 山岩 質凝灰 岩 完 6 ．0 5 ．0 3 ．2 189

7 B 93 8 ．2 3 〃 ％ 欠 （8 ．2） （5 ．6） （4 ．2） （386）

8 C 4 230 7 ．21 黒 雲母 花 崗岩 ％ 欠 （8 ．1） （8 ．4） （5 ．7） （544）

6 D 4 128 7 ．17 角 閃石 安 山岩 ％ 欠 （10 ．2） （6 ．7） （5 ．2） （629）

1 6 8 －S 3 6 6 3 8 D 4 3 0 6 （り 8 4 ． 7 ．2 3 安 山 岩 質 凝 灰 岩 完 1 2 ．8 5 ．3 2 ．6 3 8 9

9 E 7 4 8 ．2 5 角 閃 石 安 山 岩 ケ 1 4 ．9 7 ．5 7 ．5 1 ，0 7 0

ク 4 9 1 1 8 ．0 2 〃 ク 9 ．6 5 ．8 5 ．5 3 7 0

5 F 2 ′シ 安 山 岩 質 凝 灰 岩 （大 山 火 山 岩 類 外 ） ノシ 1 1 ．9

1

1 1 ．6 3 ．9 8 5 6

1 6 8 －S 3 7 6 3 6 F 4 5 8 4 ． 8 ．2 9 角 閃 石 安 山 岩 完 1 1 ．5 8 ．6 6 ．0 8 9 8

4 G 5 6 9 ．1 0 輝 石 安 山 岩 ク 1 2 ．6 4 ．3 2 ．7 2 8 4

1 2 I 8 3 の 8 9 ．2 7 角 閃 石 安 山 岩 ク 1 1 ．1 9 ．5 5 ．4 8 4 4

集石出土砥石11点

挿表調　石斧…覧衷　　　　　　　　　　　　　　　　〔単位。m及び9（）を付したものは現存値を示す〕

挿図番号 図版
番号

出　　 土
グリッ ド

個体番号 出　　 土
年 月　日 材　　　　　 質 遼存

状態 長さ 巾 厚さ 重さ 備　 考

169－S 38 63 4 F 3377 84 ．6．27 粘板岩 完 11．1 5．6 2．35 2222 打製石斧

師表29　石健…覧表　　　　　　　　　　　　　　　　〔単位cm及びg（）を付したものは現存値を示す〕

挿図番号 図版
番号

出　　 土
グリッ ド 個体番号 出　　 土

年 月　 日 材　　　　　 質 遊存
状態 長さ 巾 厚さ 重さ 備　 考

171－S 44 年3 1 D 93 84 ．4．12 角閃石安山岩 完 7．7 5．2 1．7 100

1 7トS 可 6 3 2 E 巨 685① 恒 ・7・09 序 山岩質凝灰岩 完 l 5可 4・3 l 2・O l 6可

1 1 ヶ 1 3685② 1 ク　　　砂岩 して l 7・O l 5可 1・5 l 108 1　 」

171－S 48 6 3 5 E 3 6 84 ．10 ．17 凝 灰 質砂岩 完 6 ．1 4 ．7r 1 ．5 64

10 E 449 9 7 ．28 〃 ％欠 （4 ．6） 4 ．2 1 ．5 （4 0）

17ト S 50 6 3 7 G 1265 8 4 ．5 ．09 閃緑 岩 完 5 ．6 3 ．4 1 ．8 5 5

11 H 3906 7 ．10 凝 灰 質砂岩 ク 6 ，1 5 ．5 1 ．5 60
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挿図番号 図版
番号

出　　 土
グリッ ド 個体番号 出　　 土

年 月　日 材　　　　　 質 通有
状態 長 さ 巾 厚さ 重さ 備　 考

表探 425 1 8 4．7．21 凝灰質砂岩 完 4．6 3．4 1 ．3 2 2

凝灰質砂岩

JSK出土石錘1点

挿衷調　ペンダン　飽石製晶一覧表　　　　　　　〔単位。m及び。（）を付したものは現存値を示す〕

挿図番号 図版
番号

出　　 土
グリッド 個体番号 出　　 土

年 月　日 材　　　　　 質 造存
状態

長さ 巾 厚さ 重さ 備　 考

172－S 52 6 4 6 E 3054 84．6．15 軟玉（ネフェリン輝石） ガ欠 （3 ．0） （4．2） （0．48） （7．9） ペンダント

安山岩質凝灰岩

安山岩質凝灰岩

凝灰質砂岩

挿表別　石臥麿石、敲石、砥石、石斧、石鼠特殊石臥璃ンダン匪飽石製晶一覧表

分類

地区遺構
石皿

磨　　 石 率　　　　　 石
砥石 石斧 石鍾 不明

石器
石製晶 計

I Ⅱ 王 Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

集石－ 1 1 2 3
集石－ 2．

集石－ 3

集石－ 5 2 1 1 1 5
集石－ 6 1 1 1 1 4

集石－ 7 3 3

集石－ 8 1 2 2 4 1 9

集石－ 9 2 1 1 4

集石－ 10

集石－ 11

集石－ 12

3 2 5

l 1

2 2 3 7

集石－ 13

集石－1 4

集石－1 5

集石－16

集石－17

集石－18

2 2 1 1 6

1 3 2 6

1 1

2 1 3

2 1 3

1 1 2 4

集石－ 19

集石－ 20 1

2 1 3

2 1 1 4

集石－ 21 1 1 1 3

集石－ 22 l l 2
集石－ 23

集石－ 24 1 1

集石－ 25 7 1 1 1 4 1 4 2 2 1
集石－ 26 3 1 4

集石－ 27 1 1

集石－2 8
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分簸

地区遺構
石皿

磨　　 石 敲　　　　　　　 石
砥石 石斧 石鍾 不明

石器 石製晶 計
I I I Ⅱ Ⅱ Ⅳ Ⅴ

集石－29 3 5 3 2 1 2 2 5

集石－30 1 1 1 1 4

集石－31 1 2 1 4

集石－32

計 2 5 2 1 2 2 2 8 4 3 1 1 1 3 1 3＿6

J S K －　2 1 1

J S K －11 1 1

J S K －16 1 1 2

J S K －19 1 1 1 3

J S K －26 1 1

J S K －3］！ 1 1 2

J S K －33 1 1

J S K －40 1 1 1 3

J S K －43 l 1

J S K －44 1 1

J S K －47 1 1

J S K －51 1 1

J S K －58 1 1 2

計 7 3 4 2 1 2 1 2 0

4　 A 1 1

5　 A

6　　A

4　 B

5　　B 1 1

6　　B 1 1 2

7　 B 1 2 3 1 7

8　 B 4 4 1 2 1 1

9　　B 1 1

10　B 1 1

4　 C

5　　C 1 1

6　　C 1 1 1 1 1 5

7　　C 1 1 2 4

8　 C 1 3 4 4 1 1 3

9　　C 1 3 4

10　。

1　 D 1 1

2　 D 3 1 2 6

3　　D 4 1 1 1 7

．4　 D 4 2 1 2 1 1 0

5 ．D

6　 D 1 3 1 1 1 6

7　 D 3 4 2 9

8　 D 2 1 1 1 5

9　　D 9 6 1 6 2 2． 1 0 4 5

10　D 3 3 1 1 8

11　D

12　D
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分類

地区遺構
石皿

磨　　 石 敲　　　　　　　 石
砥石 石斧 石錘 不明

石器
石製晶 計

I I I Ⅱ Ⅱ Ⅳ Ⅴ

13　 D

1　 E 1 1

2　　E 1 2 3

3　　E 3 3 2 1 1 1 1 1 1 3

4　 E 5 3 1 2 1 1

5　　E 1 6 1 8

6　　E 2 2 1 5

7　　E 2 2 4

8　　E 2 2 2 1 3 1 1 1

9　　E 1 1 5 1 1 1 2 9 2 1 4 2

10　E 3 4 9 5 8 1 3 0

11　E 1 1

12　E 1 1

13　E

1 4　E

1 5　E

1 6　E

3　　F 1 1

4　　F 1 2 4 3 1 1 1 2

5　　F 7 6 2 3 1 1 9

6　　F 2 5 3 1 5 1 、1 1 8

7　　F 1 4 l 2 2 1 0

8　　F 1 9 4 「lJ 1 1 8

9　　F 3 9 1 4 5 2 2

10　F 2 5 6 3 5 2 1

11　F 1 1 2

12　F

1 3　F

14　 F

1 5　F

1 6　F

3　　G

4　　G 1 1 2 6 1 1 1

5　　G 5 4 1 4 1 4 °

6　　G 3 3 3 9

7　　G 1 5 1 1 8

8　　G 2 1 2 3 8

9　　G 2 4 1 3 1 1 1 3 1

10　 G 2 7 2 0 l 1 4 1 1 4 6

11　 G 1 1 2 4

12　 G

13　 G

14　 G

15　 G

18　 G 1 1

5　　H

6， H 1 1

7　　H

8　　H

9　　H 1 2 2 5
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分頬

地区遺構 1
石皿

磨　　 石 敲　　　　　　　 石
砥石 石斧 石錘 不明

石器
石製晶 計

I Ⅱ I Ⅱ Ⅱ Ⅳ Ⅴ

10　 H 1 1 1 3

11　 H 2 3 7 1 1 1 4

12　 H l 2 3

13　 H

14　 H

1 5　H

16　 H

10　 I 1 1

1 1　 I 1 1

12　 I 1 1 1 3

1 3　 I

14　 I

1 5　 I

1 6　 I

表　 探 3 1 2 6

排土中 1 2 l 4

不　 明 2 2 1 5

石垣出土 1 l

計 34 1 3 8 1 6 7 7 4 2 1 5 1 6 1 1 6 1 2 6 5 8 0

総　 計 6 6 1 6 2 1 9 3 1 1 5 1 0 1 9 6 7 2 2 6 1 3 3 6 7 3 6
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第4節　縄文時代のまとめ

1　集石について

集石は31基検出されており、その報告を行ってきたが、ここではその性格についてまとめてみ

たい。

集石は、A区のほぼ中央部から北東側にかけて集中しているが、後世の撹乱を受けているため

31基のうちその形を完全にとどめているものは少ないと老えられる。

さらには、消失したものもあると考えられ、5Fグリッド付近にも何基かの集石が存在していた

と思われる。

集石のなかには、火を受けた石が1－2個含まれていることはあっても、全体が赤変している

よう射犬態は認められず、灰・炭化物も検出されていか、。このため、集石炉跡とは判断し難い。

そこで土壌の状態e石の配し方e遣物などから性格を考えてみたい。

①　土壌について

土壌を伴うものは10基ある。土壌は、楕円形を呈していたものと考えられ、大きさは長径

1－2m、深さ0・15－0．6m前後である。土壌の石は、土喝底部から浮いた状態で検出されて

おり、0・1－0・2mの間隙を持つ。また、集石の断面をみると、土壌中央部にむかって石が落

ち込んでいることが判る。このことから、もともとは中空であったか、土壌上を石で覆って

いたものが後に土壌内に落ち込んでいったものと考えられる。

土壌を持たないとしている集石の中には、断面を観察すると中央部にむかって凹区でいる

ものがあり、土壌を有していた可能性が強いと考えられる。

②　石の配し方について

石を無作為に並べたというものはあまりないようである。土壌の有無とも関連させて、遣

存状態のよいものを次のようにまとめてみた。

花弁状に石を配する　　　　　　　　　　　　　　　I類　集石03

土壌を伴う集石

土壌を

伴わない集石

土壌の縁に沿って、平石を方形に配する（石棺状）　　　Ⅱ類　　集石32

中央に核となる石を置き、その周囲に小さな石を配する　Ⅲ類　集石10e26

土壌を中心として、広範囲に石を配する　　　　　　　Ⅳ類　集石29

核となる石がなく、

単に挙大の石を円形又は不定形に配する

平石を円形に配する

周縁に平石を配する

Ⅴ類　　集石01e20

Ⅵ類　　集石05

Ⅶ類　　集石19021

22027

中央に核となる石を置き、その周囲に小さな石を配する　Ⅷ類　　集石06

核となる石がなく、

単に拳大の石を円形又は不定形に配する

石器を半円形将配する

－203－

Ⅸ類　　集石18

Ⅹ類　　集石25



このほか、集石15のように平石が斜めに立った形で検出されているものもある。

③　遺物について

土器は破片ばかりで、一個体分が埋められているよう射犬態はなかったが、石皿、磨石、

敲石、砥石はほぼ全部の集石から検出されており、石皿を核に置いている集石（06elO・19）

や、中央部付近に磨石、敲石を置く集石（16e17弓8）が認められる。

以上、①・②。③のことから、当遺跡出土の集石は埋葬施設であったと考えたい。つまり、

土壌はやや小さめのものもあるが、遺体を埋葬するためのものであり、配石はその上部を覆

う墓標のようなものであろう（土壌を有する集石）。また、土壌を掘紺に、遺体を石で覆

うという埋葬方法もあったかも知れない（土壌が無い集石）。

集石内でみられる石製品については、単なる集石の材料であったものもあろうが、石皿を

核として置いたり、磨石、敲石を中央部に置いていることから、何らかの風習に基づいたも

のではないかと考える。

2　まとめ

当遺跡では、縄文時代の遺構として集石31基、土坑56基、ピット109基、遺物として、縄文早期

土器約33，600点、石器e石鉄e石製品888点を検出した。ほとんどの遺構、遣物は縄文時代早期後

半のものであるが、前期e晩期の土器の出土もみられる。JSK56は、晩期の土坑である。なお、

集石04、JSK23、37、51は検討の結果、遺構ではないと判断したため削除した。

今回の調査は、上福万遺跡の一部を調査したにすぎないが、発掘された成果をもとにある程度

生活を推測してみたい。

遺構、遣物はA区の13ラインより北側で検出しており、それより南側及びB区ではほとんど検

出されていない。

A区では、自然堆積による礫群が広く検出されているが、土坑、ピットは礫群を避けて中央よ

り北西側に集中している。

集石も磯群をさけるように作られているが、中央部より北東側に集中するようである。

先に集石を埋葬施設として考えたこと。集石と土坑、ピットの分布範囲にある程度の区分がで

きること。

以上のことから、土坑、ピットの集中する箇所を日常の生活空間とし、その東側に埋葬施設と

しての集石が存在していたと考える。しかし、土坑、ピットの集中はみられるものの、その上掛

構造を明確に想起し得るような遺構の配置はみられなかった。
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第5節　古墳時代以降の遺構

可　竪穴住居（S】）（挿図け4～2の7、持表32033、閏脹65・｝69079～馴）

竪穴住居はA区で13棟、B区で1棟の計14棟を検出した。

Si－馴（園田頂74～宜相、挿表32033、図版65079）

置　　9G・10G e　9H elOHグリッドにわたり位置する。

態　　平面形は隅丸方形で、床面は長辺5．55m、短辺5。35mを測り、床面積は約30扇であ

る。残存壁高は東側で0。29m、北側で0．14mを測る。

満　　幅0．2m、深さ0。05mの溝がめぐっているが、東側で二重になっている。

穴　　主柱穴4本（Pl～P4）、補助柱5本（P5－P9）を確認した。P4では柱痕

（径0。16m）が認められた。主柱穴間はPlより、3．08m－3．2m－3．12m－3．12m

0

挿図174　S101遺構図
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（D黒褐色粘質土

②暗黄茶褐色砂質土

S＝1：80

1
2m



特殊ピット

特筆事項

遣　　物

各主柱穴の規模はPlより（1。0×0。85－0．53）（1．2×0．7－0．25）（0。9×0．77－0．43）

（0・85×0・85－0・42）m。補助柱はP5より（0．3×0．2ト0．13）（0。45×0。35－0．2カ

（1．1×0。7－0。31）（0．8×0。6－0．36）mを測る。

中央にあり、二段掘りで、規模は（1．2×1．2eO。55×0。5－0．37）mを測る。

中央ピットから北側に向けて、幅0．15m、深さ0．08mの溝を検出した。

床面では、婆（Po1－6e8－10）、高塀（Po11－14）、砥石（Sl・2）が出土し

た。中央ピット内では、婆（Po7）を検出している。

時　期　遣物より、古墳時代前期中頃のものと考えられる。

挿図175　S＝〕1遺物図1
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ll一十　－‾－．－1－l－’‾十一一一一1＿、

位　　置

形　　態

S2

S＝1：8

0　　　　　10cm

挿図176　S101遣物図2

5l－02◎⑳ア（挿図膵～相、挿表詔◎調、図版随◎卵◎錮⑳馴）

8Eグリッドに位置する。

隅丸方形（SI－02）と隅丸五角形（SI－07）が切り合う。SI－02の床面は、

長辺4．8m、短辺4．72mを測り、床面積22。66ITfである。SI－07の床面は長径6．52m

短径6．52mを測り、床面積約33I正である。SI－02の壁高は確認できなかった。SI

－07の残存壁高は北側で0。6m、南側で0．24mを測る。

側　　溝　　SI－02は、幅0。2m、深さ0．08mの側溝が残る。

SI－07は、幅0。16m、深さ0。12mの側溝がめぐっている。

櫨　　穴　　SI－02の主柱穴は4本（Pl～P4）で、主柱穴間はPlより、3。04m－3．掴m

－2。6m－2．96mを測る。規模はPlより、（0．44×0．44－0。24）（0。48×0。48－0．56）

（0．糾×0。56－0．4）（0膏4×0．8－0．4）mを測．る。各主柱穴とも柱痕が認められた。

SI－07の主柱穴は5本（P5－P9）で、主柱穴間はP5より、3。6m－2．96m－

3．0m－3。68m－2．92mを測る。規模はP5より、（0．44×0。44－0。36）（0。4×0。44－

0。4）（0．56×0。56－0。36）（0。48×0．48－0。48）（0。糾×0。84－0。6）mを測る。P5e

P6eP8・P9では柱痕が認められた。P6では、S4を据方内に置いた形で検出した。

特殊ピット　　中央にあり、二段掘りである。規模は（0。84×0。5600。52×0．32－0．36）mを測る。

中央ピットは、SI－020　07ともに共有していたと老えられる。

特筆事項　　SI－02e07は切り合うが、断面観察ではSI－02の肩は検出できなかった。SI

内の北西で焼土面を検出したが、SIの構造から推測して、SI－07に伴う焼土面と老

えられる。この他、中央ピットから北へ溝（幅0．160深さ0。08m）がのびる。

遺　物　壷（Pol～．3）、婆（Po4～12弓5）、高塀（Po13）、鼓形器台（Po14）、範型土器

（Po16）、石錘（Sl）、砥石（S506。8）、磨石（S20．30407）、石製玉

（Jl）を検出した。Po16は半分欠いた状態で、中央ピットの上縁肩部に伏せて置か

れていた。

時　　期　　遺物より、古墳時代前期中頃のものと考えられる。
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挿図瑠77S用2eO7遺構図
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①黒褐色粘質土
②黄褐色砂をブロ

ック状に含む、
黒褐色砂質粘土

③黄褐色砂をブロ
ック状に含む、
黒褐色抄質粘土
（ややしまる）

④黄灰色粘質砂

1：80
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挿図178　S川2・07遺物図1
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S＝1：1

0　　　　　2cm
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Po16

挿図179　5日）2007遣物図2
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「＼S2

「　‾l ll　‾ほl日　－・11

⊂⊃　S3

位　　置

形　　態

S＝1：8

0　　5　10cm

挿図180　∈＝　02。07遺物図3

SI－03（挿図181～1鋼、挿表32033、図版65066081e82）

10Hグリッドの北東に位置する。

平面形は隅丸方形で、床面は長辺4．8m、短辺4．68mを測り、床面積約22扇である。

残存壁高は南東側で0．65m、北西側で0．34mを測る。

側　満　幅0．2m、深さ0．1mの側溝がめぐる。住居の北西部で側溝が乱れ、床面とは別の平

らな面が存在することから、この部分が出入口であったのではないかと推測する。

櫨　穴　　主柱穴4本（Pl～P4）、補助柱3本（P5－P7）を確認した。また確認できな

かったが、P2－P3間にも補助柱が存在していたと推測される。なおPlには、柱

の根固めに利用したと考えられる石が落ち込んでいた。主柱穴間はPlより、3．0m－

2・5m－3．0m－2。5m。各主柱穴の規模はPlより（0。65×0．49－0。29）（0．52×0．34－

0・35）（0。56×0。48－0。46）（0。37×0．26二0。33）m。各補助柱穴は、P5より（0。24

×0。2－0』6）（0。36×0。28－0。2）（0。3×0。18－0。13）mを測る。

特殊ピット　　ほぼ中央にあり、二段掘りである。規模は（1。32×1。2。0。3×0．3－0。38）mを測る。

二段目の内部で砥石（S2）を検出した。この砥石の上面は黒灰色に変色していた。

特筆事項　P3の底面近くの中央より、完形に近い形の低断不（Po12）を、伏せた状態で検出
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触石の断面

（》黒褐色砂質粘土
②黄褐色砂をブロック状に含む

‖普茶褐色砂質粘土
（3黄褐色砂をブロック状に含む

明茶褐色砂質粘土
（彰黒褐色砂質粘土（ややしまる）

2m

挿図181S H）3遺構図

した。この事から居住者が住居を放棄する際、柱を

抜き取り、何らかの目的を持って置いたものと考え

る。

側溝とは別に、特殊ピット南端を起点とする溝

（幅0．18m e深さ0』6m）を検出した。溝は一部途

切れるが側溝まで達していたと考えられる。

住居の北側中央部及び南端において、砥石（S3

e7）を検出した。住居においてこの砥石の持つ意

味は不明であるが、ただS7の下部より、ガラス製

小玉（Jl）が出土したことから、砥石周辺は作業

場であったのではないかと推測する。住居の中央部

において多量の石を検出した。居住期間中または、

住居を放棄する際に人為的に積まれたか、または投

げ込まれたものではないかと推測する。
挿図182SIO3遺物出土状況図

遺　物　婆（Pol～8）、高士不（Po9～11）、低脚杯（Po12）、ガラス製小玉（Jl）、
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派≡冠 ≡

苧寡、願

挿図183　S＝）3遺物図1
：

二＿
S6

⊂⊃㌔＝吉‥81。。m
：・　；　＿＿＿！

挿図184　SIO3遺物図2
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砥石（S2－7）、軽石（Sl）を検出した。

時　　期　　遣物より、古墳時代前期中頃のものと考えられる。

S】－04（挿層紺的～用8、挿表32033、図版660品2）

位　　置　10F。11Fグリッドにわたり位置する。

形　　態　　平面形は隅丸五角形で、床面は長径7．2m、短径6。72mを測り、床面積は約38nfであ

る。残存壁高は東側で0．36m、北側で0．1mを測る。

挿図185　S＝）4遺構図

－214－

①黒褐色粘質土
②黄褐色砂をブロ

ック状に含む、
黒褐色砂質粘土

③黄褐色砂をプロッ
ック状に含む、
黒褐色砂質粘土
（ややしまる）

S＝1：80

1 2m



側　　溝

柱　　穴

幅0．36m、深さ0。09mの側溝がめぐる。

主柱穴5本（Pl～P5）、補助柱穴5本（P6－PlO）を確認した。P5以外の柱

穴では、柱痕が認められる。主柱穴間はPlより、3．36m－3．48m－3．12m－2．6m－

3・56m。各主柱穴の規模はPlより（0．36×0。24－0．51）（0．28×0。32－0．16）（0．36

×0・36‾0・36）（0・56×0・56－0・2）（0。48×0．4－0。44）m。補助柱穴はP6より（0．28

×0・28‾0・15）（0・32×0・24－0・42）（0。28×0．28－0．38日0．36×0．32－0．22）（0．36

×0。28－0．38）mを測る。

特殊ピット　ほぼ中央にあり、二段掘りで、規模は（1・24×0・74。0・44×0。44－0．42）mを測る。

挿図186　SIO4遣物図1
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遣　　物

時　　期

壷（P。2）、婆（P。3）、高塀（Po4e5）、甑型土器（Pol）を検出した。

遣物より、古墳時代前期中頃のものと考えられる。

挿図187　S104翫型土器出土状況図

位　　置

形　　態

芋≡≡

挿図188　S104遣物図2

Sl－05（挿図189．190、挿表32。33、図版67・82e83）

9Gグリッドに位置する。

平面形は隅丸五角形で、床面は長径8．0m、短径7．55mを測り、床面積は約47I正であ

る。残存壁高は南側で0．45m、北側で0。31mを測る。

側　　満　　幅0．2m、深さ0．12mの溝がめぐっている。性格は不明であるが、側溝内に小ピット

を25基検出した。

柱　　穴　　主柱穴5本（Pl～P5）、補助柱穴5本（P6－PlO）を確認した。各主柱穴間は

Plより、3．6m－3．44m－2．96m－3．32m－3．38m。各茸柱穴の規模はPlより（0・5

×0．42－0．55）（0．6×0．6－0．4）（0．4×0．4－0．4）（0．35×0．3－0．45）（0．5×0．4－0．4）

mを測る。補助柱穴はP6より（0．35×0．35－0．35）（0．28×0．28－0．19）（0・6×0・55

－0．33）（0．28×0．23－0．2）（0．6×0．5－0．25）mを測る。

特殊ピット　　ほぼ中央にあり、（0．85×0．75－0．4）mを測る。また中央特殊ピットより、婆（Po

l）が出土している。

遺　　物　　婆（Po1－6）、高塀（Po7－11）、鼓形器台（Po12・13）、石錘（Sl e2）を検

出した。

時　　期　　遣物より、古墳時代前期中頃のものと考えられる。
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＼①＼

挿図189　S105遺構図
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①黒褐色粘質土

②黒褐色粘質土

（黄褐色粘質土が混じる）

③笥褐色粘質土

（ややしまる）

！′′、 1：80
0　　　　　1　　　　　2m

誌忘志表意
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宅、

挿図190　5105遺物図
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5】－⑳6（挿層錮馴◎192、挿表32◎33、図版6ア）

位　　置　　6Gグリッドの北に位置する。

形　　態　　平面形は隅丸方形で、床面は長辺4．72m、短辺4。6mを測り、床面積は約22扇である。

残存壁高は南東側で0，37m、北西側で0。08mを測る。

側　　溝　　北東側で撹乱を受けているが、幅0。12m、深さ0』6mの溝がめぐる。住居の西側で

側溝が乱れ、床面とは別の平らな面が存在することから、ここが出入口ではないかと

推測される。

櫨　　穴　　主柱穴は4本（Pl～P4）で、それぞれ柱痕を確認した。主柱穴間はPlより

2．2m－2。48m－2．65m－3．28m。各主柱穴の規模はPlより（0．65×0。5－0。37）

（0．杭×0．45－0．23日0．48×0。44－0．39）（0。57×0。5－0．42）mを測る。各柱痕の規

模はPlより（径0。18m e深さ0。2m）（径0。18m o深さ0。12m）（径0．14m e深さ0．3m）

（径0．16m e深さ0．32m）を測る。

特殊ピット　　ほぼ中央にあり、二段掘りで（0．84×0。58。0。64×0．38－0。27）mを測る。

柱
怯
－
偏
．
擬
し
・
膏
｛
臣
い
計

挿図191SiO6這構図

・　　　‾‾　　　　　　　　　　　　　　；

∈≡
－　　　■

挿図柑2　SIO6遺物図
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特筆事項

遣　　物

時　　期

位　　置

形　　態

側　　溝

柱　　穴

特殊ピット

特筆事項

遺　　物

側溝とは別に、溝を3本確認した。特殊ピット西側を起点とする溝の規模は、幅0．

18m、深さ0．06m。さらに、この溝を起点とする溝の規模は、幅0．12m、深さ0．04m、

特殊ピットの南側を起点とする溝の規模は、幅0。1m、深さ0．08mを測る。

各柱穴の柱痕を線で結ぶと、不規則な台形となることから、撹乱内に柱穴を想定し

て、主柱穴5本の住居であった可能性が老えられる。

婆（Pol e2）、低脚杯（Po3）が出土した。

遣物より、古墳時代前期中頃のものと考えられる。

S】－08（挿図柑3◎瑠9錦、挿衷32◎33、図版67◎83）

4Fグリッドの北西に位置する。

平面形は方形を呈するものと推測される。床面は長辺8．5m（推定）、短辺7．7mを測

り、推定床面積約26Iが。残存壁高は北側で0．16m、東側で0．2mを測る。

幅0．4m、深さ0．16mの溝がめぐる。西側では二重の側溝が認められた。

主柱穴2本（Pl e2）を確認した。主柱穴規模はPlより（0．4×0．4－0．4）（0．4

×0．4－0．4）mを測る。柱穴間は1．88mを測る。

中央にP3（0．32×0．39－0．12）mをもち、東側隅にP4（0。6×0．72－0．2）mが、

側溝を切る状態で作られている。

P4の周辺には炭と粘土面（焼土面か）がみられる。この事から、P4は炉として

利用されていたと考えられる。

婆（Pol）、高塀（Po2・3）を検出した。Po2e3は脚底部を上に向けた状態で

ー
＼

挿図193　SIO8遺構図
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』藍Ocm
挿図194　S＝）8遺物図



検出された。

時　期　遣物より、古墳時代前期中頃のものと考えられる。

Si－09（挿図柑5～19臥挿表32033、図版68083）

位　　置

形　　態

側　　溝

柱　　穴

遣　　物

時　　期

5Eグリッドの中央に位置する。

平面形は隅丸方形で、床面は長辺3．44m、短辺2．8mを測り、床面積は約9I正である。

残存壁高は、南西側0．26m、北西側0』4mを測る。

幅0．15m、深さ0．掴mを測る溝がめぐると推測する。

主柱穴2本（Pl e2）を確認した。主柱穴間は2。掴m。各主柱穴の規模は、Pl

より（0・6×0・54－0．4）（0．7×0。56－0．5）mを測る。なおPlでは、柱痕（径0．14m

e深さ0．46）を確認した。

婆（Pol）、磨石（Sl）、砥石（S2）、平石（S3e4）を検出した。

遣物より、古墳時代前期中頃のものと考えられる。

挿図195　S＝）9遺構図

－‥慈一三S＝1：4　8cm

（呈＝」二＝二」

挿図196　S H）9遺物図1

0　2S＝1：4　10cm Pol

挿図197　S H）9遺物図2
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∈≡⊃
S2

挿図198　S H）9遺物図3

5j－柑（挿図瑠99◎2⑳⑳、挿表32◎3、図版関◎83）

位　　置　　3Dグリッドの中央に位置する。

形　　態　　北側が撹乱によって壊されているが、平面形は隅丸方形であろうと推測する。残存

床面積は、約1。8I正である。残存壁高は、南側0．24m、西側0。1mを測る。

倒　　満　　存在しない。

柱　　穴　　Pl（0。6×0．46－0。1）mを検出した。主柱穴の一つであろうと推測する。

遺　　物　　婆（Pol）、高塀（Po2）、低脚杯（Po3）を検出した。

時　　期　　遣物より、古墳時代前期中頃のものと考えられる。

挿図199　SIlO這構図
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挿図調　5冊　遺物図



5］一冊（挿図2馴～加、挿漬詑◎3、図版関◎鋼）

位　　置　　8Cグリッドのほぼ中央に位置する。

形　　態　平面形は方形で、床面は長辺6．4m、短辺5。84mを測り、床面積は約37I元である。

側　　溝

柱　　穴

特殊ピット

特筆事項

残存壁高は南南東側で0。25m、北北西側で0．03mを測る。

幅0。08m、深さ0．07mを測る溝がめぐる。

主柱穴は4本（Pl～P4）で、それぞれ柱痕を確認した。主柱穴問は、Plより

3．4m－3。24m－3．31m－3．52m、各主柱穴の規模は、Plより（0。7×0．64TO．43）

（1．7×0．92－0．63）（0．5×0．46－0．54）（0。72×0。57－0。51）m、各柱痕の規模は、

Plより（径0。14m。深さ0。35m）（径0。16m。深さ0。56m）（径0．15m e深さ0．51m）

（径0。14m o深さ0。42m）を測る。

住居のほぼ中央にあり、規模は（1。86×1。4－0。26）mの楕円形である。

側溝とは別に、溝を4本確認した。各々の規模は、P4を起点とする溝（3．4×0。06

三　　二　　　三　　ゝ　　二

挿図201空目‘作造構図
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ー0．08）m、Plを起点とする溝（1．02×0．12ニ

ー0．09）m、土坑を起点とする溝（1．86×0．1

－0．04）m、P2を起点とする溝（2．66×0．16

－0．09）mを測る。P4を起点とする溝と、P

2を起点とする溝で区切られた北側及び南側の

一区画の床面が、住居中央部よりも高いこと、

北側で平石（Sl）を検出したこと、南側が盛

土されていること等々から、住居内でそれぞれ

特別な空間として存在したと考えられる。

住居北北東隅に土坑を確認した。形態は（1．

08×0．7－0．97）（0．72×0．5－0．4）mを測る二

段掘りを呈する。側溝を侵してないことから、居 挿図202　SIll遺物図1

遺　　物

時　　期

住期に使用されたと老えられ、炉として利用されたと考えられる。

壷（Pol）、小型丸底壷（Po2）、婆（Po3－5）、平石（Sl）を検出した。

遣物より、古墳時代前期中頃のものと考えられる。

配　鞄

位　　置

形　　態

2S＝1：4　10cm

Po5

挿図203　SIll遺物図2

Sl一柑0椅（挿図20∠巨205、挿表32。33、図版680690錮）

12E e13E e12F・13Fグリッドに位置する。

平面形は、ほぼ円形（SI－12）と隅丸方形（SI－13）が切り合う。SI－12の

床面は長径4。8m、短径4。8mを測り、床面積約18I正である。SI－13の床面は長辺5．

04m、短辺4．8mを測り、床面積約24扇である。残存壁高は南側で0。25m、北側で0．7

mを測る。
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側　満　幅0・150深さ0。05m（SI－12）、幅0．15m・深さ0．05m（SI－13）を測る溝が

めぐる。

櫨　穴　　SI－12の主柱穴は4本（Pl～P4）で、主柱穴間はPlより、2．6m－2．7m－

2・5m‾2．7mを測る。SI－13の主柱穴は4本（Pl e405e6）で、主柱穴間は

Plより、3．1m－2．8m－3．2m－2．7mを測る。Pl e4は、SI－12e13とも共有

していたと考えられる。各主柱穴の規模はPlより（0．6×0。54－0．3）（0．65×0．57

－0・28）（0。6×0．4－0．27）（0．48×0．38－0．47）（0．53×0．46－0．45）（0．54×0．45－

0・6）mを測る。柱痕がPl（径0．15m e深さ0．3m）、P4（径0．1m。深さOA旬、

P6（径0．2m・深さ0．6m）で認められた。P7（0．3×0．26－0．29）m、P8（0．56

×0。5－0．46）mは補助柱穴と考えられる。

二

①黒褐色粘質土

②黒褐色粘質土（①よりやや軟かい）

③晴茶褐色土と黒褐色土が混じる

S＝1：80

0　　　　　　2m

［⊆二二＿＿ユニ二＿＿＿i

挿図204　S112。13遺構図
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特殊ピット　　ほぼ中央にあり、規模は（0．7×0．47－0．33）mを測る。

特筆事項　　SI－12013は切り合っているが、断面観察では、ほぼ円形のSI－12を切る形で、

SI－13が建てられたものと考えられる。SI－12の南側には、三段掘りのピット

（1．2×1．1400。6×0．6・0。36×0．32－0．24）mが検出されているが、性格は不明であ

る。

遺　　物　　床面より、壷（Pol）、婆（Po2－5。7）、高塀（Po8）、低脚杯（Po9）、鼓形

器台（Po10－13）、砥石（Sl）、中央ピットより婆（Po6）が出土している。

時　　期　　遣物より、古墳時代前期中頃のものと考えられる。

こ．‾＿⊇

／

Po13

挿図205　S112013遣物図
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位　　置

形　　態

馴一隅（挿図2◎6◎2の、挿衷詑◎調、図版鍋）

26I e27Iグリッドに位置する。

平面形は隅丸方形で床面は長辺4．9m、短

辺4。6mを測り、床面積約22扇である。残存壁

高は東側で0』5m、西側で0。1mを測る。

櫨　穴　主柱穴4本（Pl～P4）を確認した。

主柱穴間はPlより、2．64m－2．24m－

2。76m－2m、各主柱穴の規模はPlより、

遺　　物

時　　期

Pol

「　牢⊃
ヽ．

藍cm Po2
挿図206　S114遣物図

（0．45×0。4－0。05）（0．75×0．43－0．17）

（0．45×0．38－0．13）（0．44×0．43－0』5）mを測る。

埋土中より須恵器蓋（Pol）、婆（Po2）を検出した。

遣物より古墳～奈良時代と考えられる。

挿図207　S114遺構図
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挿表32　竪穴住居一覧表

過圃 名 平面 形 規　 模 （m ） 主 柱 穴 数 主柱 穴 間 距 離 （可 時　　 期

0 1 隅 丸 方 形 5 ．55 ×5．35 4 3 ．08 －3 ．2 －3 ．12－3 ．12 古墳時代前期中頃

0 2、 隅 丸 方 形 4 ．8 ×4 ．72 4 3 ．04 －3 ．04 －2 ．6－2 ．96 ク
0 7ノ ・問 丸 五 角形 6 ．52 ×6 ．52 5 3 ．6－2 ．96 －3 ．0－3 ．68 －2 ．92 ク

0 3 隅 丸 方 形 4 ．8 ×4 ．68 4 3 ．0 －2 ．5 －3 ．0－2 ．5 ク

0 4 隅 丸 五角 形 7 ．2 ×6 ．72 5 3 ．36 －3 ．48 －3 ．12 －2 ．6 －3 ．5 ク

0 5 隅 丸 五角 形 8 ．0 ×7 ．55 5 3 ．6－3 ．44 －2 ．96－3 ．32－3 ．38 ク

0 6 隅 丸 方 形 4 ．72 ×4 ．6 4 2 ．2－2 ．48 －「2 ．65－3 ．28 ケ

0 8 方　　　 形 8 ．5 （推 定 ）×7 ． 2 1 ．88 ク

0 9 隅 丸 方 形 3 ．44 ×2 ．8 2 2 ．04 〃

1 0 隅 丸 方 形
－

2 （推 定）
－ ク

1 1 方　　　 形 6 ．4 ×5 ．84 4 3 ．4 －3 ．24 －3 ．31－3 ．52 ク

1 2 、 円　　　 形 4 ．8 ×4 ．8 4 2 ．6 －2 ．7 －2 ．5－2 ．7 ク
1 3 ノ 隅 丸 方 形 5 ．04 ×4 ．8 4 3 ．1－2 ．8 －3 ．2－2 ．7 ク

1 4 隅 丸 方 形 4 ．9 ×4 ．6 4 2 ．64 －2 ．24 －2 ．76 －2 古墳以降～奈良時代

挿表33　竪穴住居遣物観癖表

Sl－01

挿図番号

遺物番号
図版番号

取上げ‰ 器種 法　　 畳 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　 考

挿図 175

（Pol）
2 7 1 1 聾 復元口径14．8cm

口縁部外反する複合口緑。屈曲部の 口縁部、内外面横ナデ。肩部内面頸 胎土：小砂粒含む

稜は横につまみ出されシャープ。肩

部以下欠損。

部以下右方向へラ削り。外面ナデ。 焼成：普通
色調：内・淡褐色

外・暗褐色

挿図 175
・2 7 2 4 璽 復元口径13．7cm

口縁部外反する複合口縁。屈曲部の ロ緑部内外面共に横ナデ。外面肩部 胎土：小砂粒含む
稜はシャープ。頚部は短かく肩部に 櫛措きによる直線文。内面右方向の 焼成：普通

（Po2） 続く。 ヘラ削り。 色調：内・淡褐色
外・淡明褐色

挿図175
2 7 1 5

接合
（2704）

聾 復元口径 15cm

口縁部外反する複合口緑。屈曲部の 口縁部、頭部内外面共に横ナデ。外 胎土：小砂粒含む

稜は鈍い。口緑端部やや角ぼる。頸 面胴部櫛描きによる不規則なパケ目、 焼成：普通
（Po3） 部は短かく肩部につづく。 波状紋が施される。内面胴部左方向へ

ラ削り。

色調甥 〕淡褐色

挿図175

1 7 2 聾 復元口径15．3cm

口緑部外反気味に立ち上がる複合口 口緑部、頚部内外面共に横ナデ。外面 胎土：石英を多量に含む
（Po4） 緑。屈曲部の稜は鈍い。口緑端部は 肩部、胴部頗方向のパケ目。内面右 焼成：不良

図版

79－1

わずかに外反し丸く終わる。 方向へラ削り。 色調甥 〕淡褐色

挿図175
（Po5）

図版

79－2

2 7 0 5 蜜 復元口径 18cm

口緑部外反する複合口緑。屈曲部の 口縁部内外面共に横ナデ。外面肩部 胎土：小砂粒を含む
稜はやや鈍い。頸部は短かく、なだ 櫛措きによる直線文、その下キザミ 焼成：普通

らかな肩部、胴部に続く。口緑端部

は角ぼる。

目。胴部横方向パケ目が少々見える。

肩部、胴部内面横方向へラ削り。

色調甥 〕明茶褐色

挿図 175

（Po6）
2 7 0 4 聾 復元口径15．6cm

口緑部外反する複合口縁。屈曲部の 口緑部、頸部内外面共に横ナデ。内 胎土：小砂粒を含む

稜は横につまみ出されシャープ。肩
部以下欠損。

面頚部以下右方向へラ削り。 焼成：普通
色調：内・淡褐色

外・暗褐色

挿図 175

2 6 8 9 聾 復元口径16．2cm

口緑部外反気味に立ち上がる複合口 口縁部内外面共に横ナデ。内面頭部 胎土：石英を含む
（Po7）

図版

79－3

埠。厘畢邸の稜はやや鈍い。ロ緑端
部は角ぼる。

以下より右方向へラ削り。 焼成：不良
色調甥 〕黄灰褐色

挿図 175

（Po8）
3 1 2 3 聾 復元口径16．6cm

口縁部外反気味に立ち上る複合口緑。口緑部、頚部内外面共に横ナデ。内 胎土：石英を含む
端部は丸く終る。屈曲部の稜はやや

鈍い。
面頸部下右方向へラ削り。 焼成：普通

色調：内・淡茶褐色
外・淡褐色

挿図 175
（Po9）

2 6 9 0 聾 復元口径 19cm

口緑部外反気味に立ち上がる複合口．ロ緑部、頭部内外面共に横ナデ。内 胎土：小砂粒を含む
縁。屈曲部の稜はやや鈍い。口緑端

部平坦。外に肥厚する。

面頸部以下左方向へラ削り。 焼成：普通

色調甥 〕淡褐色

挿図 175
（PolO）

2 5 6 3 璽 復元口径17．6cm

口緑部外反する複合口緑。屈曲部の 口緑部、頸部内外面共に横ナデ。ナ 胎土：小砂粒を含む

稜は横につまみ出され鋭い。ロ緑端
部は外側にカット気味。

デによる凹凸がみられる。 焼成：普通
色調甥 〕明褐色

挿図 175

2 7 1 3 高塀 口径　 19．8cm

内湾気味に立ち上がる深い杯部。口 口緑部内外面横ナデ。以下外面縦ハ 胎土：石英を含む
（P d＿1）

図版

79－4

縁端部は丸く終わる。 ケの後ナデ。内面縦方向のヘラ磨き。焼成：普通

色調：究〕淡褐色

－228－



挿図番号
遺物番号

図版番号

取上げ‰ 器種 法　　 畳 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 175
2 7 0 7

高塀
口径　　 22 ．7cm

内湾気味 に開く浅い杯部。口縁端部 外面杯部横方向へラ磨 き。内面口緑 胎土 ：石英 を含む
（P o 12） 接ノ女 は丸 く終わる。 部横方向へ ラ磨き。以下縦方向へラ 焼成 ：普通
図版

79－ 6

口
（3125）

（杯部） 磨き。 色調 甥 〕明褐色

挿図 175
2 7 0 9

高塀

口径　　 26 ．8cm
外反気味に開く深い杯部と長い柱状 杯部外面横方向へ ラ磨 き。内面横方 胎土 ：小砂粒を含む

（P o13） 接合 部から 「ハ」の字状 に開 く裾部をも 向パケ目の後放射状 のヘラ磨き。外 焼成 ：普通

図版

79－ 7

2701・2703 脚径　 18 ．1cm つ脚部。口縁端部、脚端部 は面を意 面柱状部脚縦方向へラ磨 き。、内面柱 色調 甥 〕．淡褐色

（2‡32・2721
器高　　 20 ．8cm 識 しなが らもやや丸く終 わる。 状 部上半左方向へラ削 り。裾部内面

横方向パケ目後ナデ。

挿図 175

2 6 9 1 高士不 脚径　 12．6cm

脚部 は短かく 「ハ」の字状 に開 く。 脚部内外面共 に横ナデ。はげしいナ 胎土 ：石英 を含む

（P o14）

図版

79－ 5

脚端部は丸く終わる。 デによる凹凸がみられる。 焼成 ：普通
色調 ‥定日 炎赤褐色

内外面赤色塗彩

挿図 176
（S l ）

図版

79－ 8

3 1 2 6 砥石

長 さ　　 33．3cm

幅　　 35．5cm
厚 さ　　　 7．2cm

重 さ 14 ，968g

表面が擦 り面。 （石材）
無斑晶安山岩

挿図 176
（S 2 ）

図版

79－ 9

3 1 2 8 砥石

長 さ　　 26．9cm
幅　　 31．3cm

厚 さ　　　 7．3cm
重 さ 10，300g

両面が擦 り面 （石材）
両輝石安山岩

挿図番号
遺物番号

図版番号

取上げ‰ 器種 法　　 畳 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 178
2 6 4 0 士宝E 復元口径10 ．4cm

口緑部は立ち上が り短 くやや内傾 し 口縁部内外面横ナデ。外面肩部 4 条 胎土 ：砂粒、石英含む
ている。屈曲部の稜は鋭い。口縁端 櫛措 き直線文。内面頚部以下右方向 焼成 ：普通

（P o l） 部は丸い。 わへ ラ削り。 色調 ：内 ・淡灰褐色

外 ・淡褐色

挿図 178
2 6 4 2 こ士チ 復元口径20 ．6cm

口縁部は外 に開 く複合口縁。屈曲部 口緑部内外 面横ナデ。外面頚部以下 胎土 ：砂粒含む
の稜はやや鋭い。 口縁端部はやや丸 縦のパケ目　 内面頚部 にしぼり　 以 焼成 ：良好

（P o2） 笠 い。 〇　　　　　　　　、ロ　　　　　　　　　　　　○
下右方向のヘラ削 り。 色調 甥 ‖ 炎茶褐色

挿図 178

2 0 3 9 士 口径　 19 ．5cm

口縁部は外に開く複合 口縁。屈曲部 口綾部内外面積ナデ。外面肩部にへ 胎土 ：砂粒

（P o 3） の埠は鋭 い。口緑端部はわずかに内 ラ状工具 による刻み 目が施 される。 0．h mの石英含む

図版

80－ 2

ヨ互 傾す る。 内面頚部 にしぼり。以下右方向のへ

ラ削 り。
焼成 ：普通
色調 甥 〕淡褐色

挿図 178
（P o 4）

2 6 4 4 聾 復元口径15．8cm

口緑部 は外へ 開く複合口縁。屈曲部 口緑部内外面横ナデ。頚部以下右方 胎土 ：石英粒、雲母 を少量 ．

の稜はやや鋭い。 向のヘ ラ削 り。 含む
焼成 ：良好

色調 甥 〕灰褐色

挿図 178
（P o 5）

2 6 4 1 璽 復元口径 16cm

口緑部は外へ開 く複合口縁。屈曲部 口緑部内外面横 ナデ。内面頚部以下 胎土 ：長石、石英 を含む
の稜は鋭い。 口緑端部はやや角ぼる。 右方向のヘ ラ削り。 焼成 ：普通

色調 甥 〕淡黄灰褐色

挿図 178
（P o e）

2 0 3 8
接合
（2498）

聾 復元口径17 ．8cm

口縁部は外へ開 く複合口縁。屈曲部 口緑内外面横ナデ。内面頚部以下右 胎土 ：1 ～ 2m mの長石、

の稜はやや鋭い。口縁端部は丸い。 方向のヘ ラ削 り。 石英含む
焼成 ：普通

色調 ：内 ・乳 白色
外 ・スス付着

挿図 178
（P o7）．

2 6 3 5 聾 復元 口径17 ．8cm

口綾部は外へ開 く複合口緑。屈曲部

の稜は鈍い。口縁端部は丸い。
口綾部内外面横ナデ。 胎土 ：1 ～ 2mm の石英含む

焼成 ：普通
色調 甥 〕乳摘

挿図 178

（P o8）
2 0 4 4 聾 復元口径17．5cm

口緑部は外へ開く複合口緑。屈曲部 口緑部内外面横ナデ。郊部以下右方 飴土 ：石英粒 を含む

の稜は鋭 い。口縁端部 は丸い。 向のヘ ラ削り。 焼成 ：良好
色調 ：内 ・淡灰褐色

外 ・淡茶褐色

挿図 178
（P o 9）

－2 6 4 4 聾 復元口径19．2cm

口緑部 は外へ 開く複合 口縁。屈曲部 ／
口緑部内外面横ナデ。頚部以下右方 胎土 ：石英粒 を含む

の稜は鋭い。口縁端部は丸い。 向のヘ ラ削 り。 焼成 ：良好
色調 ：内 ・疇茶褐色

外 ・暗黒灰色

挿図 178
2 0 4 2 聾 復元口径 19cm

口緑部は外へ開 く複合口緑。屈曲部 口緑部内外面横ナデ。外面肩部 6 － 胎土 ：0 ．5～1mm の長石、

の稜は鋭い、。 口緑端部は強いナデに 7 条楠描 き直線文。内面頚部以下右 石英含む

（P o lO） よる凹凸がみられる。 方向のヘ ラ削り。 焼成 ：良好

色調 ：内 ・暗黒灰褐色
外 ・スス付着

－229－



一掃図番号
遺物番号

図版番号

取上げ‰ 器軽 法　　 畳 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 178
（P o ll）

2 0 5 7 要 復元＝径 19cm

［綿鵡 Iは 外に開 く複合口縁。屈曲部 口縁部内外面横ナデ。外面肩部に縦 胎土 ：砂粒

の稜は鋭い。 ロ縁端部はやや丸い。 のパケ目。内面頸部以下へラ削 り。 0．h mの石英含む
焼成 ：良好

色調 潔 白 炎褐色

挿図 178

（P o 12）
2 0 4 ∩ 婆 復元 口径19 ．7cm

口縁部は外へ開く複合 口縁。屈曲部 口縁 頚部内外面横ナデ。内面頚部以 胎土 ：石英、砂粒を含む
の稜はやや鋭い。口縁端部は丸い。 下右方向のヘラ削 り。 焼成 ：普通

色調 ：究〕淡黄灰褐色

挿図 178
2 6 3 8
接 合

（2922）

高塚
復元 口径28 ．3cm

外方に開くやや浅めの士不部。口縁端 外面口縁部縦方向のヘ ラ磨き、中位 胎土 ：小砂 を含む
（P o 13） 部は、さらに外反 しやや平坦。杯底 から下 にかけて縦方向のパケ目後綻 焼成 ：普通

図版
80－ 2

（杯部） 部外面に小孔 をもつ。 方向のヘ ラ磨き、内面縦方向のヘラ
磨 き。

色調 甥 〕淡褐色

挿図 178
（P o 14）

図版
80－ 3

2 0 4 5
鼓形器台 復元口径25．6cm

受部内湾気味 に外方に開き、口縁端 外面受部横ナデ。中位 に一部へ ラ状 胎土 ：石英 を含む
部は丸い。屈曲部の稜はやや鈍い。 工具による文様が見られる。内面受 焼成 ：普通

接 合

（2058）

部縦 のヘ ラ磨き。端部横へラ磨 き。

筒部横方向へラ磨 き。脚部右方向へ

ラ削 り。

色調 頂 〕淡褐色

挿図 178
2 6 3 9

鉢 復元口径28 ．2cm

口縁部外反気味 に立 ち上が る複合口 口縁部内外面共 に横ナデ。外面肩部 胎土 ：石英粒 を含む
接合 縁。屈曲部の稜はやや鈍い。頚部は 櫛描 きによる直線文。波状紋 を施す。・焼成 ：不良

（P o 15） （芸3雲3 ’2033） 短か く肩部やや張 る。口緑端部面 を

意識 しながら外 に肥厚する。
胴部不規則なパケ目。内面右方向へ

ラ削 り。

色調 ‥究〕黄 白色

挿図 179
（P o16）
図版

80－ 4

2 6 3 6
接合
（1811）

甑
型土器

復元口径40 ．5cm
残 存 高62．6cm

ほぼ直線的 に外方 にむかって開く胴 内面口縁部横ナデ。把手部右方向の 胎土 ：小砂を含む
部は底部付近ですぼまる。 ヘラ削 り。胴部上位上方向のヘ ラ削

り後右方向のヘラ削 り、下位上方向
のヘ ラ削 り、底部付近右方向のヘ ラ
削 りが見られる。外面口緑部から胴

部上位パケ目後横ナデ。下位縦方向

のパケ目、底部付近には不規則 なパ
ケ目が見られる。

焼成 ：普通

色調 ‥究〕淡白褐色

挿図 179
（S l ）

2 0 2 9
有溝
石錘

長 さ　　　　 8cm
幅　　　 5．5cm

厚 さ　　　 4．9cm

重 さ　　 329g

長軸 に直角に溝 を施 したもの。 （石材）

アプライ ト花崗岩

挿図 180

（S 2 ）
図版

80－ 5

2 6 6 0 磨石

長 さ　　 41 ．7cm
幅　　 23 ．6cm

厚 さ　 14 ．9cm

重 さ　 24 ，450g

表面磨耗痕。 （石材）

無斑晶安山岩

挿図 180
（ S 3 ）

図版80－6

2 6 6 9 磨石 重 さ　 1 ，14 5g
表面磨耗痕。一部欠損 （石材）

石英安山岩

挿図 180
（S 4 ）

図版80－7
2 6 6 8 磨石

長 さ　　 23．5cm
幅　　 26．5cm

厚 さ　　　 9．6cm

重 さ　 8 ，223g

表面磨耗痕。 （石材）

無斑晶安山岩

挿図 180

（S 7 ）
図版8ト1

2 6 6 7 磨石 重 さ　 3 ，781g
両面磨耗痕。 （石材）

無斑晶安山岩

挿困 180
（S 5 ）

ー図版80－8
2 6 6 2 砥石

長 さ　　 20．4cm
幅 ．　 22．4cm

厚 さr　 15．1cm

重 さ　 9 ，870g

両面が擦 り面。 （石材）
両輝石安山岩

挿図 180
（S 6 ）
図版80－6

2 6 5 1 砥石 重 さ　　 723g
表面 が擦 り面。 （石材）

石英安山岩

挿図 180
（S 8 ）

図版80－6
2 6 4 9 砥石 重さ　　 393g

両面が擦 り面。 ・（石材）

石英安山岩

挿図 179
（J l ）

図版81－2

1 8 3 3 玉 復元長径 2 ．1cm
半分欠損。 両側穿孔。 （石材）

滑石
色調 ：黒色

挿図番号

遺物番号
図版番号

取上げ‰ 器種 法　　 量 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 183
（P ol）

図版8二ト3

2 5 0 7 璽 口径　 14 ．2cm

口縁部は外へ 開く複合 口縁。屈曲部 口縁部内外面構ナデ。外面肩部に櫛 胎土 ：0．5～anm 長石、

の稜は鋭い。口縁端部はやや丸い。 描 き波状紋。条数不明。内面頸部以
下右方向のヘ ラ削り。

石英含む
焼成 ：普通

色調 頂 〕聖霊禦 付着
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挿図番号
遺物番号

図版番号

取上げ‰ 器渾　　　 法　　 量 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 183
2 5 4 8

婆 復元 口径17 ．8cm

口緑部は外へ開く複合 口緑。屈曲部 口緑部内外面横ナデ。外面はげしい 胎土 ：0 ．5－蝕1m 長石、
の稜はやや鈍い。口緑端部はやや丸 横ナデによ り凹凸が生 じる。内面顛 石英 含む

、．並’（P o 2） 接合
（2600）

い。 部以下右方向のヘラ削 り。 焼成 ．苫通
色調 渦 淡褐色

外面スス付着

挿図 183

2 5 2 2 婆 復元 口径18 ．4cm

口縁部は外へ開 く複合口緑。屈曲部 口縁部内外面横ナデ。内面頚部以下 胎土 ：0．5－1mm 石英含む

（P o3）

図版8ト4

の稜はやや鈍 い。口緑端部はやや丸

い。

右方向のヘラ削 り。 焼成 ：普通
色調 頂 〕讐票 ス付着

挿図 183
2 5 1 6 璽 復元口径15 ．5cm

口縁部は外へ開 く複合口緑。屈曲部 口緑部内外面横ナデ。外面肩部縦の 胎土 ：1 ～2 mm 長石、
の稜はやや鈍い。口緑端部 はやや角 パケ目、内面頸部以下右方向のヘラ 石英含む

（P o4） ぼる。 削り。 焼成 ：普通

色調 頂 〕竺票 ス付着

挿図 183
2 5 3 8 璧 復元口径 14cm

日緑部は外へ開 く複合口緑。屈曲部 口緑部内外面横ナデ。外面肩部 に横 胎土 ：0 ．5～h m 石英多量 に
の稜は鈍い。口緑端部は丸く、外に 方向のパケ目の後縦のハヶ月 。内面 含む

（P o5） 肥厚す る。 頚部以下右方向のヘ ラ削 り。 焼成 ：不良

色調 頂 〕暗茶灰褐色

挿図 183
2 5 2 6

璧 復元口径15．8cm

口綾部は外へ開 く複合口緑。屈曲部 口緑部内外面横ナデ。外面口緑部は 胎土 ：0 ．5～h m長石、

の稜は鈍い。口縁端部は丸い。 げしい横ナデにより小さな凹凸が生 石英含む

（P o 6） 接合 じている。肩部に 6－7条の波状紋。 焼成 ：普通
（2521・2525） 内面頚部以下右方向のヘ ラ削り。 色調 頂 〕淡褐色

挿図 183
（P o 7）

2 5 2 3 璽 復元 口径19 ．1cm

口縁部は外へ開く複合口緑。屈曲部 口緑部内外面横ナデ。外面肩部 に6 胎土 ：0 ．5へ」皿mの長石、
の稜は鋭 い。口緑端部 はやや丸い。 ～ 7 条の直線文。内面頚部以下右方

向のヘラ削 り。
石英含む

焼成 ：普通
色調 甥 〕芸票富 。

挿図 ．183 2 5 4 7

蛮
口径　 15 3cm

口緑部は外へ開 く複合 口緑。屈曲部 口緑部内外面横ナデ。外面肩部に縦 胎土 ：0．5－k m 長石、
の稜はやや鋭 い。頚部は短 く胴部 は のパケ目、胴部上半横のパケ目、以 石英含む

（P o8） 接合 胴部最大径 はなだらかな肩 をもつ縦長気味の球
ノ　　‾立　－　′7　欠

下不規則 なパケ目。内面頚部以下胴
⊥

焼成 ：普通

図版81・－5 （2542） 21．5cm 形。、眉部に 7 本の平行洗練、－6 条の 部　 位は右方向のヘ ラ削り。以下下 色調 ：内 ・淡褐色
波状紋。 から上方向のヘラ削 り。 外 ・暗褐色

一部スス付着

挿図 183
（P o 9）

2 5 1 4
高塀

（稀部）
復元口径24．8cm

外に開 く浅めの堵部。口縁端部は丸 稀部外面剥離のため不明。内面縦の 胎土 ：0 ．5～1mm長石含む

味 をもつ。 ヘラ磨 きの後横のヘ ラ磨き。 焼成 ：普通

色調 ：内 ・淡褐色

外 ・淡黄灰褐色

挿図 183
（P o lO）

2 5 2 4
高土不

（脚部）
脚径　 12．9cm

「ハ」の字状に開く裾部 をもつ脚部。脚部外面縦のパ ケ目の後磨 き。内面 胎土 ：0 ．5へ」皿m長石、
脚端部はナデ られ丸 く終 わる。 横方向のパケ目。 石英含む

焼成 ：普通
色調 甥 〕淡明褐色

挿図 183
（P oll）

図版8ト6
2 5 5 1 高土不 口径　 18 ．4cm

内湾気味 に聞 くやや深 い杯部。口緑 外面杯部口緑横ナデ。以下枯方面の 胎土 ：0 ．5～1mm長石、
端部はやや外反 し丸味 をもつ。 ヘ ラ磨きの後、縦方向のヘ ラ磨き。

内面杯部口緑描方面のヘ ラ磨 き以下
縦方向のヘラ磨 き。

石英含む
焼成 ：普通

色調 ：内 ・明褐色
外 ・暗 褐色

挿図 183

°（P o 12）
図版8ト7

2 7 8 8 低脚堵
口径　 12 ．3cm
脚径　　　 もm

器高　　　 6cm

内湾気味 に開 く深い杯部。 外面林部パケ日の後柏のヘラ磨 き。
内面縦方向のヘ ラ磨 き。

胎土 ：0 ．5－h m程度の石英
を少量含む。

焼成 ：普通
色調 ：究〕淡褐色

挿図 183

（S l ）
図版8ト8

1 8 7 3 軽石

長 さ　　　 5 ．9cm
巾　　　 3 ．5cm

厚さ　　　 2 ．5cm
重 さ　 10 ．1g

表面が擦 り面。 （石材）
軽石

挿図 184
（S 2 ）

図版8ト9
2 7 9 4 平石 重 さ　 6 ，977g

表面中央部付近が擦 り面。一部欠損。 （石材）
無頼晶安山岩

挿図 184

rS　3 ）

図版8ト10

2 9 4 2 平石 重 さ　 9 ，304g
両面が擦 り面。裏面一部欠損。 （石材）

角閃 石安山岩

挿図 184

（S 4 ）
図版8ト8

2 ．6 1 2 砥石 重 さ　 1 ，612g
表面％が擦 り面。 （石材）

輝石安山岩

挿図 184
（S 5 ）

図版8：ト8
2 6 1 4 砥石 重 さ　　 751g

両面が擦 り面。裏面一部欠損。 （石材）

角閃石安 山岩 （外輪山）

挿図 184
（S 6 ）

図版81－8

2 6 1 5 砥石 重 さ　　 583g
両面が擦 り面。一部欠損。 （石材）

黒雲母角閃石安山岩

－231－



挿図番号
遺物番号

図版番号

取上 げ‰ 器種 法　　 畳 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 184
（S 7 ）

図版82－1
8 7 3 5 砥石 重さ　 9 ，711g

表面が擦 り面。 （石材）
無斑晶安山岩

挿図 183
（J l ）

図版81－2
2 7 3 4 小玉

．長さ　　　 0 ．7cm

径　　　 0 ．7cm

両側穿孔。 材質 ：ガラス

色調 ：青色

．挿図番号
遺物番号

図版番号

取上 げ‰ 器種 法　　 畳 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 186
（P o l）

図版82－2

2 5 8 5
接合
（2595）

甑 復元口径42 ．2cm

ほぼ直線的に外方にむかって開 く。 目線部内外面横 ナデ。外面縦方向の 胎土 ：1 ～ 2mm の石英、
胴部 は底部付近ですぼま り筒状 の形 細 かいパケ目、把手部分及び周辺は 長石 を含む
態をなす。口緑端部は平坦面 をなす 横方向のパケ目が見 られる。内面胴 焼成 ：普通

型土器 残 存 高 6．2cm 胴上部 に縦位の環状把手を1対、下部
に横位の環状把手を 1 対つけ る。

部上位左方向のヘ ラ削り、底部付近
左方向のヘ ラ削り。

色調 ：究〕’淡褐色

挿図 188 2 5 8 9
士璽E 復元口径20 ．女m

口緑部は外反 し屈曲部の稜 はやや鈍 口縁部内外面横 ナデ。肩部外面 に刻 胎土 ：0 ．h m の石英、
く下 向きにつ まみ出されている。口 み目あ り。頸部内面に紋 日。肩部内 長石 を含む

（P o2） 接合 縁端部はやや角ぼる。肩部はなだら 面に右方向のヘラ削 りが見 られる。 焼成 ：良好
図版82－4 （2587） か。 色調 甥 ：淡褐色

挿図 188

（P o3）
2 5 8 6 聾 復元口径 18cm

口緑部は外反 し屈曲部の稜 は鋭 く、 口緑部内外面横 ナデ。外面頚部横方 胎土 ：1 mm の石英、
口緑端部はややカ ットされている。 向のパケ目、内面頚部右方向のヘ ラ

削り。
長石を含む

焼成 ：普通

色調 ：究〕淡褐色

挿図 188
（P o4）

図版82－5

2 5 8 8 高稀
復元 口径17 ．3cm

復元脚径13 ．2cm
器高　　 ‾12cm

深い碗状 の杯部 と短 い柱状部か ら 土不部外面上半横 ナデ後縦方向のヘ ラ 胎土 ：1mm の石英を含む
丁ハ」の字に開く裾部 をもつ脚部。口 磨き、中間に横方向のヘ ラ磨きが見 焼成 ：普通
縁端部、脚端部はややカ ット気味。 られる。下半縦方向のパケの後縦方

向のヘラ磨 き。土不部内面縦方向のへ

ラ磨 き、阿部外面横ナデ、脚部内面
右方向のヘ ラ削り脚端部横にナデる、

色酢 究〕淡褐色

挿図 188
（P d 5）

図版82－3
・2 5 9 3

高杯
口径　　 12cm

やや平坦な底部から外反気味 に立ち 杯部外面縦方向のパケの後横ナデ、 胎土 ：小砂を含む

上る浅い琢部。口緑端部は丸昧をも やや指圧痕が見られる。土不部内面縦 焼成 ：普通
（坪部） つ。 方向のヘラ磨 き、口緑付近に横方向

のヘ ラ磨き。

色調 甥 〕淡褐色

挿図番号

遺物番号
図版番号

取上げ‰ 器種 法　　 畳 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 190 3 2 0 4
聾 復元口’径13．7。m

口縁部は外反する複合 口緑。屈曲部 口縁部、頚部内外面横ナデ。肩部外 胎土 ：1 ～3 mm の石英
の稜はやや鋭 く、 口緑端部は丸い。 面縦方向のパケ目その下に波状文、 0 ．h mの長石を含む

（P o l） 接合 その下に横方向のパケ目が見られる 焼成 ：普通
図版82－6 （2485 ・2741） 肩部内面は右方向のヘ ラ削り。 色調 甥 〕淡褐色

挿図 190
（P o2） 2 7 4 0 璽 復元口径18．1cm

口縁部は外反する複合口緑。屈曲部

の稜は鈍い。口緑端部はややカッ ト
されている。

内外面横ナデ。 胎土 ：1 mmの長石 を含む
焼成 ：普通

色調 甥 〕淡褐色

挿図 190

（P o3） 2 7 4 6 聾 復元口径17．6cm

口緑部は外反する複合口緑。屈曲部

の稜 はやや鋭 く、口縁端部は丸い。

口緑部内外面横 ナデ。 胎土 ：－0．h mの石英 を含む
焼成 ：普通

色調 ：内 ・淡褐色
外 ・暗褐色

外面スス付着

挿図 190
（P o4）

図版82－7

2 7 4 1

璽 口径　 16 ．3cm

口緑部は外反 し屈曲部の稜は鋭 く、 口緑部、．頚部内外面横 ナデ。肩部外 胎土 ：0 ．h mの長石を含む
口縁端部はやや丸い。頚部短 く、な 面やや粗 い縦方向のパケの後横方向 焼成 ：普通

接合 だ らかな肩部 をもつ。 の細かいパケが見 られ、そのパケの 色調 ：内 ・淡褐色
i（…芸票：霊票） 上 に刻目が施 されている。内面胴部

右方向のヘ ラ刻 り。

外 ・暗褐色

外面全体にスス付着

挿図 190
（P o 5）

2 7 5 0
接合

（2751）
璽 復元 口径24 ．6cm

口緑部は外反す る複合 口緑。屈曲部 口縁部内外面横ナデ。頚部内面右方 胎土 ：小砂を含む
の稜は鈍 く、 口縁端部はナデにより

平坦。

向のヘラ削 り。 焼成 ：普通

色調 頂 〕淡褐色

挿図 190
（P o 6） 2 7 3 8 璽 復元口径21 ．6cm

口緑部は外反する複合口緑。屈曲部 口縁部内外面横 ナデ。頚部内面右方 胎土 ：小砂 を含む
の稜は鈍 く、 口縁端部は外へ肥厚し
丸 く終 わる。

向のヘラ削 り。 焼成 ：普通

色調 ：内 ・淡褐色
外 ・暗褐色
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挿図番号
遺物番号

図版番号

取上げ‰ 器種 法　　 量 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 190
（P o 7）

2 7 4 0 高稀 復元口径17．女m

外方 に開 くやや浅 い球部。 口縁端部
は丸い。

稀部内外面横ナデ。 胎土 ：0 ．玩m の石英、
長石 を含む

焼成 ：普通

色調 ：内 ・淡褐色
外 ・淡灰褐色

挿図 190
2 7 5 0

高塀
復元口径21．2cm

内湾気味 に立ち上 る稀部。口縁端部 杯部内面縦方向のヘラ磨 き、内面口 胎土 ：0 ．h m の石英を含む
はさらに外反 しやや丸い。 縁部横方向のヘラ磨 きがみ られる。 焼成 ：普通

（P o 8） （杯部） 杯部外面縦方向のパケの後横方向の

ヘ ラ磨き、外面口縁部横ナデ。

色調 甥 〕淡褐色

挿図 190
2 7 4 3 高塀

口径　　 26 3cm

外方に開く浅めの杯部と長い柱状部 杯部外面上半横方向のヘ ラ磨き、下 胎土 ：0 ．h m の長石、
からゆるやかに「ハ」の字状 に開く裾 半不規則 なパケの後縦方向のヘ ラ磨 石英 を含む
部 をもつ脚部。口縁端部は丸 く終 る。

山
き、杯部内面縦方向のヘ ラ磨き、柱 焼成 ：良好

（P o 9）

図版83－1
脚径　 15．8cm
器高　 18．8cm

脚端部に一条の凹線が見られる。 状部外面縦方向のヘラ磨 き、下半に

ややパケ目が見られる。脚部から更
に縦方向のヘラ磨 き、柱状 部内面右・
方向のヘ ラ削 り、脚部横方向のパケ

目。

色調 ‥究〕．淡明褐色

挿図 190

2 7 4 7
高上不

口径　　 25 ．3cm

平坦を底部から内湾気味 に立ち上が 外面稀部 口線上半横方向へ ラ磨き。 胎土 ：小砂粒を含む

（P o lO）・
図版83－2

る杯部。口綾部はやや外反する。 口 底部縦方向パケ目。内面口縁部様方 焼成 ：普通
（稀） 緑端部は丸 く終 わる。 向へ ラ磨き、杯部縦方向へ ラ磨き。 色調 頂 〕淡褐色

挿図 190

（P oll）

2 1 4 0
接合
（3205）

高土不
（脚部）

復元脚径16 ．1cm

「ハ」の字状 に開 く脚部。 脚部夕；面 縦方向のヘラ磨 き、脚部内 胎土 ：小砂 を含む
面横方向のパケ目後横 ナデ。 焼成 ：良好

色調 頂 〕淡褐色

挿図 190
（P o 12） 2 7 4 8 鼓形器台

受部上位、脚部欠損。受部 の稜は鋭 受部外面横ナデ。受部内面縦方向の 胎土 ：0 ．h m の長石を含む
くつまみ出されている。 ヘラ磨 き、筒部右方向のヘラ削 り。 焼成 ：普通

色調骨 暗灰褐色

挿図 190
（P o 13）

図版83－3
2 7 4 5 鼓形器台

復元口径21 ．5cm
脚径　 18 ．血m
器高　 13．9cm

受部、．脚部ともゆるやかに外反 し、 外面受部、脚部横ナデ。受部中位直 胎土 ：石英 を含む
端部 は丸 く終 わる。受部、脚部の稜 線文を施す。内面受部横方向のヘ ラ 焼成 ：普通
は鈍 い。 磨 き、脚部右方向のヘラ削 り。 色調 ：内 ・淡褐色

外 ・淡灰茶褐色

挿図 190
（S l ）

1 8 4 3 円礫石錘 重 さ　　 14 5g
桔円円礫の長軸の両端を打 ち欠いて

いる。

（石材）

安山岩質凝灰岩

挿図 190
（S 2 ）

2 4 3 2 円礫石錘 重 さ　　 113g
楕 円円礫の卑軸の両端を打 ち欠いて

いる。

（石材）

角閃石安 山岩

挿図番号
遺物番号

図版番号

取上 げ‰ 器種 法　　 畳 形　 態　 の　 特　 徴 ． 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 192
（P o l）

3 2 1 8 婆 復元口径15．2cm

口縁部は外反 し屈曲部の稜は鋭く、 口緑部、頚部内外面横 にナデる。肩 胎土 ：1mm の石英、長石を
口縁端部 は丸 く終 わる。 部外面に5 条以上の直線文。その下

に4 条以上の波状文が施 されている。
肩部内面は右方向のヘラ削 り。

含む
焼成 ：普通

色調 ‥究〕淡明灰褐色

挿図 192
（P o 2）

3 2 1 4 璧 復元口径15．血m

口縁部は外反 し屈曲部の稜はやや鋭 口縁部、頚部内外面横 にナデる。肩 胎土 ：小砂粒 を含む
く、口縁端部は丸 い。 部外面に9 条以上の湘 犬文が見られ

る。肩部内面は右方向のヘラ削 り。

焼成 ：普通

色調 ：内 ・淡褐色
外 ・暗褐色

外面スス付着

挿図 192
（P o 3）

3 2 1 1 低脚杯

浅めの杯部 と「ハ」の字に開 く脚部。 外面縦方向のパケ目その後に指圧痕
が見られる。土不部下位縦方向のパケ
の後横ナデ。外面脚部横ナデ。内面

杯部縦方向のヘ ラ磨き、脚部 右方向

のヘラ削 り。

胎土 ：0 ．h m の石英、長石
を含む

焼成 ：良好
色調 頂 〕灰褐色

内面に黒斑あり、外面脚部

にやや赤色塗彩 がみられ る

挿図番号

遺物番号

図版番号

取上 げ‰ 器種 法　　 畳 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 194
（P o l）

P it－ 3
3 4 1 8

婆 復元口径16 ．1cm

口縁部 は外反し屈曲部の稜は鈍 く、 口緑部内外面横ナデ。肩部内面右方 胎土 ：0 ．5へ」皿mの石英 を含
下向きにつまみ出 されている∩　口緩
端部はやや角ぼり、外へ肥厚す る。

向のヘ ラ削 り。 む
焼成 ：普通

色調 ‥究〕淡 褐色

外面スス付着

－233－



挿図番号
遺物番号

図版番号

取上げ‰ 器種 法　　 蟄 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 194
2 5 2

高上不
口径　 11．8cm

深 い碗状 の杯部と短い柱状部か ら大 杯部外面横方向のヘ ラ磨き、その下 胎土 ：0 ．h mの長石、
きく広がる裾部をもつ脚部。口緑、 から脚部にかけて縦方向のパケの後 石英を含む

（P o 2） （6 トレンチ） 器高　　 8 ．8cm 脚端部は丸い。 横方向のヘ ラ磨き。脚部 中位不規則 焼成 ：普通
図版83－4 脚径　　 12cm なパケ目、その下横方向のパケ目。 色調 頂 〕淡褐色

挿図 194
（P o 3）

3 5 9 1
高棒

（脚部）
脚径　　 13cm

「ハ」の字状 に開 く裾部をもつ。脚 脚部外面縦方向のヘ ラ磨き後横方向 胎土 ：1 mmの石英、
端部 カット後ナデ。 のヘ ラ磨き。脚部 内面上から下方向

のヘ ラ削 り、裾部横 にナデる。

長石 を含む

焼成 ：普通
色調 甥 〕暗灰茶褐色

挿図番号
遺物番号

図版番号

取上げ‰ 蕃極 法　　 畳 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 197
3 4 7 4
接合

（3314）

婆 複元日径31 ．2cm

口縁部外反気味 に立ち上がる複合口 口縁部内外面共に横にナデる。外面 胎土 ：長石を含む
縁。屈曲部の稜は鈍い。口縁端部は 肩部縦方向パケ目。内面右方向へ ラ 焼成 ：普通

（P o l） 外に肥厚 しやや丸 く終 わる。 削 り。 色調 漂 白 炎褐色

挿図 196
（S l ）

図版83－5

3 4 7 3 磨石 重さ　　 245g
全面 に磨耗痕 。 （石材）

角閃石安山岩

挿図 198

（S 2 ）
図版83－6

3470・34 71 砥石 ．重さ 10，645g

表面中央部付近 に砥 面が見 られその

周辺に擦 り面。
（石材）

無斑晶安山岩

挿図 198
（S 3 ）

図版83－7
3 4 6 7 平石 重さ 18，682g

表面が擦 り面。 （石材）

中生代火山岩類

挿図 198
（S 4 ）

3 4 6 6 平石 重さ 17，69勾
両面が擦 り面。 （石材）

角閃石安山岩 （古期）

挿図番号

遺物番号

図版番号

取上げ‰ 器種 法　　 登 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 200
4 2 1 4 聾 復元口径17 ．6cm

口縁部外反気味 に立 ち上が る複合口

縁。屈曲部の稜はやや鋭 い。頭部は

口縁部内外面共 に横にナデる。外面

はげ しいナデによる凹凸がみ られる。

胎土 ：石英 を含む
焼 成 ：普通
色調 渦 淡褐色

外面スス付着

（P ol） 短か くなだ らかな肩部、胴部 に続 く。 肩部櫛描 き直線文。胴部 斜めのパケ

目、内面右方向へ ラ削 り。

挿図 200

（P o2 ）
4 2 1 4

高塀

（杯部）
復元 口径22 ．如m

平坦 な底部 から外に開 く稀部。杯部 外面口綾部桟にナデる。底部縦方向 胎土 ：石英 を含む

口緑端部丸い。 パケ目。内面放射条へラ磨 き。 焼成 ：普通

色調 甥 〕細 色

挿図　 200
（P o3）

図版83－8

4 2 1 4 低脚杯
復元 口径21 ．8cm
脚径　　 6 ．5cm
器高　　 5 ．4cm

浅めの杯部 に 「ハ」の字状に開く脚 外面口縁部縦 方向パケ目その下縦方 胎土 ：石英 を含む
部 をもつ。口縁端部はカット。脚端 向へ ラ磨 き。内面不規則なパケの後 焼成 ：普通
部は丸 く終 わる。 縦方向へ ラ磨き。 色調 頂 〕明褐色

挿図番号

逸物番号

図版番号

取上げ‰ 革種 法　　 量 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 203
（P o l）

4 4 2 7 士竺E 復元口径35．4cm

口縁部内傾 して立ち上がる複合口縁。 口縁部外面剥離 しているため不明。 胎土 ：石英 を含む
長めの頸部をもつ。器壁は厚い。口 頸部縦方向パケ目を施す。内面口縁 焼成 ：普通
縁端部 は面を意識 しなが ら外 に肥厚

す る。

部ナデ。頸部横方向パケ目を施 す。 色調 ‥定日 炎黄褐色

口縁端部 にやや赤色塗彩が
見られる。

挿図 203
（P o 2）

図版84－1
4 4 2 4

小型
口径　　 7．2cm
器高　　 9．4cm

最大径　 9．8cm

口綾部ほぼ直立に立 ち上がる 「く」 外面横方向のヘラ磨 き。内面口縁部 胎土 ：小砂粒を含む

の字状口縁。口緑端部は丸 く終わる。 横ナデ。胴部上半削 り後ナデ。下半 よ 焼成 ：普通
丸底壷 胴部球形。最大径は胴部中位にある。 り底部へラ削 り。 色調 ‥究〕淡褐色

挿 図 203

（P o 3）
4 4 2 3 璽 復元口径15．7cm

口縁部外反す る複合口縁。屈曲部の 口緑部内外面共に横ナデ。外面肩部 胎土 ：小砂粒を含む

稜は鈍い。頚部はやや長め。 縦方向パケ目。内面右方向へ ラ削 り。焼成 ：普通
色調 ‥究〕灰褐色

－234－



挿図番号

過物番号
図版番号

取上 げ‰ 器種 法　　 畳 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 203
4 4 2 6

慈 復元口径　 28cm

口緑部外反気味 に立 ち上 がる複合 口

緑。屈曲部の稜は横につ まみ出され
口緑部内外面共 に憤 ナデ。 胎土 ：石英 を含む

焼成 ：良好

（P o 5） 接合

（4421）

やや鈍い。口緑端部の面はカ ット気

味で外に肥厚す る。
色調 骨 明褐色

口縁部 黒斑 あり

挿図 202
（S l ）

図版84 －2
4 4 2 9 平石 重さ 12 ，248g

表面が擦 り面。 ．（石材）
角閃石安山岩

SI－12e13

挿図番号

遺物番号

図版番号

取上げN。 器極 法　　 量 形　 態　の　特　 徴 手　 法　の　特　 徴 備　　　　 考

挿図205

4 5 8 4 一二土ご宣E 復元口径 13cm

口綾部内湾気味にやや長く立ち上る 口縁部内外面横ナデ。頚部以下左方 胎土：0．5へ1期mの石英含む

（Pol）

図版84－3

複合口縁。屈曲部の稜は退化気味で

わずかに横につまみ出す。口縁端部
は丸い。

向のヘラ削り。 焼成：不良
色調：究〕淡褐色

挿図205
4 5 9 3 婆 復元口径15．6cm

口縁部は外へ開く複合口縁。屈曲部 口縁部内外面横ナデ。外面肩部に縦 胎土：0．5～h mの長石、
の稜はやや鋭い。口緑端部は外方に 方向のパケ目。内面頚部以下右方向 石英含む

（Po2） つまみ出し丸く終る。 のヘラ削り。 焼成：普通

色調：内・淡褐色
外・褐色

挿図205
（Po3）

4 5 8 9 慈 復元口径16．3cm

口綾部は外へ開く複合口縁。屈曲部

の稜はやや鋭い。口縁端部は丸い。

口綾部内外面横ナデ。 胎土：0．5－缶1mの長石、
石英含む

焼成：普通

色調頂〕淡褐色

一部スス付着

挿図205

（Po4）
4 5 9 5 聾 復元口径17．5cm

口綾部は外へ開く複合口縁。屈曲部 口縁部内外面横ナデ。外面肩剖縦ハ 胎土：0．5－h mの長石、
の稜は鋭い。口縁端部はやや角ぼる。ケの後横パケ。内面頭部に指圧痕。

以下右方向のヘラ削り。
石英含む

焼成：普通
色調頂〕淡褐色

一部スス付着

挿図205
（Po5）

4 5 9 7
接合
（4588・4602）

璽 復元口径16．8cm

口縁部は外へ開く複合口縁。屈曲部

の稜はやや横につまみ出されて鋭い。
口縁端部は丸い。

口縁部内外面横ナデ。 胎土：0．h mの長石少量、
砂粒含む

焼成：普通
色調：宕恒 炎黄灰褐色

外面スス付着

挿図205
（Po6）

図版84－4
4 5 9 0 璽 復元口径 16cm

口綾部は外へ開く複合日縁。屈曲部 口縁部内外面横ナデ。内面頚部以下 胎土：0．5～h mの長石、
の稜は鈍い。口縁端部は丸い。 右方向，のヘラ削り。 石英含む

焼成：不良

色調‥究〕淡褐色

挿図205

（Po7）
4 5 9 4 婆 復元底径4．2cm

わずかに平底の底部から、外方へ大 外面縦方向のパケ目。内面下から上 胎土：0．h mの石英砂粒含
きく開き、胴部へつづく。 へのヘラ削り。指圧痕あり。 む

焼成：普通

色調：内・淡褐色
外・暗褐色

一部スス付着

挿図205
4 5 8 7

高土不
復元口径19．2cm

斜めにひらく杯部。口縁端部は丸味 土不部外面横方向のヘラ磨き。底部に 胎土：砂粒含む
をもつ。 パケ目が見られる。内面口綾部横の 焼成：普通

（Po8） （杯部） ヘラ磨き後、縦のヘラ磨き。 色調‥定日炎褐色

挿図205

4 5 9 6 低脚杯
口径　 12．鮎m

浅い杯部に短く「ハ」の字状に開く ［」綾部近くの外面は横ナデ調整によ 胎土：0．h mの石英多夏に
脚部。口縁端部は丸味をもつ。 ってパケ目がナデ消されている。杯 含む

（Po9） 脚径　　　 5cm 部不規則なパケ目。土不部内面は横ナ 焼成：不良
図版84－5 器高　　 4．8cm デの後へラ磨き。脚部内外面ナデて

いる。

色調‥究掴 褐色

挿図205

4 5 9 8 鼓形器台 復元口径　24cm

受部、脚部ともゆるやかに外反して 外面受部、脚部横ナデ。内面受部へ 胎土：0．2－血m石英含む

（PolO） いる。筒部上下の楼はやや鋭い。 ラ削り後ていねいに横方向のヘラ磨 焼成：良好

図版84－6 受端部は九時をもつ。脚端部欠損。 きを施す。脚部へラ削り後ややあら

くヘラ磨きを施す。
色調：宋〕淡褐色

挿図205
4 5 9 8

鼓形器台
復元口径　25cm

受部内湾気味に外方に開く。屈曲部 受部外面横ナデ。受部内面横方向の 胎土：砂粒含む
の稜は鋭い。口縁端部に1条の凹み ヘラ磨き。頸部左方向のヘラ削り。 焼成：普通

（Poll） （受部） をもつ。 色調‥究〕淡黄枇

挿図205
4 5 9 1

鼓形器台
復元口径21．8cm

受部内湾気味に外方に開き、日縁端 受部外面積ナデ。受部内面横方向の 胎土：0．2－0．h m石英含む
部でさらに外方向に開く。日縁端部 ヘラ磨き。頚部へラ削り。 焼成：普通

（Po12） （受部） 丸い。受部の稜はやや鋭い。 色錮：内・明褐色

外・淡褐色

－235－



挿図番号

遺物番号
図版番号

取上げ‰ 器種 法　　 登 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 205
（P o 13）

4 5 9 6
鼓形器台
（脚部）

復元脚径21．＆m

脚部の稜 はやや鋭 い‾。脚端部は丸い。 脚部外面は横ナデ。内面右方向のへ

ラ削 り。脚端部横ナデ。

胎土 ：0 ．5～h mの石英含む
焼成 ：普通

色調 甥 〕淡褐色

黒斑 あり

挿図 205
（S l ）

4 5 8 2 砥石 重さ　　 461g
表面が擦 り面。 （石材）

凝灰質砂岩

挿図番号
遺物番号

図版番号

取上げ‰ 器種 法　　 畳 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 206

（P o l）
8 3

蓋
（須恵器） 復元 口径17．2cm

口緑端部は丸い。 口緑部内外面横ナデ。 胎土 ：緻密
焼成 ：良

色調 ：内 ・淡青灰色
外 ・青灰色

挿図 206

（P o 2）
7 8 璽

l

口緑端部は丸い。

l

口緑部内外面横ナデ。 胎土 ：0 ．h m 程度の石英、
長石 を含む

焼成 ：普通

色調 ‥針 炎褐色

外面スス付着
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2　掘立櫨建物（＄団）（挿図2⑳＄軸23頂、挿嚢3超◎35、凰版鍋ぬ鋼◎糾）

掘立柱建物はA区で18棟、B区で2棟、計20棟検出した。そのうち古墳時代のもの4棟、奈良

時代のもの2棟、古墳～室町時代のもの3棟、時期不明のもの11棟を確認した。時期不明のもの

のうち、1棟は束柱をもつ総柱の建物である。

＄随一馴（挿図調、挿衷鍼、図版鋤

位　　置　12Hグリッドの北西隅に位置する。

形　　態　　桁行2間（Pl～P3－3。Om。

P4～P6－2。88m）e梁行1間

（Pl～P4－2。08m e P3－P

6－2。08m）の建物で、主軸は

N－830－Eである。

櫨　　宍　　Plより、（0．56×0．48－0．2）

造　　物

時　　期

位　　置

形　　態

（0．56×0。4－0。18）（0。64×0。56

－0。18）（0。6×0。46－0。16）（0。56

×0。48－0。12）（0．52×0．48－0。21）

mを測る。

検出しなかった。

不明である。 挿図208　SBOl適構図

5随一◎2（挿図調　◎別、挿表別◎託、図版鍋）

8Fグリッドのほぼ中央に位置する。

桁行2間（酎1～P3－3。65m e P4～P6－3。65m）e梁行1間（Pl～P40

2。55m o P3～P6－2．55m）の建物である。主軸はN－460－Wである。

櫨　　穴　　Plより、（0。55×0。6

－0．2）（0。6×0。55－0．21）

（0。6×0。6－0．35）（0。52

×0。52－0。18）（0。6×0。

58－0．28）（0。55×0．55－

0。21）mを測る。

鱒筆事項　　建物内にSK－04が位

置している。

挿図209　SBO2遺物図
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遣　　物

時　　期

位　　置

形　　態

柱　　穴

遺　　物

時　　期

位　　置

形　　態

Plより、壷（Pol）が出土した。

遣物より、古墳時代の建物と者える。

＄国－⑳3（挿図別、挿衷鋼、図版閑）

7Fグリッドの南西部に位置する。

桁行2間（Pl～P3－2。86

m e p4－P6－2。98m）e梁

行1間（Pl～P4－1，76m e

P3－P6－上8m）の建物で、

主軸はN－450－Eである。

規模はPlより、（0。85×0。72

－0。28）（0。6×0．5－0。3）（0．8×

0．72－0。4）（0．8×0．7－0。38）

（0。48×0．44－0。2）（0．68×0。56

－0。33）mを測る。

検出しなかった。

不明である。

5随一⑳飽（挿図別、挿表別、図版閲）

6Fグリッドの北東に位置する。

桁行2間（Pl～P3－3。15m e P

4－P6推定3．0m）e梁行1問（Pl

～P4－1．95m e P3－P6推定1。85

m）の建物である。主軸はN－30－E

である。

櫨　　穴　　Plより、（0．43×0。4－0．26）（0。43

×0。42－0．26）（0。48×0。43－0。27）（0．

49×0．38－0。17）（OJlXO。47－0。25）

（一×－）mを測る。P6は撹乱によ

り消失している。

遺　　物　　検出しなかった。

時　　期　　不明である。

E

C⊃
⊂〕

N

q⊃
卜＿

ll

＝

1：

0　　　　　2m
巳二二二⊥二二∃

挿図211SBO3適構図
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＼
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ヽ

挿図別2　SBO4造構図

＄随一◎5（挿図劉　◎別、挿表鋼◎弱、図版閲）

位　　置　　5Fグリッドの中央部やや東寄りに位置する。

形　態　桁行2問（Pl～P3－3。1m e P4－P6－2。9m）e梁行1間（Pl～P4－1・

85m e P3～P6－2。2m）の建物である。主軸はN－830－Wである。
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櫨　宍　　Plより、（0。6×0。58－0．2）（0。71×0．

48－0。12）（0。8×0．7－0。2）（0。77×0。75

－0。2）（0。72×0．66－0。13）（0。9×0．65－

0。16）mを測る。

遺　　物　　Plより有脚小、

杯（Pol）を検出

した。

時　期　遣物より、鎌倉

時代迄下る可能性

がある。　　　　S＝％

挿図213S国05造物図

富国－⑳6（挿図別、挿衷鯛、図版閲）

位　置　　9Gグリッドの北西部に位置する。

形　　態　　桁行2間（Pl～P3－3。6m

e P4－P6－3。48m）e梁行

1間（Pl～P4－2．12m。P

3－P6－2。16m）の建物で、

主軸はN－370－Wである。

櫨　究　　Plより、（0。84×0，8－0。16）

（0。糾×0。6－0。44）（0。64×0。6

－0。28）（0。6×0。52－0。29）（0．

52×0。36－0。16）（0。56×0。48－

0．4）mを測る。

P3～P6で柱痕が認められた。

特筆事項　位置関係から、SI－05に伴

う建物と推測できる。

遺　　物　　検出しなかった。

o S＝「80

三三三三L二二十

挿図2掴　SBO5造構図
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毒

に
ll

エ：l

：80

挿図215　SBO6遺構図

時　　期　　不明である。

－：l三一「・：7（苗法上、言圭㍉生　罫軒つ

位　置　11Hグリッドの北東隅に位置する。

形　態　桁行2間（Pl～P3－4．08m e P4－P6－4。4m）e梁行1間（Pl～P4－3．

12m e P3－P6－2。96m）の建物で、主軸はN－340－Wである。

櫨　究　Plより、（0。52×0．44－0。27）（0。56×0。48－0。17）（0。4×0。4－0。29）（0。48×0。47

－0。28）（0・42×0。4－0。29）（0。68×0。6－0。4）mを測る。P3eP6では柱痕が認めら

れた。

特筆事項　位置関係から、SI－03に伴う建物と推測できる。
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挿図216　SBO7遺構図
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挿図217　SBO8遺構図

遺　　物　　検出しなかった。

時　　期　　不明である。

SB－⑳8（挿図別、挿喪鋼、図版翔

位　　置　　9Hグリッドの北西隅に位置する。

形　　態　桁行2間（Pl～P3－2。28m e P4－P6－2．48m e P7－P9－1．8m）・梁行

2間（Pl～P7－上8m e P2～P8－2。Om・P3－P9－2．2m）の建物で、主軸

はN－630－Wである。

櫨　　穴　　Plより、（0。72×0。4－0．33）（0。52×0．48－0。42）（0．56×0．44－041）（0．39×0．33

－0．34）（0．36×0。32－0．19）（0．44×0．42－0。24）（0．4×0。34－0。2）（0．4×0．25－0。14）
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特筆事項

遺　　物

時　　期

位　　置

形　　態

（0。76×0。32－0。13）mを測る。

位置関係から、SI－01に伴う建物と推測できる。

検出しなかった。

不明である。

＄随一的（挿闇別、挿衷鋼、図版剤）

11Fグリッドの東に位置する。

桁行2間（Pl～P3－3。8m

一推定2。3m oP3－P6－2。3

m）の建物で、主軸はN－220

－Wである。

櫨　究　　Plより、（0．36×0．35－0．

22）（0。47×0。4－0。17）（0．6×

0．5－0．25）（－×－）（0．9×0．

55－0．3）（0。65×0．55－0。34）

mを測る。P4は撹乱により

消失している。

遺　物　　P2より土師器片が出土し

ているが、図化できなかった。

時　　期　　遣物より、古墳時代の建物

と考えられる。
喝か

P4～P6－推定3。8m）。梁行1間（Pl～P4

一
！
　
　
　
　
1
－
－
＼

＄随一瑠⑳（挿図別、挿表別、図版剤）

位　置　　7Eグリッドの南東部に位置する。

形　態　桁行2間（Pl～P3－3．74

m・P4－P6－3．86m）・梁

行1間（Pl～P4－2。Om e

P3～P6－1．96m）の建物で、

主軸はN－580－Wである。

櫨　宍　Plより、（0．53×0。46－0．34）

（0。41×0。4－0．15）（0。56×0．52

遺　　物

時　　期

ー0．22）（0．54×0。54－0。24）（0．

46×0。36－0。22）（1．2×0．88－

0．3）mを測る。

検出しなかった。

不明である。

－241－

こ二

日

CD

－」

Cに）
⊂）

C⊃

ヨ

＼
＼

＼　　　　＼
＼　　　　＼

＼＼　＼

＼
＼

ヽ、＼＼

、挽舌こ＼こ＼、、コ

＼ヾ＼ご＼ここ

＼　　＼

＼＼＼＼崇
＼、＼

S＝1：80
0　　　　　1　　　　　2m

」一一　　i　　　」

挿図218　SBO9追構図
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5随一醐（挿図22⑳、挿表鋼、図版閲）

位　　置　　5Dグリッドの西に位置する。

形　　態　　桁行2間（Pl～P3

－4．4m・P4－P6－4．3

m）e梁行1問（Pl～

P4－2．95m e P3－P

6－2。95m）の建物で、

主軸はN－850－Wである。

櫨　　穴　　Plより、（0。32×0。32

遺　　物

時　　期

ー0。18）（0。41×0．38－0．

35）（0．32×0。3－0。55）

（0。68×0。63－0。43）（0。

45×0．32－0。3）（0．3×0

2－0。33）mを測る。

検出しなかった。

不明である。

SB－12（挿図221、挿表3超、図版72）

位　　置　　5Dグリッドに位置する。

形　　態　　桁行2間（Pl～P3－3。1

m e P4－P6－3。1m）e梁行

1問（Pl～P4－2。1m oP3

－P6－2。1m）の建物で、主軸

はN－850－Eである。

櫨　　穴　　Plより、（0。72×0。63－0。48）

遺　　物

時　　期

（0。57×0。43－0。37）（0。47×0。

45－0。29）（0。75×0。7－0。35）

（0。55×0．45－0。4）（0。5×0。5

－0。3）mを測る。

検出しなかった。

不明である。
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＄随一臓（挿図鍵、挿表別、図版閲）

位　置　　4mグリッドのほぼ中央に位置する。

形　態　桁行2間（Pl～P3－4。9m eP4－P6－5。2m）・梁行1間（Pl～P4－3．4

m e P4－P6－3．9m）の建物で、主軸はN－770－Wである。

櫨　宍　Plより、（0，5×0。42－0。2）（0。47×0。45－0。31）（0。42×0．35－0．3）（0．5×0．35－

0。28）（0。82×0．7－0。2）（0。55×0。4－0。3）mを測る。

遺　　物　　検出しなかった。

時　　期　　不明である。

挿図222　SB13追構図

S随一摘（挿図223、挿表3塊、図版72）

位　　置　　6Bグリッドの南東に

位置する。

形　　態　　桁行2間（Pl～P3

－3。95m e P4－P6－

4。1m）e梁行1間（Pl

～P4－2．3m e P　3－P

6－2。2m）の建物で、主

軸はN－420－Eである。

櫨　　宍　　Plより、（0。63×0。55

－0。2）（0．65×0。4－0。13）

（0。63×0。55－0。05）（1。0

×0。9－0。25）（0。77×0。7
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ー0。3）（1。2×0。85－0．38）mを測る。

遺　　物　　P5、P6より土師器片が出土しているが、図化できなかった。

時　　期　　遣物より古墳時代の建物と考えられる。

＄随一瑠5（挿図鍵、挿黄銅、図版悶）

位　　置　　7Dグリッドの北西に位置する。

形　　態　　桁行2間（Pl～P3－3。04m o

P4～P6－3。02m）e梁行1間（P

l～P4－2。18m e P3－P6－2。

14m）の建物で、主軸はN－660－W

である。

櫨　　穴　　Plより、（0．53×0。46－0。34）（0．

41×0．4－0．15）（0。56×0。52－0。22）

（0。54×0。54－0。24）（0。46×0．36－

0。22）（1．3×0。88－0。3）mを測る。

遺　　物　　検出しなかった。

時　　期　　不明である。
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挿図224　SB15遣構図

S随一帽（挿図2250226、番表3』035、図版73）

位　　置　　9Bグリッドの北西に位置する。

形　　態　　桁行3間（Pl～P4－6。6m oP7～P10－6．52m）e梁行2問（Pl～P7－4．2

m e P4－P10－4．24m）の建物で、主軸はN－650－Wである。

櫨　　穴　　Plより、（0。56×0．48－0．28）（0．64×0．52－0。28）（0。56×0．52－0。32）（－×一一0．

28）（0．56×0．52－0．2）（0．48×一一0。44）（0．44×0．28－0．12）（0．44×0。44－0．2）（0．52

×0。52－0。24）（0。52×0。6－0．4）mを測る。

P6で柱痕が認められた。

遺　物　P5より須恵器球（Pol）、＼＝主己ク
PlOより杯（Po2）を検出した。

時　　期　　遣物より、奈良時代の建物と

考えられる。

pol O　2S＝1：4　10cm

挿図225　SB16遺物図

SB－17（挿図227、挿表34、図版73）

位　　置　　7Bグリッドの南東隅に位置する。

形　　態　　桁行3間（Pl～P4－5．68m・P7－P10－5。76m）・梁行2問（Pl～P7－

3。58m e P4－P10－3．76m）の建物で、主軸はN－370－Eである。

櫨　　穴　　Plより、（0．48×0．52－0．36）（0．64×0．6－0．28）（0．52×0．56－0．4）（0．4×0．76－

0．4）（0．52×0．64－0。36）（0．52×0．56－0．24）（0．56×0．6－0。36）（0．56×0。52－0．36）

（0．48×0．4－0。24）（0。92×0．6－0．52）mを測る。
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挿図227　SB17遺構図
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PlOで柱痕が認められた。

特筆事項　　SB－17（P9）とSB－18（P8）が切りあう。切り合い関係はSB－18よりS

B－17の方が新しい。

遺　　物

時　　期

位　　置

形　　態

柱　　穴

遺　　物

時　　期

位　　置

形　　態

P3、P9で杯口縁片（赤色塗彩）を検出したが、小片のため図化できなかった。

SB－18との切り合い関係と、遣物より奈良時代の建物と考えられる。

SB一柑（挿図228、挿表34）

7Cグリッドの南西隅に位置する。

桁行3間（Pl～P4－4。48m o P7－P10－4．68m）。梁行2間（Pl～P7－

3。52m e P4－P10－3。24m）の建物で、主軸はN－570－Wである。

Plより、（0。4×0。36－0。28）（0。28×0．36－0。2）（0。48×0。48－0．25）（0。4×0。36－

0，28）（0。36×0。4－0。2）（0。44×0。4－0．36）（0．36×0。32－0。28）（0。36×0。36－0。24）

（0．52×0。52－0。2）mを測る。

P4で土師器片を検出したが、小片のため図化できなかった。

遣物より、古墳時代の建物と考えられる。

2m

挿図228　5馴8遺構図

＄随一柑（挿図詑　◎調、挿喪鋼◎3、図版悶◎鋼）

26Kグリッドの南東隅に位置し、一部27Kグリッドにかかる。

桁行2間（Pl～P3－3。84m e P4～P6－3。88m）e梁行1問（Pl～P4－

3。32m e P3－P6－3。72m）の建物で、主軸はN－680－Wである。

櫨　　宍　　Plより、（0。87×0。6－0。55）（0。9×0。55－0。35）（0。57×0。6－0。32）（0。55×0。5－
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0。35）（0。82×0。6－0。4）（0．73×0．6－0。5）mを測る。

遺　物　　Plより杯（Po2）、P5より灯明皿（Pol）と砥石（Sl）が出土した。

時　　期　　遣物より、室町時代迄下る可能性がある。

挿図229　SB19適構図

＄随一2⑳（挿図調、挿表別、図版鋼）

位　　置　　25Hグリッドの北東隅に

位置し、一部24Hグリッド

にかかる。

形　　態　　桁行3間（Pl～P4－

4．75m e P5－P8－4。7

m）e梁行1間（Pl～P

5－2。4m o P4－P8－2．

75m）の建物で、主軸はN

－240－Eである。

櫨　　究　　Plより、（0。49×0．34－

0。2）（0。3×0。27－0。15）（0．4

×0．36－0。22）（0。43×0．4－

0。25）（0。4×0。4－0。17）（0。

45×0。3－0。15）（0．5×0。3－

日
l

卜一一－一一一」

ユ⊂⊃ユ

Sl

0　2　S＝1：4

」二二㌧∵＿1日（。一

掃図230　SE＝9適物図

0。23）（0。47×0。4－0。3）mを測る。　　　　輝図23瑠　＄随2⑳遺構図
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遺　　物　　P3より須恵器片が出土しているが、図化できなかった。

時　　期　　遣物より、古墳時代以降と老えられる。

挿表34　掘立柱建物一覧表

遺構 名 桁 ×梁 （間） 桁　 行 （m ） 梁　 行 （m ） 長 方 形 度 床 面 積 （ポ ） 主 軸 方 向 時　　　 期

S B － 0 1 2 × 1 3 ．0 2 ．8 8 2 ．08 2 ．0 8 1 ．4 4 6 ．1 7 N －8 3 0－ E 不　　 明

S B － 0 2 2 × 1 3 ．6 5 3 ．6 5 2 ．55 2 ．5 5 1 ．4 3 9 ．3 0 N －4 6 0－ W 古 墳 時 代

S B － 0 3 2 × 1 2 ，86 2 ．9 8 1 ．76 1 ．8 1 ．6 6 5 ．1 9 N －4 5 0－ E 不　　 明

S B － 0 4 2 × 1 3 ．1 5 3 ．0 腫） 1 ．95 1 ．8 5㈲ 1 ．6 2 5 ．8 4 N － 3 0－ E ク

S B － 0 5 2 × 1 3 ．1 2 ．9 1 ．85 2 ．2 1 ．4 1 6 ．0 9 N － 8 3 0－ W 古 墳 ～ 鎌 倉 時 代

S B － 0 6 2 × 1 3 ．6 3 ．4 8 2 ．12 2 ．1 6 1 ．6 7 7 ．5 8 N －3 7 0－ W 不　　 明

S B － 0 7 2 × 1 4 ．08 4 ．4 3 ．12 写・9 6 工　 4 1 1 2 ．9 0 N －3 4 0－ W ク

S B － 0 8 2 ×　2
l2 ．2 8 ：2 ． 1

4 勘1 ．8
I1 ．8 ：2 ．0 ；2 ．2

l
1 ．1 3 4 ．4 1 N －6 3 0－ W ノク

S B － 0 9 2 × 1 3 ．8 3 ．8 僅） 2 ．3 健） 2 ．3 1 ．6 5 8 ．7 4 N －2 2 0－ W 古 墳 時 代

S B － 1 0 2 × 1 3 ．74 3 ．8 6 2 ．0 1 ．9 6 1 ．9 3 7 ．5 2 N －5 8 0－ W 不　　 明

S B － 11 2 × 1 4 ．4 4 ．3 2 ．95 2 ．9 5 1 ．4 9 1 2 ．8 3 N －8 5 0－ W 一ケ

S B － 12 2 × 1 3 ．1 3 ．1 2 ．1 2 ．1 1 ．4 8 6 ．5 1 N －8 5 0－ E ク

S B － 13 2 × 1 4 ．9 5 ．2 3 ．4 3 ．9 1 ．3 3 1 8 ．4 7 N －7 7 0－ W ク

S B － 14 2 × 1 3 ．95 4 ．1 2 ．3 2 ．2 1 ．7 8 9 ．0 6 N －4 2 0－ E 古 墳 時 代

S B － 15 2 × 1 3 ．04 3 ．0 2 2 ．1 8 2 ．14 1 ．3 9 6 ．5 4 N －6 6 0－ W 不　　 明

S B － 16 3 ×　 2 6 ．6 6 ．5 2 4 ．2 4 ．24 1 ．5 4 2 7 ．6 8 N －6 5 0－ W 奈 良 時 代

S B － 17 3 ×　 2 5 ．68 5 ．7 6 3 ．58 3 ．7 6 1 ．5 3 2 0 ．9 9 N －3 7 0－ E ク

S B － 18 3 ×　 2 4 ．4 8 4 ．68 3 ．52 3 ．24 1 ．3 3 1 5 ．4 9 N －5 7 0－ W 古墳 時 代

S B － 19 2 × 1 3 ．84 3 ．88 3 ．32 3 ．7 2 1 ．0 4 1 3 ．5 9 N －6 8 0 －W 古墳 ～ 室 町 時 代

S B － 20 3 × 1 4 ．7 5 4 ．7 2 ．4 12 ・7 5 1 1 ．7 3 1 2 ．1 7 N －2 4 0－ E 古 墳 時 代 以 降

挿衷弱　掘立櫨建物遺物観察表

S B－02

挿図番号
遺物番号
図版番号

取上げ‰ 器軽 法　　 蟄 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図209 P it－1
＝土ご 復元口径18．2cm

口緑部外反する複合口緑。屈曲部の 口緑部内外面共に横にナデる。内面 胎土：小砂粒を含む
稜は鈍い。頭部は長く肩部に続く。 頚部しぼり後ナデ。その下右方向へ 焼成：不良

（Pol） 3 9 2 9 宝E 口縁端部は角ぼる。 ラ削り。 色調甥 〕乳白色

挿図番号
逸物番号
図版番号

取上げ‰ 蕃種 法　　 畳 形　態　の　特　徴 手　法　の　特　徴 備　　　　 考

挿図213
（Pol）

Piト1
36 13

有脚小棒 脚径　　 6．3cm

短い脚で、杯部中央に凹を有す。 脚部外面横ナデ。底部に回転糸切り。胎土：小砂粒を含む
（スイヒ）

焼成：良好
色調‥究〕淡明褐色
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S B－16

挿図番号
逸物番号

図版番号

取上げ‰ 器繹 法　　 畳 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 225

（Pol）

Pit－5
（旧Piト10）

4 4 3 7

土不
（底部）

（須恵器）

復元底径 7．6cm

口縁部欠損。底部平ら。 内外面共に横ナデ。外面底部回転糸
り。

胎土 ：長石を含む

焼成 ：良好
色調 甥 〕青灰色

挿図 225

（Po2）

Pit－10
（旧Pit－6）

4 4 4 1
土不

復元口径15．8cm

復元器高　 2cm

口縁部外反する。口縁端部は丸く終 内外面共に横ナデ。外面底部へラ削 胎土 ：小砂粒を含む

わる。 り後不整方向のナデ。 焼成 ：普通
色調 甥 〕悪霊墓彩

挿図番号
遺物番号

図版番号

取上げ‰ 器種 法　　 畳 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図　230

（Po l）
図版84－7

Pit－5
1 8

灯明皿

復元口径　 7。m
器高　　 1．7cm

底径　　 3．2cm

口緑部は外反し、口縁端部はやや丸 内外面共に横ナデ。外面底部回転糸 胎土 ：3mm石英を含む

い。 切り。 金雲母、砂粒を含む

焼成 ：普通
色調 頂 〕明褐色

外面一部スス付着

挿図 230

（Po 2）
図版84－8

Pit－1
1 5

土不
口径　　 12cm
器高　　　　 3cm
底径　　 5．6cm

口緑部はゆるやかに外反し、口緑端 内外面共に横ナデ。外面底部回転糸 胎土 ：1mmの石英、長石を

部は丸い。 切り。 含む
焼成 ：普通
色調 甥 〕淡黄褐色

挿図 230
（S l）

図版84－9

Pit－5

2 0

砥石
四面擦り面。

－249一



3　丑坑◎丑墳（＄K）（挿図232㈲25、挿衰弱、図版鋼～凋◎鋼⑳駈）

土坑はA区で7基、B区で8基の計15基を検出した。そのうち古墳時代のもの2基、奈良時代

のもの3基を確認し、うち1基より墨書土器を検出した。またA区で、埋葬施設と考えられる土

壌1基を検出した。

位　　置

形　　態

特筆事項

遣　　物

時　　期

5K－⑳2（挿図調、図版鋼）

15Hグリッドの北に位置する。

平面形は楕円形（2。54×2。0－0。52）mである。

埋土がSK－03と類似するが、他の土坑とは様相を異にし風倒木痕の可能性が強い

検出しなかった。

埋土より、古墳時代以降の土坑と考える。

位　　置

形　　態

特筆事項

遺　　物

時　　期

挿図232　SKO2遺構図

5隠一⑳3（挿図調、図版鋼）

16H e16Iグリッドにわたり位置する。

平面形はほぼ円形（1．9×工88－0。62）mである。

埋土の様相から、風倒木痕の可能性が強い。

検出しなかった。

埋土より、古墳時代以降の土坑と老える。
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位　　置

形　　態

特筆事項

遺　　物

時　　期

位　　置

形　　態

挿図233　SKO3造構図

＄K一関（挿図調、図版鋼）

8Fグリッドの北に位置する。

平面形は楕円形（上9×0．76－0。14）mである。

主軸をほぼ同一にして、SB－02内につくられているよ

うに見受けられるが、関係は不明である。

検出しなかった。

不明である。

＄K－⑳5（挿掬235◎23、挿衰弱、

図版75）

6Fグリッドの西に位置する。

平面形は楕円形（1。36×1．2）

mを呈し、中央付近に浅い落ち込

み（0。42×0。36－0。36）mを測る。

遺　　物　　埋土中より、璧（Pol）を検出し

た。

時　　期　　遺物より、古墳時代の土坑と者

える。

l‾－＝Tl小：‾（
0　　　　0．5　　　1m

‾rノ　　　　　ー‾　こ　i　モー一一g　－　モーー′－ニl′コ一一1－′　一一　一．一一こjノーこ＿l＿

挿図234

SKO4迫構図
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L∴二一二塁二二」一一1

挿図235SKO5適構図

S＝1：4

（三三三二二∃
8cm

挿図236　SKO5造物図



SK－⑳6（挿図調　◎調、挿衰弱、図版閲◎鋼◎随）

位　　置

形　　態

6Gグリッドの中央に位置する。

平面形は隅丸方形（1．3×1。22－

0・35）mを呈し、四隅に柱穴をもつ。

櫨　　穴　　Pl～P4の4本柱で、Plより

特筆事項

（0。29×0．23－0。09）（0。38×0。27－

0．15）（0．39×0。33－0。15）（0．13×0。

32－0。12）mを測る。

床面上に粘土面（焼土面か）の広『

がりと炭の広がりを確認した。埋土

は黒色土一層しか確認できなかった

が、断面の遣物の出土状況より、少

なくとも二層には分層できるものと

老えられる。

遺　　物　　杯（Po1－4）、高台付杯（Po5）、

H＝75・500m　8・6

盛琵盛，　　喀〇　　　　　〇四

十　十　十　十　十　十　ヰ・．ト．◆

挿図237　SKO6造構図

皿（Po6－8）を検出した。Po2以外はいず

れも赤色塗彩が施され、P08には『奈』の字の墨書がみられる。

時　　期　　遣物より、奈良時代の土坑と考えられる。

位　　置

形　　態

特筆事項

2S＝1：4　10cm

挿図238　Slく06造物図

5K一⑳ア（挿図23、図版閲）

12Hグリッドの北東隅に位置する。

平面形は隅丸長方形（1。92×0。7－0。34）mを呈し、長軸方向はN－650－Eである。

土壌の形態、角礫0円磯の並び方から土墳墓と考えられる。また、南西側より北東

側の方が、幅が広いことや礫の並びから、被葬者の頭部は、北東側に位置したと推察

できる。土壌床面に接するのは北東側隅の磯のみであり、それ以外の礫は被葬者の上

部を覆うものであろう。
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遺　　物

時　　期

位　　置

形　　態

遺　　物

時　　期

位　　置

角礫0円礫を計16個検出した。

内5個は全面磨耗痕がある。

遣物の出土はないが、遺構を

検出した層より、古墳時代の土

墳墓と考えられる。

SK－◎9（挿図鋼　0鋼、

挿表弱、図版閲◎駈）

9Cグリッドの南東隅に位置

する。

平面形は楕円形（0。97×0。67

－0。3）mである。

埋土中より杯（Pol e2）、

高台付碗（Po3）、須恵器婆底部

（Po4）、須恵器台付碗（Po5）を

検出した。

関南
郡
欄
皿

．

l

I

題

挿図239　SKO7遺稿図

′

』豊Ocm Po：5
遣物より、奈良時代の土坑と老えられる。　挿図鋼　＄醍醐造物閉

＄瞳一臓（挿図鋼　◎鋼、挿衷朗、図版閻）

26才グリッド中央のやや南寄りに位置する。

j

”翠
挿図2姻　SK12造構図

－253－

挿図24・1SKO9造構図

＝≡＝＝≡‥「二二′
Po2

0　1 S＝1：410cm

挿図鋼　＄酬　造物図



形　　態

特筆事項

遺

時

位　　置

形　　態

遺　　物

時　　期

位　　置

形　　態

遺　　物

時　　期

平面形は楕円形（2．45×2。16－0．26）mである。

床面、壁面の一部で焼土を検出した。床面で大小3基のピットを検出したが、石の

抜き取り痕と考えられる。

婆（Pol）、須恵器杯（Po2）を検出した。

遣物より、奈良時代の土坑と考えられる。

SK－13（挿図2掴、図版77）

26Jグリッドの南西に位置する。

平面形は楕円形（2。04×1．75－0。22）mである。

床面北側で杯を検出したが、小片のため図化できなかった。

遺物より、古墳時代以降の土坑と考えられる。

SK一団（挿図245、図版77）

27Kグリッドの南西に位置する。

平面形は楕円形（2．0×1。34－0。32）mである。

検出しなかった。

不明である。

挿図2舶　SK13逼構図

位　　置

形　　態

遺　　物

時　　期

挿図245　SK国道構図

5K一周5（挿図鋼、図版詔）

26Kグリッドの北東隅に位置する。北西側はピットによって切られている。

平面形はほぼ円形（1。15×1．0－0。24）mである。

検出しなかった。

不明である。
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挿図246　SK15造構図

位　　置

形　　態

遺　　物

時　　期

位　　置

形　　態

遺　　物

時　　期

＄隠一膵（挿図鋼、図版閲）

19Gグリッ下中央

のやや東寄りに位置

する。

平面形は楕円形

（2。25×1。18－0．24）

mである。

検出しなかった。H＝79・100m

不明である。

挿図247　SK16造構図

ニ

挿図248　SKけ造構図

＄K一柑（挿図別凱図版閲）

22Iグリッドの北に位置する。

平面形は楕円形（2。07×1．85－0。2）mである。

検出しなかった。

不明である。
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位　　置

形　　態

遺　　物

時　　期

H＝80．700m

①黒褐色粘質土

SK－05

SK－19（挿図250、図版78）

22Hグリッド中央のやや西寄りに位置する。

平面形は楕円形（2．0×0．97－0。23）mである。

検出しなかった。

不明である。

①黒褐色粘質土

挿図249　SK18造構図 挿図250　SK19造構図

挿表36　土坑0土壌遺物観察表

挿図番号
遺物番号
図版番号

取上げ‰ 器種 法　　 整 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 236
（P o l）

3 3 9 7 璧 復元口径 13．5cm

口緑部外反す る複合 口緑。屈曲部の
稜はやや鈍 い。頚部は短かい。

口緑部外面横ナデの後、パケ堪王具

による施文。口縁内面横ナデ。頸 部
以下内面へ ラ削り。

胎土 ：石英 を含む
焼成 ：普通
色調 ：内 ・淡褐色

外 ・暗褐色

挿図番号
遺物番号
図版番号

取上げ‰ 器種 法　　 畳 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 238
（P o l）

図版 84－10
3 2 8 7 土不

復元口径 12cm
器高　　 3．壷m
復元底径 8．7cm

平坦 な底部か ら外方に開く杯部。口

緑端部は丸い。

内外面横ナデ。 胎土 ：1－ h m大の石英、金
雲母、小砂粒を含む

焼成 ：普通
色調 頂 〕赤褐色

ロ緑部付近に黒斑有 り。
外面赤色塗彩

挿図 238
（P o 2） 3 2 8 8 I不

復元口径 12 ．8cm
器高　　 3．3cm

外方 に開 くやや深 めの杯部。口緑端
部 は丸い。

内外面横 ナデ。底部 回転糸切 り。 胎土 ：細砂粒、金雲母 を含
む

焼成 ：普通
色調 ：内 ・黄褐色

外 ・淡黄褐色
外面口緑部付近スス、炭化
物の付着
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挿図番号
遺物番号

図版番号

取上げ‰ 器種
法　　 畳

形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 ±38

3 2 8 3 土不

口径　 12 ．6cm
外方に開く稀部。口緑端部は丸い。 内外面積ナデ。外面底部へラおこし

の後ナデ。ロ縁部 にナデ上げて終 る

胎土 ：0 ．h m ～h m 大の砂粒
焼成 ：普通

（P o 3）

図版85－1

底部　　 8 ．2cm

器高　　　　 3cm
痕がみられる。 色調 ：究〕赤褐色

内外面赤色塗彩

挿図 238

3 2 8 6 土不
口径　 12 ．7cm

ナデにより凹凸がはげしい底部 から 内外面横ナデ。外面底部へラおこし。 胎土 ：1mm 大の石英を多く
外方に開く球部。口緑端部は丸い。 中央に糸切 りが見 られる。口縁部 に 含む

（P o 4）
図版85－2

底径　　 8 ．8cm
器高　　 3 ．2cm

ナデ上げて終 る痕 がみ られる。 色調 溜 〕赤褐色

内外面赤色塗彩

挿図 238
3 2 8 4 高台付杯

口径　 17 ．1cm

休部は外反 し口緑端部は丸い。高台 内外面横ナデ。底部不規則なナデ。 胎土 ：砂粒、金雲母を含む
は短 く外 に開 く。 ロ緑部にナデ上げて終 る痕 がみ られ 焼成 ：良好

（P o 5）

図版85－3

底径　 10 ．7cm

器高　　 5 ．5cm
る。高台は貼付。 色調 頂 〕赤褐色

内外面赤色塗彩

挿図 238
（P o 6）

図版85－4
3 2 8 5 皿

復元口径 16cm
器高　　　 2cm

復元底径 10cm

平坦 な底部 から内湾気味 に外方へ開
く。口緑端部は丸い。

内外面横 ナデ。内面に繊維痕有 り。 胎土 ：小砂粒を含む
焼成 ：普通

色調 骨 赤褐色

内外面赤色塗彩

挿図 238
（P o 7）

3 3 7 1 皿
復元口径16．9cm
器高　　 1．2cm

復元底径　 6cm

やや平坦 な底部から外反し、口縁端 外面横ナデ。底部付近磨 き。内面横 胎土 ：長石、石英、砂粒 を
部 は丸い。 ナデ。 含む

焼成 ：普通
色調 ：究 〕赤褐色

内面口緑部スス付着

内外面赤色塗彩

挿図 238

3 2 8 5 皿
復元口径15 ．0cm

杯部は内湾気味 に外反し、口緑端部 外面横ナデ。内面口縁部付近横方向 胎土 ：砂粒 を含む
は丸い。 のヘラ磨 き以下横ナデ。内面底部 に 焼成 ：普通

（P o 8）

図版85－5

残存高　 2 ．6。ふ

復元底径　 6cm
墨書の 「奈」の字がみ られる。 色調 ：究〕赤黄褐色

内外面赤色塗彩

挿図番号

遺物番号

図版番号

取上 げ‰ 器極 法　　 畳 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 240
（P o l）

4 4 1 9 土不

復元 口径13 ．7cm

器高　　 2 ．6cm
復元底径 9 ．6cm

口緑部外反する。端部 は丸 く終わる。内外面共に横ナデ。 胎土 ：小砂粒を含む
焼成 ：良好
色調 渦 赤褐色

内外赤色塗彩

挿図 240
（P o 2）

4 4 2 0 杯 底径　　 6 ．2cm

口緑部欠損。平坦な底部。 内面横 ナデ。外面底部削 り後ナデ。 胎土 ：小砂粒 を含む
焼成 ：普通
色調 ‥馳 赤褐色

内外赤色塗彩

挿図 240
（P o 3）

図版85－6
4 3 9 3 高台付碗 脚径　　 8 ．3cm

脚端部 の丸い高台がやや 「ハ」の字

状 につ く。

高台内外面積ナデ。端部 は丸い。碗

部内面不規則な洗練が見られる。

胎土 ：石英を含む
焼成 ：普通
色調 ：内 ・明褐色

外 ・赤褐色
外面赤色塗彩

挿図 240
（P o 4） 4 4 1 7

慈底部
（須恵器）

底は丸 く斜に立 ち上る底部。外方へ
広 がりながら立ちあがる。

内外面横 ナデ。 胎土 ：石英、長石を含む

焼成 ：普通
色調 頂 〕青灰色

挿図 240
4 3 9 4

高台付碗
やや深 めの 土不部 になると思われる。 外面へ ラ削 り後ナデ。内面へラ工具 胎土 ：長石を含む
坪底部は平坦。高台がやや 「ハ」の による削 り。 焼成 ：良好

（P o 5） （須恵器） 字状 につ く。 色調 ：究〕青灰色

挿図番号

遺物番号
図版番号

取上げ‰ 器種 法　　 畳 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 242
（P o l）

9 0 聾 復元口径19．2cm

口緑部外反 し、口緑端部はやや丸い。 外面横 ナデ。内面口緑部横ナデ。口

緑端部 さらに強いナデ。頚部左上方
向のヘラ削 り。

胎土 ：1mm の石英、長石 を

含む
焼成 ：普通

色調 ‥究〕淡明褐色

挿図 24 2
（P o 2）

9 1 杯
（須恵器）

復元口径13．3cm

口縁部は内湾気味に外反 し、口縁端
部は丸い。

内外面積ナデ。 胎土 ：小砂 を含む
焼成 ：良好

色調 ‥究〕淡青灰色
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第6節　遺構外連物

上福万調査地区（A e B区）で検出した遺構外遺物のうち、土師器e須恵器e中世陶磁器等を

紹介しておく。

土師器0須恵器0瓦0古銭（挿図253、挿表38、図版85）

Pol e　2

Po3

Po4－8

Po9

PolO。11

Cl・2

土不　P02は外面に、細い棒状工具による記号らしきものがみられる。赤色塗彩。

皿　底部外面にヘラ削りを明瞭に残す。赤色塗彩。

須恵器e婆　いずれも口縁部分で、Po5～8は口縁端部を強くナデる。

須恵器e土不　ハの字状の高台を貼り付ける。

乎瓦

開元通宝e照寧元宝。

こ：コ

挿図251
土師器◎須藩器◎瓦実測図　歯餞拓影

予〒〒肇
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申健陶磁器（挿図25超も挿衰遜謬◎3、図版的）

Pol。2・4・5　碗　中国青磁

Po3e6　　　　　碗　天日、P06は輸入品

Po7　　　　　　碗　高麗青磁（象巌青磁）

FT司01　『　2　　『。3
志ノ二。4　＼＼＼占⊆Pp。5

挿図252　中世陶磁器実測図

挿表37　中世陶磁器一覧表

＼t土王プp。6

0　2　S＝1：410cm

遺　構　名 造物番号時期（世紀）名　称 産　地 器種 取上番号

B区　　　 南 Pol 14－15 青　　磁 中　国 碗 12

ク Po　2 〃 〃 ク ク 12

A区　4トレンチ Po　3 ク 天　　 日 日　本 ク 19

B区　　　 南 Po　4 ク 青　　磁 中　国 ク 12

A区10トレンチ ク ク 〃 ク 154

A区 ク 〃 ク ク 2418

A区 ク ク ク ク 3361

A区　　 2　D ク ク ク 〃 4042

B区　　　 南 〃 ク ク ク 12

B区　　 24　J ト

ク 高芹青磁 朝　鮮 〃

39

B区　　　 北 4

A区　4トレンチ 19

A区　　 2　D ク 白　　磁 中　国 小　皿 4042

A区　　 4　G 〃 ク ク ク 3184

A区　　 4　D Po　6 ク 天　　 日 ク 碗 3980

A区　 16C 16 染　　付 ク ′ケ 314

A区　4トレンチ Po　5 14－15 青　　磁 〃 ク 2418

A区　　 2　D ク 瀬　　戸 日本（瀬戸） ・ケ 3666

A区　　 4　E 一ケ ケ ク ク 3361

B区　　　 南 ク ′ケ ク ク 12

A区　　 5　G ′ケ ク ク ケ 1564

A区　4トレンチ ク 〃 ・ケ ケ 19

A区　 13　H 15－16 備　　 前 日本 璧 320

A区　　 7　G 〃 〃 ク ク 3567

B区　　　 南 ク ケ ク ク 12

A区　　 6　D ク ク ク すり鉢 3275

A区12トレンチ ク ク ケ ケ 84

A区　　 4　F ク ク ク 〃 3236

A区　　 7　G 〃 ノシ 一ケ ク 1台24
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挿衷調　遺構外遺物一覧表

丑師器◎須恵器◎瓦◎歯餞

挿図番号
遺物番号
図版番号

出土瑚所 取上げ‰ 蕃極 法　　 盈　　　　 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 251 A 区 4 8 0 1 坪

復元［」径12．3cm

器高　　 3 ．8cm
複元底径 7 ．8cm

外方にゆるやかに開く杯部。 坪部内外面横ナデ。底部内面 胎土 ：小砂 を含む

底部はナデによる凹凸がみら ナデ。底部外面へラおこし。 焼成 ：普通

（P o l） 6 五 れる。 色調 頂 〕明茶褐色

挿図 251
（P o 2）

図版85－7

B 区
6 トレンチ

4 0 土不
復元口径117．2cm
器高　　 3 ．2cm
復元底径 11cm

底部は平底、体部は外反 して 内外面横ナデ。外面底部へラ 胎土 ：砂粒 を含む
上方へのびる。 削 り。 焼成 ：普通

色調 頂 〕赤黄褐色

内外面赤色塗彩

挿図 251 B 区
4 0 杯

復元口径　 20cm
底部は平底、体部は外反し、 内外面横ナデ。外面底部レ＼ラ 胎土 ：砂粒を含む
上方へのびる。口緑端部 は丸 削 り。 焼成 ：普通

（P o 3）
図版85－8

6 トレンチ
24 J

器高　　　 2cm
復元底径 10cm

く、杯部は浅い。 色調 頂 〕赤褐色

内外面赤色塗彩

挿図 251

（P o 4）

B 区
29L

（措

（接合）

璽
（須恵器）

復元口径18．五m

ロ縁部外反し、口縁端部やや
丸い。

内外面ともに横ナデ。 胎土 ：1へ1h mの長石を含む
焼成 ：普通
色調 ‾頂 〕青灰色

挿図 251
（P o 5）

B 区
西側

5 5
聾

（須恵器）
復元口径15．1cm

ロ緑部外反する 「く」の字状
口緑。ロ縁端部 やや角ぼる。

内外面 ともに横ナデ。 胎土 ：1－ h m の長石を含む
焼成 ：普通
色調 頂 〕青灰色

挿図 251
（P o 6）

B 区
29 L

6 1
聾

、（須恵器）
復元 口径19 ．2cm

口緑部外反する 「く」の字状 臼縁部内外面横ナデ。外面肩 胎土 ：小砂 を含む

ロ緑。ロ緑端部は丸 くなだ ら 部平行タタキ、内面肩部青海 焼成 ：普通

かな肩 をも’っ。 波。頸部 に指圧痕がみられる。 色調 ：内 ・暗褐色
外 ・暗灰黄褐色

内面口▼緑部、外面に自然軸
がかかる。

挿図 251 B 区 5 5
婆

復元口径13 ．5cm

口縁端部はやや角ぼる。頸部

は短 かく、なだ らかな肩部か

内外面とも横ナデ。 胎土 ：1～h mの長石を含む

焼成 ：良好

（P o 7） 西側 （須恵器） ら張 り気味 の胴部へつづ く。 色調 頂 〕青灰色

挿図 251
（P o 8 ）

B 区
29L

（3 9

（接合）

璽
（須恵器）

復元 口径19 ．如m

口縁部は大 きく外反する「く」

の字状口緑。口緑端部は角ぼ

る。

ロ縁部内外面横ナデ。外面肩
部平行 タタキ目、内面肩部青
海波が見 られる。

胎土 ：小砂を含む
焼成 ：普通
色調 ：内 ・淡青灰色

外 ・淡責苦灰色
界雷静 自然粕がかかる

挿図 251
（P o 9）

B 区
24 J

2 4
土不

（須恵器）

復元口径 13cm
復元底径 9 ．1cm
器高　　 4 ．5cm

体部は内湾気味 に開 き、口緑 内外面横ナデ。底部 は不規則 胎土 ：小砂 を含む
端部は丸い。高台は短 く外に
開く。

なナデで高台は貼付。 焼成 ：普通
色調 頂 〕青灰色

挿図 251
（P o lO）

図版85－9・10

A 区
7B ・7C －

瓦 平瓦 l

I

布 目が見られる。

胎土
焼成
色調

細砂粒、密
良好
蹄 淡黄灰色

挿図 251
（P o ll）

図版85－9・10

A 区

7B ・7C －
瓦 平瓦 布 目が見られる。

胎土
焼成
色調

細砂粒、密
良好
蹄 淡黄灰色

挿図 251
（C l ）、

K F A 区、
第12 トレンチ －

古銭 径　　　 2 ．3cm 開元通宝

挿図 251
（C 2 ）

K F A 区
4 G

1 7 0 9 古銭 径　　　 2 ．3cm 無事元宝

中健陶磁器

挿図番号
遺物番号
図版番号

出土場所 取上げ‰ 器種 法　　 畳 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 252
（P o l）

図版 85－11
B 区南 1 2 碗 復元口径 13cm

口縁端部は丸い。 内外面積ナデ。 青磁

挿図 252
（P o 2）

図版85－11
B 区南 1 2 碗 復元口径 1苧cm

休部 はやや内湾気味 に上方へ

開き、口緑端部は丸い。

内外面積 ナデ。 青磁

挿図 252
（P o 3）

図版85－11

A 区

第 4 トレンチ
1 9 碗 復元 口径12 ．6cm

体部は内湾気味で、口緑端部

はけ デにより面 をもち、丸く

終 る。

内外面積ナデ。 天 日

挿図 252
（P o 4）

図版 85－11
B 区南 1 2 碗 復元底径　 6cm

高台は短 く、台形 を呈する。

端部は丸い。

内外面積ナデ。 青磁

挿図 252
（P o 5）

図版85－11

A 区
第 4 トレンチ

2 4 1 8 碗 復元底径　 5cm
高台は短 く、外傾気味の台形

を呈す る。端部は角ぼる。

内外面積ナデ。 青磁

挿図 252
（P o 6）

図版 85－11

A 区

4 D
3 9 8 0 碗 復元底径 4．2cm

平底の高台を貼 り付ける。 内外面横ナデ。 天日

挿図 252
（P o 7）

図版 85－11

B 区 24 J 北

A 区
第 4 ．トレンチ

3 9 ・4

1 9
碗 復元口径 18cm

休部は内湾気味 に外方へのび、

口緑端部 はやや鋭い。

内外面積ナデ。 高麗青磁

（象族 青磁）
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第7節　古墳時代以降のまとめ

建築技術的な観点を導入して、本遺跡の竪穴住居e据立柱建物群の分類を行い、竪穴住居では

形態的な観点をこれに加味してその変遷を考え、最後にまとめとして、両者のセット関係を復元

してみた。

瑠　竪穴住居（挿図253、挿衷32◎39、僧図3）

本遺跡で検出された竪穴住居は、計14基で、SI14を除く残り13基は、古墳時代前期中頃に位

置づけら直るが、形態的相違（平面プランe主柱穴数）と建築技術的相違が認められるため、若

干の時期差が想定される。
（註1）

因伯地方における古墳時代の竪穴住居の平面プランは、次の様に変遷すると考えられている。

前期前葉

多主柱構造の「円形」住居は減少するが、「多角形」0「隅丸多角形」住居は存続する。

また、「隅丸方形」住居もみられるようになるが、「方形」住居はほとんどみられない。

前期中葉

「方形」e「長方形」住居が出現し、「円形」e「隅丸方形」。「隅丸多角形」住居は消滅する。

前期後菓

「方形」・「長方形」住居のみみられる。

一本遺跡内における、竪穴住居の分類を挿表39に示す。
（註2）

建築技術的な観点として、補助柱・調和性という項目を加えた。これらの意味するところは次

の通りである。住居と地傾斜との関係は、即、住居の安定性に関ってくる。つまり、地傾斜に調

和させれば、柱頭を揃え易いため住居は安定するが、調和させないと不安定になるのである。し

かし、建築技術の発達に伴って、lこの問題が解消されるのは当然であろう。

挿表39中の（補助柱e調和性）のあり方について、次の様に説明できる。

（Oe X）

SI05にのみみられる。SI05は、補助柱だけでなく、上部を支えたと考えられる側溝内

の小ピット群が存在している。建築技術が稚拙で、地傾斜の利用も知らない。

（Oe O）

SIOl、SIO3、SI04でみられる。建築技術はまだ稚拙だが、地傾斜の利用を知ってい

る。

（×00）

SIO6、SIO9、SI12、SI13でみられる。建築技術が発達し補助柱は不用になったが、

地傾斜を利用している。

（×e X）

SIO2、SIO7、SIO8、SIlO、SIll、SI14でみられる。建築技術がさらに発達し

地傾斜を無視している。

これは生活における自然発達的事項と考えられ、よって、（Oe X）→（OeO）→（×eO）

→（×e X）という建築技術的変遷は、各竪穴住居の変遷を意味しているといえる。
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この変遷に、前述の形態的な変遷を加味すると、「方形」住居のSIO8、SIllが、（×e X）

の中から、もう1段階新しくなる。これは、SIO8、SIllの両者ともに、中央特殊ピットの他

に、炉跡と考えられるピット又は土坑を持つという点で、他の住居とは様相を異にしている、と

いうことと一致する。

以上述べてきたことのまとめを、挿図253で示す。

（Oe X）　　（OeO）　　　（×eO）

SIO5　℡＝＝－珍 SIOI

SIO3

SIO4

ニ＿　＿こ．＿＿　＿　　　　－．こ SIO6

SIO9

SI12－ヰSI13

軽隅－妙

（×・×）

SIO2→SIO7

SIlO

S　工14

挿図253　竪穴住居の変遷図（推定）

平 面 プ ラ ン 主柱 穴 補助柱 調和性 遺構 名

隅 丸 五 角 形

l

5 1
1

○ ＞＜ 05

○ ○ 04

＞く ○ 07

円　　　　 形 4 ＞く ○ 12

隅　 丸　 方　 形

4

○ ○ 01 ，03

＞く ○ 06，13

＞＜ ＞く 02 、14

2
＞ ＜ ○ 09

＞く ＞ く 10

方　　　　 形
L ＿4 ＞ く ＞く 11

2 ＞く ＞く 08

SIO8

SIll

挿表39　竪穴住居の分類

2　掘立櫨建物（挿図誠、輝黄銅、付図3）

本遺跡内で検出された掘立柱建物は、計20棟で、内訳は、古墳時代のもの4棟（SBO2、SB

O9、SB14、SB18）、奈良時代のもの2棟（SB16、SB17）、古墳～室町時代のもの3棟（S
（註2）

BO5、SB19、SB20）、時期不明のもの11棟である。掘立柱建物群の特徴を捉えるため、調和性、

長方形度、床面積について調べてみた。長方形度と床面積の相関関係を、挿図254に示す。

調和性

⑳調和するもの

⑳調和しないもの

2×1間…SBO2、SBO3、SBO7、SBO9、SBll、SB12、SB13

2×2問・eeSBO8

3×2問…SB16

2×1間…SBOl、SBO4、SBO5、SBO6、SBlO、SB14、SB15、SB19

3×1間…SB20

3×2間…SB17、SB18

古墳時代の建物のうち、調和するものはSBO2、SBO9、調和しないものはSB14、SB18で

あり、前述の建築技術的変遷を当てはめると、前者の方が後者よりも古いといえる。奈良時代の
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建物は、調和するもの（S飢6）、調和しないもの（S飢7）の両方を持つが、建築技術の発達によ

って調和性にこだわる必要がなかったためで、古墳時代のそれとは、含まれる意味が異なる。

また、古墳時代と奈良時代の建物は、挿図254中の十字で区切られた、それぞれ第203e4象

限、第1象限に含まれると考えられる。SBO8、SB19については、両者とも他と比べて長方形

度が小さい（1に近い）ため、「倉庫」であろうと考えられる。長方形度、床面積の差、調和性の

違いから、前者の方が後者よりも古いと推測される。

3　まとめ

以上述べたことと、竪穴住居と掘立柱建物の全体配置から、両者のセット関係は、次の様に推

定される。（古墳時代）

⑳掘立柱建物の時期の判明しているもの

SIO4－SBO9、SIO6－SBO2（L字状に配される03は02とセットと推定される）

SI11－S B18

⑳据立柱建物の時期の判明していないもの（不明も含む）

SIOl－SBO8、SI02。07－SBlO、SIO3－SBO7

⑳配置的にSIO5－SB06が考えられるが、両者の調和性は一致していない

（Iの

†

床
面
積

I

I

I

】

I

I　△

116

I

l

l

I

l

l

l　△

I17
I

XI

呵
1

0I
181

品　よ×
0711　◇
1　　　20
I

一　一　一　一　一　一　一　ト　ー

P

102　（

×15癖
08　：01

1

I

I

註1　「寺内京
1‘‘つ．　　、つ－

」　　」

註2　調和性

参考文献
「青木遺跡
「福市追跡
「向野遺跡
「上種西古
「長瀬高浜
「伯者国庁

賢一
×

：06
く

×

03

×

10

△奈良時代

○古墳時代

◇古墳時代～室町時代

X時期不明

2．5

南遺跡発掘調査報告－ほ場整備に伴う
では、青木Ⅳ期を古墳時代前期前葉、
竪穴住居……地傾斜方向と、下に示す

掘立柱建物……地傾斜方向と、長軸叉

発掘調査報告書I～Ⅲ」
」

墳
遺
跡

後
群
跡
発

ろ谷追跡発
発掘調査報
Ⅲ～Ⅵ」
掘調査概報

掘調査報告書」
告」

（第5・6次）」

→長方形度（度）

調査一」1982
青木Ⅴ・Ⅵ期
「線」が一致

流側）と、こ
に対応する下
えてあるため
は短軸が一致

鹿野町教育委
を同前期中葉
するかどうか
れに対応する
辺とを結ぶ中
、隅丸方形に
するかどうか

挿図254

掘立柱建物の長方形度と

床面積の相関図

貝会、関西大学文学部考古学研究室
、青木Ⅶ期を同後期後葉としている

0

下辺の中
線
準ずる

青木遺跡発掘調査団　　昭和51－53年
米子市福市遺跡調査団　昭和43年
大栄町教育委員会　　1984・3
大栄町教育委員会　　1984・3
鳥取県教育文化財団　1981－1983
倉吉市教育委員会　　　昭和53年度
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第4竜　田下遺跡

田下遺跡（挿図　軸航挿表、図版鵬◎卵）

現佐陀川の右岸にあり、水田e畑地として利用されている。第1e2。40　5トレンチでは、

第‡～Ⅳ層まで砂層で、第Ⅴ層は礫層であったため調査を終了した。遣物は土師器片を表探した。

用悪水路を隔て北側に入れた第306トレンチでは、第Ⅳ層で佐陀川の氾濫を確認した。第Ⅶ

層では黒褐色粘質土（遺物包含層と老えていた土層）を検出したため、さらに第Ⅷ層まで掘り下

げたが、礫層であったため調査を終了した。第306トレンチでは各層で土器片を検出した。拝

に第Ⅶ層では、土師器e須恵器片を多量に検出した。（第6トレンチで和鏡を検出した。）

日下遺跡で検出した土器類等は土層観察の結果、佐陀川の移動や氾濫によって運ばれたものと

老えられる。

／

・■

l：’l

等‾‾‾［‾‾蛋

1　－　　　　　　　　　　．・∴∴1　11－

瀾「馨
0　2　S＝1：4　10cm

挿図瑠　第3◎6匪睦ンチ出藍遺物図（和鏡＄＝％）
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挿表1　円下遺跡遣物観察表

第3。第6トレンチ

挿図番号

遺物番号
出土場所 取上げN。 器軽 法　　 量 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 1
（′P o l）

第 3 トレンチ
1 2 5
6 9

7 1

（接合）

深鉢
（縄文中期）

復元口径　 42cm

口緑部は外反し、口縁端部は

角ぼり、丸く終る。

内面 詣 豪 語 冒 讐

口緑部、縄文が施される。

胎土 ：1－1．h m大の砂粒を
多量に含む

金雲母を含む
色調 ：内・黄灰褐色

外・黒灰色
外面にスス付着

挿図 1
第 3 トレンチ 4 3

婆

外面はヘラ磨きが施され、そ

の中位に縄文が施される。内

l
胎土 ：1 mm大の砂粒、石英

を多く含む

（P o 2） （縄文後期） 面はヘラ磨き。 色調 ：内・黒

外 ・黄褐色

挿図 1
第 3 トレンチ 「9

聾

底径　　 5．5cm

底部は平底。 内面は下から上方向のヘラ削

り。底部に指圧痕が見られる。
胎土 ：砂粒を含む
焼成 ：良好

（P o 3） （底部）
（弥生）

外面は縦方向のヘラ磨き。 色調：内・黄灰色
外 ・黄灰褐色

外面にスス付着

挿図 1

（P o 4）
第3 トレンチ 1 5 7

聾

（弥生）

外面、ナデの後に5 条の洗練
が施される。内面ナデ。

胎土 ：1mm大の砂粒、石英

を多く含む
焼成：良好
色調‥究〕黄橙色

挿図 1

（P o 5）
第 3 トレンチ 1 5 7

器台
（脚部）

（弥生）

復元底径 12cm

脚部は 「ハ」の字状に開く。 外面は縦方向のパケ目後、 8
条の凹線が施されている。内

面は左方向のヘラ削り。

胎土：石粒、石英を含む

焼成 ：良好
色調：究〕黄橙色

挿図 1
（P o 6）

第 6 トレンチ 1 1 7 聾 復元口径16．2cm

口緑部は外反する複合口緑。
屈曲部の稜は鈍く、口緑端部

はやや鋭い。

内外面横ナデ。 胎土 ：砂粒、石英を含む
焼成 ：良好

色調 ‥究〕黄褐色

外面スス付着

挿図 1
．第3 トレンチ 1 1 5 婆 復元口径 15cm

口縁部は外反する 「く」の字 口縁部内外面横ナデ。外面肩 胎土 ：1 mm大の砂粒、石英

状口縁。口縁端部強くナデら 部パケ状工具による施文がみ を含む
（P o 7） れわずかに外方へ肥厚する。 られる。内面肩部右方向のへ

ラ削り。

焼成 ：良好
色調 ：鉄分付着のため色調

不明

挿図 1
（P o 8）

第 6 トレンチ 1 5 4 聾 復元口径13．壷m

口緑部は外反し、口緑端部は 口縁部内外面ともに指おさえ 胎土：砂粒を含む
丸く終る。 の後ナデ。外面胴部粗いパケ

目、内面胴部右方向のヘラ削
り。

焼成：良好
色調：鉄分付着のため色調

不明

挿図 1
第 3 トレンチ

1 1 4 高塀 復元口径12．2cm

平坦な底部から外方に開く浅 外面横ナデ。内面杯部横ナデ。 胎土：緻密

拡張部 い杯部。口緑端部は丸い。脚 脚部横ナデ。 焼成：良好
（P o 9） 第 7 層 同

（須恵器）
部に2 方透し。 色調‥究〕青灰色

挿図 1

（P o lO）
第 6 トレンチ 2 8 灯明皿

口径　　 7．4cm
器高　　 1．女m

底径　　 4．8cm

平坦な底部から外反する口縁 内外面横ナデ。底部は回転糸 胎土：密 （スイヒ）
部。口緑端部は丸い。 切り。 焼成：良好

色調：究〕茶褐色

挿図 1
（P o ll） 第 3 トレンチ 1 1

こ士ご・笠
（白磁） 復元口径 9．4cm

口縁部は外反しながら長くの
びる。口緑端部はさらに外反

し、外に肥厚する。

内外面積ナデ。 胎土：密
焼成：良好

色調：淡青白色

挿図 1
（P o 12）

第 3 トレンチ 3 6
すり鉢

（瓦質陶器）
復元口径27．8cm

口縁部は外反し、口縁端部は 外面横ナデ。内面 5条を一単 胎土 ：0．5－1mm大の砂粒を
強いナデにより凹む。 位とするおろし目。内外面と

もに風化大。
含む
金雲母、石英を含む

焼成 ：良好
色調 ：黄褐色

挿図 1
（M l ）

第 6 トレンチ
第 5層

2 1 和鏡 復元径 13．2cm 二重圏線縁。地文は亀甲文。 室町時代後半

参照　挿図156、図版58、分冊編観察表P46
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第5章　石州府古墳群（29・30号墳）

メガ醐
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挿図2　調査後墳丘地形図
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挿図3　29・30号填墳丘断面図
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①　表　土

r②

周溝埋土

上部古墳の
周溝埋土

黄褐色砂質粘質土（5mm程度の礫を含む）

（彰　赤黄褐色砂質粘土

（り　黒色土をブロック状に含む暗赤褐色粘土

⑤　黄赤褐色粘質土

⑥　黄褐色砂質粘土

（彰　暗赤黄褐色砂質粘土

（り　黄赤褐色砂質粘質土混じりの2～5mmの角磯層

⑲　地山岩（流紋岩質凝灰角礫岩）

盛　土

地山土

⑨　米粒～こぶし大程度の礫混じり明黄褐色砂質粘土

⑲　暗茶黄色粘質土

⑪　2～3mmの礫混じり黄褐色砂質粘土

⑫　黄褐色砂混じり角礫層（しまる）

⑬　黒褐色粘土混じり明黄褐色砂質粘土

⑭　礫混じり茸褐色砂質粘土

⑮　黒褐色粘土混じり噌赤褐色砂質粘土

⑲　暗赤黄褐色砂質粘質土

⑫　ピンク色粘土混じり赤褐色粘土

⑲　ピンク色粘土

C′



第1節　石州府29号墳

1墳丘（挿図1～3、図版88e89）

土砂の流出及び削平のため、項部がやや平坦になっていたが、遺存度は良かった。調査前の規

模は、ほぼ円形（長径16。Om。短径15。Om）を呈し、高さは約3。Omを測った。調査後の規模は、

径16．0mの円墳で、周溝底から墳頂までの高さは北西側で3。30m南東側で1．20mを測る。墳頂の

標高は約105．0mである。墳丘は、原地形を利用して築かれているが、盛土によって整地が行なわ

れており、項部では、旧表土（暗赤褐色粘質土）及び地山（岩盤）をほぼ水平に削った後、また

斜面では直接、それぞれ盛土が行なわれている。

2　周満（挿図　～　◎柑）

北側と南側斜面において肩部が流されており、遺存度は悪かった。調査区域外については不明

だが、墳丘を完属すると推測する。規模は、幅1。20－1。50m、深さ0．20－0．60mを測る。断面は

「U」字状を呈し、埋土は3層よりなる。なお、この周溝は、本古墳の南東上部に在ると推測さ

れる古墳の周溝を切っている。

遣物の、図化できるものは周港内より壷（Po4）、高塀脚部（Po5）、周港外より杯蓋（Po6）、

杯（Po7）がある。

3　主体部（挿図　相、挿喪、図版的◎9⑳）

墳丘中央やや東寄りのほぼ同位置において、主体部を3基検控した。埋葬は、土層断面より、

第1、第2、第3の順序で行なわれたと考える。

第瑠童体部

埋葬施設　　埋葬形態は、箱式石棺である。第203主体部によって破壊され、東側石の一部及び

その抜き取り跡が残るだけだったので、詳細は不明だが、残存する深さは0．30mを測

る。長軸方向は、N－550－Wをとると推定される。

遺　物　掘り方内の北西側において、切先を北側に向けた刀子を1本（Fl）検出した。

第2主体部

埋葬施設　埋葬形態は木棺であろうと推定される。規模は、長さ3。Om、幅0。80m前後であろう

と考えられ、長軸方向は、N－600－Wをとる。また、床面直上に、長さ2．0m、幅0．

60m、厚さ0。06へ0。08mの規模で、赤色粘土が遣存していた。

掘り方は第3主体部によって破壊されているが、長径4．50m、短径2。20m前後の隅丸

長方形を呈すると推定される。残存する深さは上50mを測る。

遺　物　　木棺内北端において、切先を南側に向けた鉄剣を2本（F203）、切先を東側に向

けた鉄剣を1本（F4）、鏡面を上に向けた銅鏡を一面（Ml）検出した。これらの出

土状況より、頭位は西向きであろうと推測される。また埋土中より、婆（Pol）を検

出した。

第3主体部

埋葬施富農　木棺は遺存していなかったが、土層を観察すると、木棺痕と思われる横断面が「U」

字状を呈しており、埋葬形態は別件形木棺であ・ると推定される。規模は、長さ3．20m、
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挿図4　29号墳第1～3主体部遺構図

三三』p。3

0　1　S＝1：2　　5cm

挿図5　29号墳第2e3主体部遺物図1

－274－



E

C）
C⊃

N

LJつ
⊂⊃

「・」

。Il

＝

j
C）
N

l．iつ
C⊃
r■

「ゴII

＝

－275－

台　　月
賦題匹認
諾巻紙
画境怠刊
輝（；咄望月
紬言奄理知‖虹
暫く屯轍台譜
碕台種　田亜
細亜和寒躯
潜津謹白紅梅
喫軸はU盤智

㊦㊥㊥㊤㊥

刊
馳

蟹
田
輝
粗く

e
⊆コ

．′‾‾‘．＼

ニ〕　　　　　　トや

璧　　　　　崩
潜　　　　　」
収　　　　　＼J

台　　陛
可　　部　　潜
認可建　　艦
紐言だ部呵＋1g
台紙磐去巨砲
咄台訂細い如月
津田〇台台諾
躯蛙‖璽但白田咄
聴賭潜経理糖
蜜磐虞軸日賦盤

㊤㊥㊥㊥㊥㊥

挿図6　第2主体部遺物出土状況拡大図



幅0．80m前後であろうと考えられ、長軸方向は、N－600－Wをとる。また、床面直上

に、長さ2。40m、幅0．30m、厚さ0．10mの規模で、赤色粘土が遣存していた。

掘り方は隅丸長方形を呈する3段掘りで、規模は1段目より（4。40×3．60－1。00）

（4。10×2．40－0．14）甘00×0。45－0。08）mを測る。

遺　物　埋土中より土師器片を検出したが、図化できたものとして、高士和不部（Po2）、器台

脚部（Po3）がある。

時　　期　　古墳時代前期後半（青木Ⅶ古）に位置づけられる。

4　29号墳第10　2主体部内遺物（刀子0剣0鏡）について

刀子〔『瑠〕（挿図、図版馴）

刃部e茎部が欠損しており、茎尻は折れ曲がっている。残存長7．0cmを測る。長さ再昌e厚さは

刃部が3．3－2。1－0。38cm、茎部が3。7－1．1－0。28cmである。刃部に木片が付着している。

鉄剣〔『2◎『3◎『射（挿図　◎、図版馴）

F2は全長43。Ocmを測る。長さ　0幅0厚さは、刃部が30。0－2。5－0。48cm、茎部が13。0－1。6－

0。5cmを測る。

F3は全長32。2cmを測る。長さe幅e厚さは、刃部が21．8－2．9－0。75cm、茎部が10．4－1．3－

0．4cmを測る。

F4は関部で折れ曲がり、茎尻は欠損している。また切先部も破損している。全長29。2cmを測

る。長さ0幅・厚さは、刃部が25。0－3。5－0．7cm、茎部が4．2－2．4－0．3cmを測る。

F2－F4の3本とも、絹製の織物が巻かれている。観察によると、切先の方から巻き始め、

奇数回目が右巻き、偶数回目が左巻きとなっており、3本とも同じ巻き方が行なわれている。な

お、巻き数はF2より、4回0　5回e　4回を数えた。また′、3本とも木片が付着していたが、い

ずれも木目方向が剣先方向と合致しないこと、また、木片がF2（裏側）、F3（表側）、F4

（裏側）に付着する状態で検出されたことなどから、F2とF3はセットで、F4は個別で、そ

れぞれ木箱に納められていた可能性が考えられる。

銅鏡〔醐瑠〕（挿図　◎、図版馴）

猷帯鏡（舶載）で、径10。8cm。厚さ（縁部）0．桁cmを測る。鏡面に赤色顔料が付着した状態（挿

図6のスクリントーン）で検出された。鏡背は、外区に外向鋸歯文、衛歯文が施されている。斜

縁式で、内区には乳を挟んで四像が配されている。紐孔方向では、獣像が2体点対称に配され、

もう一方では、獣像は、神像を上側に置くと、右側に右を向いた青龍（角あり）、左側に右を向い

た白虎（角あり）、下側に左を向いた鹿（角があり二股に分かれている）が認められる。

神像は左を向いており、冠を被っている。また鏡全体にわたって、数本の亀裂が認められる。銘

帯に銘が入っているが、彫りの浅さと錆の付着で、全文は解読できなかった。解読できた4文字

の配置から、銘文は右回りで、それは次の通りである。「□□□貴真0。。宜子e e」。
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挿図7　29号囁第2主体部遺物図2

1

1

1

1

1

1

1
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一一→1回目の布を巻いた方向を示す

…－…争2回目の布を巻いた方向を示す

☆剣先より巻き始め、柄で向きを変えて

再び剣先へと巻く。これを繰り返す。

☆F2～F4すべて上記の巻き方で巻い

ている。

挿図8　布の巻き方の模式図
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挿図10　29号墳周溝内。外遺物図

－279－

0　2　S＝1：410C汀1



第2節　石州府30号墳

1墳丘（挿図瑠　02、図版88089）

土砂の流出及び削平によると考えられるが、調査前は台地状地形を呈していた。規模は不明で

ある。南側で、周溝底から墳項までの高さ1。Omを測る。なお、墳項と思われる部分の標高は、

約101．00mである。

遣物として、高杯杯部（Pol）を検出した。

㊤

H＝101，800m l←

①晴茶灰色粘土層

（り茶灰色粘土層

③青灰色粘土層
S＝1：40

0．5

－　／．

三二
≡∃：

F‾　　‾

－

＼
1m

挿図1130号墳第1主体部遺構巨遺物図
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2　周溝（挿図1。2）

29号墳の周溝を切って、又は一部共有する形で存在するが、完周はしていない。規模は幅1．50

m、深さ0．80m前後であろうと推測する。断面は「U」字状を呈し、埋土は1層よりなる。

3　主体部（挿図胱挿喪、図版的）

台地状地形中央の南東寄りに位置する。

埋葬施設　木棺痕跡は確認できなかったが、掘り方内の南側に並ぶ二個の石が、木棺の側板の

固定に使用されたと者えられることから、埋葬形態は木棺であろうと推定される。掘

り方は、ほぼ隅丸長方形を呈する二段掘りで、規模は1段目より（4。0×1．80－2．20

－0。50－0。90）（3．10×0．94～1。10－0。40－0。60）mを測る。長軸方向は、N－800－E

をとる。掘り方内の東側に石が集中しており、枕であろうと考えられる。

遺　物　埋土中より、土師器片を検出したが、図化できたものとして鼓形器台（Po2）があ

る。

時　期　古墳時代前期後半（青木Ⅶ古）に位置づけられるが、切り合い関係から29号境より

も新しい。

第3節　まとめ

本地域周辺における古墳時代前期の古墳として、普段寺1号墳・2号填、日原6号填、青木遺

跡古墳群等が知られているが、本調査によって石州府29号墳e30号境の両方とも、古墳時代前期

後半の古墳であることが確認された。特に、石州府29号境が、舟自載鏡を伴う小さな円墳であると

いうことは注目すべきであろう。石州府古墳群は、従来古墳時代後期の群集墳と老えられてきた
（註1）

が、本調査によって、前期古墳の存在が明らかとなった今、本地域及び周辺（特に日野川右岸）

に所在する古墳群について、再検討する必要があるのではないかと考える。今後の調査。研究に

期待する。

註1「米子市　石川府遺跡群発掘調査報告書I　国営大山山麓開瑚建設事業に伴う埋蔵文化財試掘調査」1983・3

米子市教育委員会

「米子市　石州府遺跡群発掘調査報告書I　国営大山山麓開拓建設事業・県道米子環状線道路改良工事に伴う

埋蔵文化財試掘調査」1984・3　米子市教育委員会
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挿衷瑠　石州府薗囁群遽鞠観察衷

石州府29号墳

挿図番号
遺物番号

出土場所 取上げN。 器翠 法　　 畳 形　 態　 の　 特　 徴 手 ．法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図 5 1
（P o l）

第 2 主体叫 9 3 璽 復元 口径10 ．7cm

口縁部は外反 し、口縁端部は 口綾部内外面輝ナデ。頸部内 胎土 ：1 mmの石英、

つ まみあげて、丸 く終 わる。 1面へラ削 り頚部外面横ナデ。 長石を含む

焼成 ：良好
色調〕渇 〕淡黄褐色

挿図 5
（P o 2）

第 3 主体部 5 2
高士不
（稀部）

復元口径16．5cm

体部はやや内湾気味に外反 し

口緑端部にやや凹みが見 られ
る。

内外面横ナデ。 胎土 ：1 mm大の石英、
長石を含む

焼成 ：良好
色調 ‥宕恒 炎黄褐色

挿図 5
（P o 3）

第 3 主体部 5 1 鼓形器台

・（脚部）

復元底径16 ．7cm

「ハ」の字状 に開 く裾部 をも 内面脚端部横ナデ。脚部へ ラ 胎土 ：雲母、小砂 を多 く含

つ。 削 り。外面横ナデ。 む
焼成 ：良好
色調 頂 〕淡黄褐色

挿図10

（P o 4）
周港内 6 8 ＝土ご∃互 復元口径45．6cm

口緑部上方へやや直立気味に

のび、口緑端部は外へ肥厚 し
丸い。

内外面横ナデ。 胎土 ：小砂 を含む

焼成 ：不良
色調 甥 〕淡褐色

内面 スス付着

挿図10

（P o 5）
周港外 8 0

高土不
（脚部）

′復元底径 9 ．3cm

「ハ」の字状 に開 く裾部をも 外面横ナデ。内面脚部は横 ナ 胎土 ：砂粒、石英 を多 く含

つ脚部。 デ。柱状部に絞 りが見られる。 む

；焼成 ：良好
色調 甥 〕黄褐色

挿図10
周港外 7 5

蓋 復元 口径 11cm

口綾部は外傾 し、口縁端部は 内面横ナデ。外面横 ナデ、天 胎土 ：小砂 を含む
丸い。なだ らかなカーブを描 井部不規則 なヘ ラ削 り。 焼成 ：普通

（Po 6） （須恵器） 復元器高 4 ．鹿m き天井部へつづ く。 色調 甥 〕淡褐色

挿図10
（P o7）

周港内 1 3 稀 復元底径 5 ．6cm

平底の底部から外方へ開 くよ 内外面剥離のため不明。底部 胎土 ：砂粒を多 く含む

うにたちあがる杯部。 回転糸切 り。 金雲母 を含む
焼 成 ：良好

色調 ：内 ・明黄褐色
外 ・赤褐色

外面赤色塗彩

石州府30号墳

挿図番号

適物番号
出土場所 取上 げNo 器種 法　　 畳 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

挿図11

（P ol）
墳丘 7 8

高塀
（杯部）

復元 口径17 ．6cm

外方 に開 く師部。口縁端部は

面 を意識 して丸く終 わる。

内外面積ナデ。＿ 胎土 ：0．5mmの石英、長石
を含む

焼成 ：普通
色調 頂 〕明茶褐色

挿図11

（P o2）
主体部

6 2 ・9 1

8 1 ・6 4
6 0 ・6 5
5 9
（接合）

鼓形器台
復元口径20 ．2cm
復元底径 19cm

復元器高 9 ．3cm

受部外方に大 きく開く。口緑 1
端部 は下方へ肥厚して丸く終
わる。受部の稜 は鈍い。脚部
「ハ」の字状に大 きく開 く。脚
部の稜は鈍い。脚端部上方へ
肥厚して丸く終 わる。

受部内面へラ磨 き。受部外面

横ナデ。脚部内面へラ削 り。
脚部外面横ナデ。

胎土 ：砂粒を多く含む

焼成 ：良好
色調 甥 〕赤桝 絶
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第6童　石州府第Ⅲ遺跡

挿図1・石州府第1追跡トレンチ位置図
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石州府第1遺跡（挿図1。2、図版92）

日野川右岸の河岸段丘上に立地し、現在は、畑地、桑畑として利用されている。試掘トレンチ

（Tl～T3）を入れたが、T2より土師器1片（実測不可）を検出したのみで、遺構は確認し

なかったため、調査を終了した。

第1トレンチ東側断面

N H＝＝76，500m

瘍瘍謬

第3トレンチ東側断面

N H＝75，500m

＞

磨；；‡≡

N H＝76，500m

第2トレンチ東側断面

I　耕作土

Ⅱ　黒ボク

Ⅲ　暗茶褐色粘質土

Ⅳ　暗茶褐色砂質ローム

挿図2　石州府第1遺跡断面図
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調　査　関　係　者　名　簿

財団法人鳥取県教育文化財団

理　事　長　　西尾　邑次

副理事長　　坂田　昭三

常任理事兼事務局長　　平木　安市

埋蔵文化財センター

次　　　長　　田中幸次郎

庶務係長　　竹内　　茂

西部埋蔵文化財調査事務所

所　　　長　　永原　　功

調　査　員　　長岡　充展、松本　琢己、笹尾千恵子、太田　正康

調査補助員　　野崎　正美

発掘調査・室内整理作業従事者

飯塚露子、飯塚富吉、大塚和子、幸形勝男、幸形さえこ、幸形貞枝、川上弓子、西村武夫

原沈子、立花靖子、松岡かづ子、松原孝雄、松原君枝、松原昇、山崎巧枝、井沢牧子

井上佳代、井上みのり、内田千登世、仲田茂子、長井千歳世、野坂綾子、野坂貞子、野坂真

野坂好夫、福田崎枝、渡辺由美枝、渡辺義行、遠藤和子、岡本恵美子、岡本千鶴子、影山誠

米山喜美枝、下村君子、下村磨理枝、畠繁秋、森田重暗、森田美津枝、仲田茂、山本邦丈

鈴木茂雄、森下秀夫、吉岡幹江、上田千恵子、林原由美子、石本茂雄、大塚夏枝、村上美之

渡辺文江、泉活朗、井上幸恵、井上千歳、大谷淑江、奥田末子、加川都、加川節子、加藤智恵子

加藤美津子、加藤充代、河本寿恵子、小杉久美子、佐藤節子、高木八代枝、田中貞代、田中専治

中曽由美、野々村恵美子、福島栄、矢田貝真澄、山上勝子、山根由喜枝、植田玉枝、柏崎恵子

木下道代、針田百合子、船岡幹子、前田節子、前田衛、松井嘉子、松波綾子、松本堅、松本良子

山口富美江、山村節子、金山勢津子、石崎麻子、奥田蔦子、上坂良治、梶原弘、宗政久和子

濱田直美、松下恵美子

（敬称略）
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